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平成２２年塩尻市議会３月定例会 

福祉教育委員会会議録 
 

○日  時 平成２２年３月１２日（金）  午前１０時００分 

○場  所 全員協議会室 

○審査事項 

 議案第 ３号 塩尻市立保育所条例の一部を改正する条例 

 議案第 ４号 塩尻市福祉医療費給付金条例の一部を改正する条例 

 議案第 ５号 教育委員会委員の任命について 

 議案第１０号 松塩筑木曽老人福祉施設組合を組織する地方公共団体数の減少及び松塩筑木曽老人福祉施設組合規

約の変更について 

 議案第１１号 松塩安筑老人福祉施設組合を組織する地方公共団体数の減少及び松塩安筑老人福祉施設組合規約の

変更について 

 議案第１３号 平成２２年度塩尻市一般会計予算中 歳出２款総務費中１項総務管理費１４目人権推進費及び１６

目市民交流センター費、３款民生費（１項社会福祉費７目楢川保健福祉センター管理費、８目老人

医療事務費、９目国民健康保険総務費、１０目後期高齢者医療運営費及び４項国民年金事務費を除

く）、５款労働費中１項労働諸費４目ふれあいプラザ運営費、１０款教育費 

○出席委員 

      委員長  鈴木  明子 君       副委員長  石井  新吾 君 

       委員  塩原  政治 君         委員  金子  勝寿 君 

       委員  青柳  充茂 君         委員  中村   努 君 

       委員  太田  茂実 君         委員  永田  公由 君 

○欠席委員 

   なし 

        ────────────────────────────────── 

○説明のために出席した理事者・職員 

   省略 

        ────────────────────────────────── 

○議会事務局職員 

   庶務係長  小澤 真由美 君 

        ────────────────────────────────── 

 

午前１０時００分 開会 
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○委員長 皆さん、おはようございます。ただいまから３月定例会、福祉教育委員会を開催いたします。よろしくお

願いいたします。本日は委員全員が出席しております。それでは理事者からごあいさつがあればお願いいたします。 

        ────────────────────────────────── 

理事者あいさつ 

○副市長 どうもおはようございます。何かと御多用のところ、福祉教育委員会を開催いただきましてありがとうご

ざいます。当委員会には、条例案件２件、人事案件１件、事件案件２件、予算案件７件をお願いしてございます。そ

れぞれ担当の課長等から詳細な御説明を申し上げますので、十分御審議の上、お認めいただきますようお願い申し上

げまして、大変簡単でございますけれども、開会にあたりましてのあいさつとさせていただきます。きょう、それか

ら月曜日になりますけれども、よろしくお願いいたします。 

○委員長 それでは委員会の審査については、委員会付託案件表に沿って進めてまいりたいと思いますので、よろし

く慎重御審議のほどお願いいたします。それではきょう審査に入ります前に、２月臨時会におきまして、補正予算の

中で、ふれあいの郷田川の修繕工事の関係で提案事項がございましたので、調査の結果について、検討の結果につい

て報告していただきたいと思います。 

        ────────────────────────────────── 

ふれあいセンター田川の郷修繕工事の検討結果について（報告） 

○長寿課長 お手元の資料で、ふれあいセンター田川の修繕工事に関します検討結果について御報告をさせていただ

きます。こちらの工事ですけれども、平成８年度末に竣工いたしましたふれあいセンター田川の郷の外壁ＡＬＣのひ

び割れと屋根漏水に関します検討結果について御報告をするものであります。工事の内容ですが、本館屋根の漏水修

理、それから本館の外壁のＡＬＣひび割れの修繕、それから本館棟の屋根・外壁の全体の塗装でございます。先般の

臨時議会後の経過でございますが、２月２２日に建築事業者と現場確認をし、２３日、２６日と事業者が現地調査を

いたしました。３月４日に事業者から報告書を受け取ったということでございます。 

検討結果でございますが、まず太田委員さんから御指摘のございました瑕疵担保責任の確認をいたしまして、本物

件の契約書の瑕疵担保責任期間は２年間。当時の契約書ですと、故意又は重大な過失の場合は５年間と定められたも

のでございました。今回の漏水処理に関しましては、建築業者の瑕疵は認められないもの、既に経過した期間からし

て、瑕疵が認められないものと判断いたしました。その次が、御指摘がありました住宅に関する瑕疵担保責任でござ

いますが、平成１１年に消費者保護の観点で、新築住宅に関する瑕疵担保責任につきましては１０年間となっている

のは、御指摘のとおりです。平成１２年４月１日以降の新築住宅に関しましては、この法律の適用がございます。屋

根の対応についての具体的なお話でございますが、屋根鉄板の継ぎ目は折り返しにより接合されておりますが、年数

経過に伴いまして、鉄板の膨張、収縮及び合わせ目の凍結膨張などの繰り返しにより、局部的にゆるみが生じまして、

強風による巻き込みや、融雪水などにより、集中して水が滞留する部分において、毛細管現象により、稀に少量の雨

水が侵入しているという状況でございます。改善方法としましては、雨水が滞留する箇所に塗布防水をかけ、防水性

を高める方法としたいものです。写真でありますとおり、右側の写真の下の部分にその加工をしたい。下の部分にそ

の加工をしたいというものです。次のページ、裏へいっていただきまして、外壁についてでございますが、当時のＡ

ＬＣの施工方法は、現在のような部材ごとに変位に追従できるものと違いまして、継ぎ目をモルタルで固め、壁全体

を一体化させるものでございました。そのため、わずかな建物の変位でも壁面が広くなりますと負担が集中し、構造
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体ではないＡＬＣ壁に局所的にひび割れが入ったものでございます。改善方法としましては、防水性の維持のために

目止めの補修をいたします。次に４番の経年劣化につきましてですが、屋根塗装及び外壁塗装ともに建設から１３年

を経過し、経過年数相応の劣化をしております。改善方法としましては、寿命を延ばすために全体を再塗装するとい

うものでございます。 

今後の日程でございますが、平成２２年度のできるだけ早期に工事発注いたしまして、梅雨時期までに工事を終え

る予定でございます。以上でございます。 

○委員長 説明がありましたが、よろしいでしょうか。何か。 

○太田茂美委員 改めて調査・報告いただいて御苦労さまでございました。ただ、私は思い出すのは、屋根の鉄板に

ついては経年劣化ということは当てはまらない。ということは、根本的にやはり設計に問題がある。この写真で見た

とおり、屋根の谷が、屋根の谷と言いますけれども、谷が要するに谷は、例えば川で言うと、ほんの支流ですね。そ

れが今度は川に流れてくるということは、当然これを飲みきれないわけです。しかも、谷というのは勾配が１０分の

４勾配だったら、その半分なのです、勾配が。ということは水を飲みきらない。風によって、水が逆流してしまう。

要するに、谷があって、その谷に水が飲みきれない。そういう結果ではないかなというふうに思いますし、さらに風

向きによっては、先ほどお話がありましたように、水が流れずに滞留してしまうことによって雨漏りがする。これは

根本的に設計に問題がある。それから管理をどうしていたかということも少し問いたくなるわけですが、管理費も出

してあるわけですから、そういった点もあわせてどうなったのか、また疑問な点が残ってくるわけです。 

 それからＡＬＣのひび割れですけれども、モルタルで固めてあると言いますけれども、接合部分はモルタルではな

くて、コーキングでしてあるわけですから、弾性であります。弾性というのは、自由に伸びたり縮んだりするわけで

すね。そういったことによってこのＡＬＣが割れるということは考えられない。もともと根本的に施工に問題がある

というふうに私は考えられるわけです。以上です。 

○委員長 答弁を。 

○太田茂実委員 答弁というか、答弁していてもしようがない。議論していても始まらないわけで、雨漏りは直さな

ければいけませんが。瑕疵担保責任については、時効というのは、平成２２年３月にまた改正をされて、新しく施行

しています。したがって、さらに消費者に対しては、消費者寄りになっていますので、業者に対しては厳しくなって

います。そういった点も十分今度は施工主に、市としては施主になるわけだから、そういった点も十分わきまえて、

今後の工事に対応してもらいたいということであります。 

○長寿課長 御指摘のとおり、今後の維持管理につきましては、私どもも十分注意を払ってまいりたいと思います。 

○委員長 では、よろしくお願いいたします。 

それでは審査に入りますが、審査に直接関係のないところの皆さんの出入りについては、適宜判断をされて自由に、

自由にというか、判断をされて、退出、出席ということでお願いをしたいと思います。 

        ────────────────────────────────── 

議案第３号 塩尻市立保育所条例の一部を改正する条例 

○委員長 それでは議案第３号塩尻市立保育所条例の一部を改正する条例を議題といたします。説明をお願いします。 

○こども課長 それでは議案第３号塩尻市立保育所条例の一部を改正する条例をお願いいたします。議案関係資料の

ほうで説明をさせていただきますので、８ページをお願いいたします。 
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初めの提案理由でございますけれども、片丘北部保育園に片丘南部保育園を統合いたしまして、その統合園の名称

を塩尻市立片丘保育園とすることに伴い、必要な改正をお願いするものです。 

２の改正の概要でございますが、（１）では片丘南部保育園の廃止を、（２）では統合に伴いまして片丘地区１カ所

の保育園になりますので、片丘北部保育園を塩尻市立片丘保育園に改めまして、さらに（３）にございますように、

児童福祉法の一部改正に伴う用語の整備をさせていただくものでございます。なお、片丘保育園の改称につきまして

は、各区で検討していただいた結果として、片丘地区の区長会から要望があったものでございますのでお願いしたい

と思います。 

それでは右側の９ページ、新旧対照表をごらんいただきたいと思います。初めに中段以降に掲げました保育園の名

称及び位置を規定する第２条の表の改正部分でございますけれども、片丘保育園への改称でございます。それからあ

わせて廃止する片丘南部保育園の名称及び位置を削除する。そういう改正内容になります。また前後しますけれども、

その上の条例の目的を定める第１条、それから次のページの第３条及び第６条、こちらの用語の改正につきましては、

ごらんいただきますように、現行の保育の実施を、保育所における保育に改めるものでございます。これは児童福祉

法の改正によりまして、家庭的保育事業が新たに創設されました。保育所だけではなくて、保育者の居宅で保育を実

施する事業が規定されましたので、これと従来の保育を区別するために、保育所における保育に改正をお願いするも

のです。 

８ページに戻っていただきますが、４の条例の施行ですが、本年４月１日からと、そのようにございますのでよろ

しくお願いします。以上です。 

○委員長 委員の皆さん、御質問、御意見等ありましたらお願いいたします。 

○永田公由委員 これは、南部保育園は後利用はどうなっていますか。 

○こども課長 統合説明会の中で地区からの意見をいくつかいただいておりますけれども、新年度の中で時間をかけ

て考えていきたいということで、地区のほうとはお話をさせていただきました。当面、新年度ですけれども、市の防

災無線の工事が予定されておりまして、その現場事務所と申しますか、資材関係置き場等ですか、そういった使い方

を１年間させていただいて、その中で御相談をしていきたいというふうな予定で進めております。 

○永田公由委員 そうすると、地区からは地区で使いたいと、使いたいというか、地区のほうへ払い下げてほしいと

いうような要望があるわけですか。 

○こども課長 地区のほうからの声としましては、子供の公園が少ない、ないというような必要もございますので、

公園化にしてほしいという声と、それから面積的にはあれだけの面積ですけれども、地区の人口も減少しているので、

分譲もできるのではないかというような御意見とかですね、いろいろ多岐にわたって来ております。土地の、上の建

物はなかなかもう再利用が難しい、老朽化がついにきていますので、その土地を使って次の活用を考えるわけですが、

土地も一部借地があったりというふうな状況もございますので、そういった部分も整理しながら進めていきたいと考

えております。 

○金子勝寿委員 統合後の駐車場、統合したからといって現状の北部保育園の児童数よりも大きく上回るわけではな

いと思うのですが、減少していくのは。その辺の対応はどのように考えていますか。 

○こども課長 今の片丘保育園の駐車場がその保育園に隣接してございますけれども、通常の送迎時の中では、時間

割といいますか、時差登園をお願いする中で、おおむね順調に回っています。ただ行事、入・卒園式はじめ、運動会
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等々いろいろ年間ではあるわけですけれども、そういう時にはどうしても道にあふれるというというような状況もご

ざいます。ただ駐車台数から見ますと、市内の保育園の平均より若干上くらいの台数を確保しているものですから、

順次拡大できる部分で拡大はする予定ではありますけれども、そういったところではまた保護者の皆さんにも御協力

をいただきながら運営していくということになろうかと思います。 

○金子勝寿委員 片丘保育園はそのような状況で統合後も比較的大丈夫だというお話だったのですが、洗馬保育園は

統合後、若干保護者の皆さんから、非常に駐車場が狭いし、かつ、駐車場の前の交差点も朝夕の交通量が多いと。現

状ＪＡさんとかにも協力していただいているようなことも聞きましたが、現状はどういう把握をしているのか、また

今後の対応をどう考えているのか、２点。失礼しました、妙義保育園です。 

○こども課長 妙義保育園はですね、妙義保育園の北側のほうに、農道から入ったところに実は学校敷地に隣接する

形で駐車場を設けています。１点問題は、どうしても進入路が狭い。１車線しかとれないというふうな状況でござい

ますので、そこのところがネックになっています。駐車スペースにつきましては、片丘保育園並みに面積としてはご

ざいます。なので、ここのところ妙義保育園も子供の数がだいぶふえた時期がございましたので、そういう中では若

干時差を設けても、道にまで車があふれるというようなこともあったように聞いておりますけども、ここで子供の数

もだいぶ落ち着いてきたような状況もございますので、そういう中では片丘保育園同様に北側に、それから道路の一

方通行の申し合わせというようなことで対応したいなというふうに考えております。 

○中村努委員 この片丘の保育園の統合で、全体の統合計画というのはひと段落したということでしょうか。 

○こども課長 統合自体はここまでの整備計画の中で位置づけをして、年次的に進めてきております。その位置づけ

の中では、一応子供の数を目安に置いておりまして、目安としては６０人という国のいわゆる設置基準の最低のとこ

ろを見ています。地区で、小学校と付随した教育施設という位置づけもあるものですから、小学校があって保育園１

対１という部分は今後も残していきたいのですけれど、６０人を下回る保育園が今後出てくれば、どんな方法で統合

するかということを考えたいというふうに思っております。これも整備計画の中で位置づける予定をしておりまして、

近くそういった計画を御相談させていただきたいというふうに考えております。 

○中村努委員 そうすると、いつでしたかね、平成何年かに統合計画が出されましたよね。あの位置づけというのは

今どうなっているわけですか。 

○こども課長 あの時点で出したのは、統合はこの片丘地区の保育園統合までが位置づけられております。それ以降、

それ以外の保育園につきましては、一応基本的に改築というふうな、老朽したところもこのような改築というふうな

位置づけをしたところでございます。そういう中では、統合部分は、ここから先ほど申し上げた６０人を長期的に下

回る保育園が予想されれば、新たに統合計画の中に組み込んでいく必要があるのではないかというふうに考えており

ます。 

○中村努委員 確認なのですが、以前出されていた統合計画というのはここで一回線が引かれて、新たに計画がつく

られていくという理解でいいですか。 

○こども課長 前回計画をした統合計画については、全て終了したという状態でございます。今後の部分については、

また状況を見ながら考えます。 

○太田茂実委員 園児数は、統合後の予定は、今のところ何人になりますか。 

○こども課長 新年度の子供の数では、７８人が現在予定されております。 



 6 

○太田茂実委員 将来は。聞いたってしようがない。まあいい。 

○委員長 よろしいですか。それではお諮りいたします、議案第３号塩尻市立保育所条例の一部を改正する条例につ

いて、原案のとおり認めることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○委員長 異議なしと認めます。全員一致をもちまして、議案第３号は提案どおり可決すべきものと決しました。 

        ────────────────────────────────── 

議案第４号 塩尻市福祉医療費給付金条例の一部を改正する条例 

○委員長 それでは次に進みます。議案第４号塩尻市福祉医療費給付金条例の一部を改正する条例についてを議題と

いたします。 

○福祉課長 それでは議案集の次のページ、５ページ目。あわせまして議案関係資料の１１ページをごらんいただき

たいと思います。説明につきましては、議案関係資料に基づきまして説明をさせていただきます。それでは１１ペー

ジにあります、塩尻市福祉医療費給付金条例の一部を改正する条例についてお願いいたします。提案理由につきまし

ては、子育て世代の療養にかかる経済的な負担軽減を図るため、福祉医療費給付金の受給資格の種別を見直すことに

伴い、必要な改正を行うものです。 

概要につきましては、受給資格の種別に小学校就学児童を加え、入院時の食事療養費を給付金の支給対象から除く

ものです。条例の施行等につきましては、平成２２年４月１日から施行するものです。 

次の１２ページの新旧対照表をごらんいただきたいと思います。福祉医療費給付金条例の第４条受給資格の種別及

び要件に、３として小学校就学児童を加え、第９条の給付金の支給を決定するにあたり控除するものとして、入院時

の食事療養費及び生活療養費を加えたものです。これによりまして、入院時の食事療養費は給付しないということに

なります。 

議案集に戻っていただきますと、そこに附則、３の附則のところに経過措置というのがございます。そこに経過措

置としまして、施行日前に受給資格を取得している方、既に母子だとか身障で資格を取得していた方につきましては、

９月３０日まで入院時の食事療養費が給付されると規定しております。以上ですのでよろしくお願いいたします。 

○委員長 それでは委員の皆さんから質問、御意見等ありましたらお願いいたします。 

○中村努委員 一部負担金の３００円、５００円というところは条例の中には載ってこないのですか。 

○福祉課長 ３００円から５００円というのは、施行規則のほうで載っております。それは前回９月の時に議会にお

諮りしてまいったものです。 

○中村努委員 第９条のところに、一番下のほうに、給付等に要した費用の額から次に掲げる額を控除した額を給付

金として支給すると書いてありますが、その中にその５００円、１レセプトあたり５００円というのが入ってきてし

かるべきだと思うのですが。 

○福祉課長 その９条の６に、実はここに書いてございます。済みませんが、医療保険又はこの９条の規定に基づく

療養給付１回に要する費用の請求のために、保険医療機関または被保険者が作成した診療報酬明細書ごとに別に定め

る額、というのがありまして、詳細は施行規則のほうに載っております。 

○中村努委員 臨時会だったか協議会の時かに質問したのですけれど、給食費との関係なのですが、確かに学校給食

のほうは欠席の場合は日割り計算でやっていますけれど、保育園の場合は保育料の中に入っていますよね。それはど
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うなるのですか。 

○こども課長 保育園の給食費は、いわゆる予算で全て、主食以外を予算のほうでお願いしてありますので、そこを

日割りという考え方は実はないと思います。 

○中村努委員 そうすると、入院した場合、食事代も実費負担で、保育料の中で保育園の給食費も取られているとい

うような、二重に取られているというような声が上がる心配があるのですが、その辺はいかがですか。 

○こども課長 保育園のお休みにかかわる日割りというお話なのですけれども、現在の規定の中では、一月全日にわ

たって、一月の、１カ月全てにわたってお休みになったという場合は、月単位の計算で返納をしているところです。

お話のように、長期の入院によっては、１カ月に満たない中でかなり保育料負担だけいただく場合も実は生じており

ます。これは保育料がいわゆる運営費の３分の１を御負担いただいているという建前、それからその額をさらに月額

で御負担いただいているというふうなことから、保護者のほうには御理解をいただいているということでございます。

ただお話のように、そういったお休みに伴う軽減と言いますか、減額という部分では、少なからぬ努力をいたしてい

ます。 

○中村努委員 多分単価を出して日割り計算というのは難しいと思うのですよ、保育料の場合。そういった声もある

のであれば、また検討をしていただきたいと思います。 

○委員長 なければ私のほうから質問なのですけれど、この入院時の食事療養費、生活療養費の給付を子供たちのと

ころということだけではないですよね。要するに、この福祉医療費に関して、食事と生活療養費については今回から

支給しなくなるという。 

○福祉課長 おっしゃるそのとおりでございます。全てにおいて支給しないということになります。 

○委員長 お年寄りであったり、いろいろ入院している方たちの部分についても同じようにするということですね。 

○福祉課長 はい、そうです。 

○委員長 ほかには。ないようですのでお諮りいたします。議案第４号塩尻市福祉医療費給付金条例の一部を改正す

る条例について、提案のとおり認めることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○委員長 異議なしと認めます。全員一致をもちまして、議案第４号は提案どおり可決すべきものと決しました。 

        ────────────────────────────────── 

議案第５号 教育委員会委員の任命について 

○委員長 それでは、次に議案第５号教育委員会委員の任命についてを議題といたします。 

○教育総務課長 それでは議案関係資料１３ページをごらんいただきたいと思います。これによって御説明を申し上

げます。議案第５号教育委員会委員の任命について。 

１といたしまして提案理由でございます。教育委員会委員の任命について、地方教育行政の組織及び運営に関する

法律第４条１項の規定により、議会の同意を求めるものであります。 

概要でございます。委員５人のうち、村田茂之氏が平成２２年６月２１日に任期満了となることに伴い、次の者を

適任と認め、任命しようとするものでございます。石井實氏、新任でございます。ページをおめくりいただきまして、

略歴書でございます。御住所につきましては、洗馬６８２番地でございます。生年月日につきましては、昭和１１年

２月１８日。年齢７４歳。最終学歴、桔梗ヶ原高等学校。職業については農業。略歴についてでございます。塩尻市
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体育指導員、また太田区長、塩尻市区長会長などを歴任いただいている方でございます。よろしく御審議お願いした

いと思います。以上です。 

○委員長 委員の皆様から御意見。 

○永田公由委員 村田さんは何期やられているのですか。 

○教育総務課長 １期でございます。 

○永田公由委員 １期で退任される理由はどういった理由でしょうか。 

○教育総務課長 聞き及んでいる部分では、大変お仕事も自営なさってお忙しい、大概私ども教育委員会にお見えに

なる時には、東京からお見えになるとかですね、そういう部分もお聞きしております。 

○永田公由委員 村田さんが教育委員になられた時にも、一部に少し、議会の中にも、この人で大丈夫かという意見

があったことは事実なのですよね。そのあと私も小学校の運動会で一度お行き会いしたのかな。私も知らないし、向

こうも知らないもので、話もしたこともなかったのだけれど。若い方でしたよね、まだ５０代で。その方が１期で辞

められるということは非常に残念なんだけれども、また今度は石井さん、石井議員のお隣で親戚になるのでね、あま

り変なことは言いたくないのだけども、７４歳という歳を考えると、この方も恐らく１期かなというような感じがす

るのですよね。洗馬からはもう一人女性の教育委員さんも選ばれていて、今までだと大体地区にバランス良く配置を

されたような感じがするのですけど、あえてこの石井さん、市の区長会長さんまでやられた方で立派な方なのですけ

れども、この方を教育委員に選んで、市長の掲げる教育再生に取り組んでいただくということだと思いますけれども、

どういった視点からこの方を選任されたのか、その辺についてお願いします。 

○副市長 年齢的なことは確かにございますけれども、教育委員さんというお立場で幅広く教育行政について御奮闘

いただきたいというような思いが、まずあります。石井さんにつきましては、ことに昔から、昔からというか、若い

時からスポーツで非常に貢献されておりますし、また区長さん等もやられたり、また市の区長会長等も歴任されてお

りまして、人物的には申し分ないし、今もお元気で御活躍ですので、そういう方にやはり、洗馬からたまたま２人に

なってしまいますけれども、教育行政について考えていただく適任者ではないかということで推薦させていただきま

したのでよろしくお願いします。 

○永田公由委員 大体そういう答弁になりますよね。やはりその教育委員会の中へ入られて、学校の校長先生とか先

生方といろいろな議論をしながら、学校教育に行く場合、やはり言ってみれば石井さんは全くの教育に関しては素人

ですよね。この歳で、例えば１期目というのは恐らく、１期目の半分くらいはもう勉強だと思うのですよね。教育委

員会とはどういうものかとか、教育行政というのはどうなのか、自分たちは委員としてどうやってかかわっていかな

ければいけないか。やはり２期、３期やられて初めて学校の校長先生たちとかと対等に渡りができると思うのですよ

ね。そういった部分で考えると、少しその年齢的に、もう少し選考のしようがあったのではないかというふうに思う

のですよね。 

○副市長 いろいろの見方があって当然だと思いますし、そういう面で教育委員さんというお立場で、いろいろなお

立場からも御指導いただければと思っております。特に教育委員さん、学校関係が非常に密接になるわけですけれど

も、学校だけではなくて社会教育等もございますので、そういう面では幅広く。本当は先生のＯＢがいいかとかです

ね、極端な話ですけれども、そうなってしまいますが、皆そういうようなことではまずいので、家庭の人も必要だし。

教育行政の法律の改正もございまして、幅広くそういう人材を求めることになっておりますので、そういう点からも
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社会教育、社会体育で貢献された方も必要ではないかという視点です。 

○青柳充茂委員 お話を伺っていると、そういう人材はもっといっぱいいると思うのだよね。なぜ石井さんなのかと

いうことについて、もう少し適任者と認めた理由をもう少しこう的確に。この人でなければいけないという理由、も

う少し的確にほしいというのと、今回の村田さんの前の教育委員をお願いしていた方も確か１期だったのではないか

なというふうに記憶がありますが、そうかどうかというものの確認と、１期で変えていくというふうに方針を変更さ

れたのかどうか、そこも確認をしたいですね。石井さんについても１期で終わってしまうのかなという気がするので、

そういう基本方針を変えられたのかというような。少し様々、その辺を。 

○副市長 なぜ石井さんが適任かという。私たちが見て、先ほど申し上げたとおり、適任であるという具合に判断し

ましたので、それで御判断いただきたい。それから任期が１期がいいか、２期がいいか、３期がいいか、４期がいい

かという問題はあります。ただ任期は一応１期４年という具合になっていますので、一応私たちはそういう視点でお

願いします。ただ、石井さんが果たして１期で辞められるのか、２期で辞められるのか、それは私が言うことではな

いと思いますので。別に基本方針で１期、２期、３期というぐあいに決めたわけではなくて、そういうことでありま

す。また、たまたま村田委員さんの前の委員さんも１期で、村田委員さんも１期という状況でございますので、それ

はルールかと言われますと、別にそこまでルール決めてあるわけではないと思います。 

○青柳充茂委員 では１期というふうに基本方針を変えたわけではないということを確認させていただきましたの

で。今回の石井さんについては、私はむしろ健康面での心配をしています。専門のお医者さんなりから診て、そうい

う詳しい健康診断をされて、この教育委員という大変な激務に耐え得るかどうかというところは確認されているかど

うか。非常に心配な面があるのですが、その辺はどうですか。 

○副市長 お医者さんまで受診して来いとまでは言っていないです。だけれども、本人が十分できるということで、

一応内諾を得ていますので、そういう面では私どもは御健康で御活躍できるものというぐあいに思っております。 

○青柳充茂委員 わかりました。 

○金子勝寿委員 教育委員の皆さんの、何期ごとやっているのか、構成、出身、一覧表なりを何らかの形でいただけ

ればと思いますが、資料請求を。 

○教育総務課長 では、後、用意させていただいて、ここで配付させていただくということでよろしいですか。 

○金子勝寿委員 関連で。年間どのくらい開催して、どんなことをやっているか、情報公開請求とかすればわかるの

ですけれど、いまいち、あまり委員会のことに関して議会がいろいろ申し上げることが決していいことでないことは

重々承知ですが、若干何回くらいやっているのかといった部分、簡単に教育長からで結構です。どういった内容かま

では言いませんが、状況を少し御報告いただければと思います。 

○教育長 一応、定例教育委員会が月１回ということですので、年１２回やっております。その間に特別の案件等あ

れば、臨時委員会ということで開催をしております。それから、小行事につきましては、年間ざっと１０回から、多

い時には２０回ぐらい出ていただくことがございます。それから学校の卒業式、入学式の出席でございます。定例教

委で協議していただいている内容は、全般に学校運営の問題ですとか、あるいは社会教育、生涯学習全般等々。また

定例教育委員会のあとに、協議会によって非公開で、子供の情報が出せないと言いますか、そういうようなものにつ

いては定例教育委員会のあと、交流していただいていると。以上です。 

○金子勝寿委員 教育委員会があって、校長会は校長会でやっていると思うのですが、市内で。校長先生とかと教育



 10 

委員という、そういう接点みたいな時間はあるのかどうなのか、別々にやっているのだと思うのですが。 

○教育長 言い落としましたけれども、学校へ出かけて行って、こんにちは教育委員会というのを、年３回くらいを

やっていこうということで実施しております。学校との日程調整の問題もございます。なお、校長会についても月１

回、一応市の校長会をやっております。それは私のほう、また事務局のほうで代表して指示ですとか連絡等をやって、

学校へすぐにいくようにやっておりますので、校長会へ私以外の委員が出席するということはまずございませんが、

出席することについては、特別出てはいけない、そういうことを規制してあるわけではございませんので、それによ

って出るとすれば、それは可能だと。 

○太田茂実委員 私も先ほど永田委員が言われたように、人生経験は長い方で、それから社会教育にも熱意を燃やし

たということで認めるところですが、地域のバランスというのをなぜ考えていかないのかなということが一つ。それ

から何も７４歳。歳は７４歳でなくても、今はやはり定年退職されて間もない方が結構おられると思うのですよね。

もう少し視野を広めて選んでほしかったという気持ちがありますが。一点、今、家族の状況はどのようになられてお

られるのか、お聞きしたいと思いますが。 

○教育総務課長 奥様とお子様とそのお子様と、というような４人の御家族で今、生活しておられます。御本人と、

御本人の奥様、それとあと御家族２人と。４人で生活を。 

○太田茂実委員 ４人って。家族構成は。 

○教育総務課長 お子さんと。子供さんと、子供さんの子供。４人ということです。 

○太田茂実委員 息子さんの奥さんはいないわけだね。 

○教育総務課長 それは私ども確認してございません。御本人に確認させていただきますか。 

○太田茂実委員 教育長、この方で、十分教育委員として、４人の教育委員会の皆さんで自信をもってやっていかれ

るということで言明をいただければと思うのですけれど。 

○教育長 人生経験も長いということですし、十分その任に活かしていただける方だというふうに考えております。 

○委員長 よろしいですか。それではお諮りいたします、議案第５号教育委員会委員の任命については、議会の同意

を求めるというものです。提案のとおり同意することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○委員長 御異議なしと認めます。全員一致をもちまして、議案第５号教育委員会委員の任命については、提案のと

おり同意すべきものと決しました。 

        ────────────────────────────────── 

議案第１０号 松塩筑木曽老人福祉施設組合を組織する地方公共団体数の減少及び松塩筑木曽老人福祉施設組合規

約の変更について 

○委員長 続きまして、議案第１０号松塩筑木曽老人福祉施設組合を組織する地方公共団体数の減少及び松塩筑木曽

老人福祉施設組合規約の変更についてを議題といたします。 

○長寿課長 議案関係資料で御説明をいたしますので、資料の２７ページをお願いいたします。議案第１０号松塩筑

木曽老人福祉施設組合を組織する地方公共団体数の減少及び松塩筑木曽老人福祉施設組合規約の変更についてでござ

います。 

１番提案理由でございますが、平成２２年３月３１日に松本市と波田町が合併することに伴いまして、松塩筑木曽
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老人福祉施設組合管理者から協議を求められました、当組合を組織する地方公共団体数の減少及び議案の変更につき

まして、地方自治法第２９０条の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

２番概要でございますが、平成２２年３月３０日をもちまして、松塩筑木曽老人福祉施設組合から東筑摩郡波田町

が脱退をするものでございます。脱退に伴いまして、議員及び理事の定数等につきまして、松塩筑木曽老人福祉施設

組合規約を変更するものでございます。内容につきましては、規約の新旧対照表で御説明をしますので、２８、２９

ページをごらんください。第２条で組合を組織する地方公共団体を掲げてございますが、東筑摩郡波田町を削り、第

４条で組合の事務所につきましては、一たんやめまして塩尻市広丘郷原１６８３番地１と改め、第５条におきまして、

議員の定数及び選挙方法につきましては、波田町１人を削り、議員の定数につきましては２５人を２４人と改めるも

のです。次に第７条におきましては、理事の人数１１人を９人に改め、別表、市町村負担金について定めました別表

でございますが、均等割の区分の負担割合につきまして、東筑摩郡及び木曽郡の各町村並びに安曇野市の負担割合に

定めました、経費の１０分の３に４分の２を乗じた額を１３というところを１２に改めるものでございます。 

戻っていただきまして、この規約の施行につきましては平成２２年３月３１日から変更するものでございます。 

○委員長 委員の皆さんから御質問、御意見等ございますか。よろしいですか。 

○中村努委員 この負担金の割合の変更の関係ですけれど、塩尻市は全く変わらないということですね。それで松本

市も変わらないですね。その分、一番下の東筑摩郡とか、ほかのところがふえるわけですね。波田町が松本市に合併

したことによってこういうところがふえるというのはどういうことですか。 

○長寿課長 こちらにつきましては、先般、組合の規約変更につきまして、構成市町村に定例会などに計算方法とい

たしまして、説明を組合のほうでしていただいたところでございますが、この事実上の負担金でございますけれども、

介護保険制度になりましてから、この組合の運営につきましては介護保険事業の中で行っておりまして、事実上、万

が一赤字が生じた場合にこの負担金が生じてくるということでございます。御指摘のとおり、東筑摩郡及び安曇野市

についても、若干負担金がふえる、均等割についてはふえるという理屈でございますが、赤字が、組合の規定につき

ましては非常に良好な運営ということで、特に赤字も生じておりませんので、事実上この負担金については定めがあ

って、負担金を求めてはいないというのが現状でございます。市町村について各々の議員あるいは理事の皆様がその

議論にも参加をしていただいております。 

○委員長 ではよろしいでしょうか。それでは議案第１０号松塩筑木曽老人福祉施設組合を組織する地方公共団体数

の減少及び松塩筑木曽老人福祉施設組合規約の変更については、提案のとおり認めることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○委員長 異議なしと認めます。全員一致をもちまして、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

        ────────────────────────────────── 

議案第１１号 松塩安筑老人福祉施設組合を組織する地方公共団体数の減少及び松塩安筑老人福祉施設組合規約の

変更について 

○委員長 続きまして、議案第１１号松塩安筑老人福祉施設組合を組織する地方公共団体数の減少及び松塩安筑老人

福祉施設組合規約の変更についてを議題といたします。 

○福祉課長 それでは議案集の次のページ、またあわせまして、議案関係資料の３０、３１ページをごらんいただき

たいと思います。説明につきましては、議案関係資料に基づいて説明をさせていただきます。議案第１１号松塩安筑
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老人福祉施設組合を組織する地方公共団体数の減少及び松塩安筑老人福祉施設組合規約の変更について、お願いいた

します。 

提案理由ですけども、松塩安筑老人福祉施設組合では、現在波田町にあります養護老人ホーム、前回の委員会の時

に視察していただいていますが、そこの温心寮を運営しております。同組合長から、組合を組織する地方公共団体数

の減少及び規約の変更について協議を求められておりますので、地方自治法２９０条の規定により、議会の議決をお

願いするものです。 

概要につきましては、平成２２年３月３０日をもって、松塩安筑老人福祉施設組合から波田町が脱退し、これに伴

い議員定数等について組合規約を変更するというものです。規約の施行等につきましては、平成２２年３月３１日か

ら施行するものです。 

３１ページの新旧対照表をごらんいただきたいと思いますけども、そこに波田町が脱退することによりまして、第

２条において波田町を削除します。組合内では町がなくなるものですから、市町村から市村といたしまして、第５条

の組合議会の議員定数を９人から８人とするものです。以上でございます。 

○委員長 委員の皆さん、御質問、御意見等ございますか。よろしいですか。それでは議案第１１号松塩安筑老人福

祉施設組合を組織する地方公共団体数の減少及び松塩安筑老人福祉施設組合規約の変更については、提案のとおり認

めることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○委員長 異議なしと認めます。議案第１１号は原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 それではここで休憩を取りたいと思います。５分。１１時０５分まで。１０分間で１１時０５分までです。 

午前１０時５５分 休憩 

─────────── 

午前１１時０５分 再開 

        ────────────────────────────────── 

議案第１３号 平成２２年度塩尻市一般会計予算中 歳出２款総務費中１項総務管理費１４目人権推進費及び１６

目市民交流センター費、３款民生費（１項社会福祉費７目楢川保健福祉センター管理費、８目老人医

療事務費、９目国民健康保険総務費、１０目後期高齢者医療運営費及び４項国民年金事務費を除く）、

５款労働費中１項労働諸費４目ふれあいプラザ運営費、１０款教育費 

○委員長 それでは休憩を解いて再開いたします。次に議案第１３号で、福祉教育委員会に付託された部分について

審査を行います。議案第１３号平成２２年度塩尻市一般会計予算中、歳出２款総務費中１項総務管理費１４目人権推

進費及び１６目市民交流センター費、３款民生費（１項社会福祉費７目楢川保健福祉センター管理費、８目老人医療

事務費、９目国民健康保険総務費、１０目後期高齢者医療運営費及び４項国民年金事務費を除く）、５款労働費中１項

労働諸費４目ふれあいプラザ運営費、１０款教育費についてを審査いたします。最初に２款総務費の中で、１項総務

管理費１４目人権推進費及び１６目市民交流センター費について説明を求めます。 

○人権推進室長 それでは予算書の１１０、１１１ページをごらんいただきたいと思います。１４目の人権推進費で

ございます。主なところだけ申し上げます。まず委員報酬につきましては、人権擁護審議会委員報酬８人分で、２回

の会議を予定しております。それから人権推進諸経費でございますけれども、下から２番目の人権擁護委員協議会負
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担金、これにつきましては松本人権擁護委員協議会のほうへ人口掛ける３円分、２０万３，０００円ほど負担するも

の。それと同じく人権擁護委員協議会の塩尻部会のほうへ、現在人権擁護委員さんが１０人おりますので、その人数

掛ける６，７００円、６万７，０００円を負担するものでございます。 

 次に犯罪被害者支援センター負担金１３万円でございますけれども、予算説明資料の６０ページをごらんいただき

たいと思います。これは平成２２年度から新たにお願いするものでございますけれども、直接被害にあった後の二次

被害に苦しむ被害者、またその家族に対しまして、相談とか病院、司法機関への付き添いなどの支援活動をしており

ます長野犯罪被害者支援センターへ、人口掛ける２円を財政支援をするというものでございます。 

ここで、聞きなれない言葉だと思いますので、犯罪被害者と犯罪被害者支援センターについて少し御説明を申し上

げたいと思います。まず犯罪被害者ということですけれども、本人の意思とは無関係に命を奪われるとか、けがをす

る、また物を盗まれるというふうに、生命とか身体、財産上の被害を受けるわけでございます。そういう被害に遭い

ますと、こうした直接的な被害だけでなくて、被害後に生ずる様々な問題、二次被害と言っておりますけれども、こ

ういうものに苦しめられることがあります。二次被害というものはどういうものかと言いますと、事件に遭ったこと

による精神的ショックとか身体の不調、医療費の負担とか、失職・転職などによる経済的困窮、それとか捜査とか裁

判の過程における精神的・時間的負担、それから周囲の人々の無責任なうわさ話、マスコミの過激な取材、報道によ

るストレス、不快感、こういうものがあるわけでございます。こういうものを総称して犯罪被害者と言っているわけ

でございます。それで犯罪被害者支援センターでございますけれども、平成１１年６月に長野県警察本部の呼びかけ

を受けまして、ボランティア活動ということで開始しておるわけでございますけれども、主な活動でございますけれ

ども、まず犯罪被害者に対しまして、電話相談と面接相談、それから直接的な支援といたしまして、病院での診察、

治療とか、司法機関へ行く際の付き添い、裁判所の傍聴に行く際の付き添い、それから市町村役場の諸手続きでのお

手伝いというようなことをしているわけでございます。活動実績につきましては、平成２０年度は電話相談が１７０

件、面接相談が３９件、直接的な支援が２９件。直接的な支援というのは、先ほどの裁判所とか弁護士とかの付き添

いということでございます。それから相談所につきましては長野、中信地区は県の南安曇庁舎の３階にございます。

それとあと飯田に相談所を設けてございます。それから１９市の支援状況でございますけれども、今年度平成２１年

度現在１４の市が支援をしている状況です。ほとんどの市が平成２１年度から支援をしておりまして、未支援は今５

つの市ということになっております。以上でございますのでよろしくお願いいたします。 

○総務課長 それでは市民交流センター費ですが、説明資料の４５ページ、それから予算書の１１２、１１３をお願

いいたします。総務費中１６目の市民交流センター費につきましてですが、１つ目の丸、職員給与費ですが、こちら

につきましては交流センターの総務課及び市民活動支援課職員の給与費６，９００万円となっております。 

続きまして２番目の丸、市民交流センター開設計画推進事業費ですが、昨年度からありますセンター開設に向けて

の初期費用ということで予算計上させていただいております。今年は７月末オープンを予定しておりますので、数カ

月分ということになりますが、その主なものといたしましては、黒ぽつの６つ目、消耗品費で６００万円を計上して

ございますが、最後に入れる什器類まで等々、それから清掃用具、資源物の分別箱等々、事務費等 、々商工課等の部

分も含めまして、市全体の消耗品費を計上してございます。それからさらにそこから４つ下がりまして、開館イベン

ト委託料ということで１８０万円ですが、式典の諸費用、それから、式典から始まりまして約１カ月間を、土日中心

になりますが、各種イベントを開催して交流センターの周知、施設を見ていただいて、のちの利用につなげたいとい
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うことを考えておりまして、そのイベントのための諸費用を盛らせていただいております。 

続きまして、次の丸ですが、市民交流センター管理諸経費ということで、センターを開設して以降のセンターの施

設管理費ということになります。９，７１４万９，０００円。主なもので申しますと、黒ぽつの３つ目、印刷製本費

につきましては、センターの利用案内、それから複写式の利用申請書等の印刷費でございます。それから下から２番

目の施設管理委託料４，３１０万円ですが、これにつきましては市の部分の管理委託ということで、清掃管理、空気

清浄機、貯水槽等の衛生管理、機械設備等々の運転保守業務、建物全体の点検業務、それからセキュリティ関係の保

安業務等々、盛らせていただいてございます。最後の駐車場整備業務委託料ですが、西側と北側に平面駐車場を予定

しておりますが、無断駐車等があってはいけませんし、券を発券する形でシルバーのほうに委託する形で管理をして

いきたいと考えておりますので、そのための委託料でございます。めくっていただきまして、１番上に駐車場使用料

というものが出てまいります。６６６万８，０００円。これにつきましては、市営大門駐車場を利用者が使っていた

だくことになりますが、その負担分を商工課と協議いたしまして、商工課よりいただいた金額を計上してございます。

それからその費用の最後のところに、施設管理分担金ということで４，２５３万円計上してございますが、こちらに

つきましては、建物、えんぱーく全体の管理組合が立ち上がる予定でおります。共用部分等の管理、その他をこちら

でしていくことになりますが、こちらへの分担金ということになります。ですので、先ほど言いました市の部分の警

備やら清掃やら衛生管理等々は市のほうで委託をしまして支払いますが、共用部分については管理組合のほうが発注

している、私どもはそこへ分担金という形をとりますので、その費用を載せさせていただいてあります。それから市

の部分で使う電気料、上下水道料も、逐一全部にメーター等々ついているわけではないので、一括して向こうで分け

て請求を組合のほうから市のほうへ来るということで、支払先がやはり組合になりますので、市のほうで分担金とい

う形で占用部分それから共用部分、上下水道料の占用部分と共用部分、それぞれこちらのほうへ計上という形をとら

せていただいております。 

 続きまして最後の丸になりますが、市民交流センター交流企画事業費ということで、こちらは管理費に対するソフ

ト事業のものになりますが、２億１，４７９万９，０００円。最初にあります運営協議会委員報酬というのは、この

市民交流センターの運営をどのようにということで、諮っていく体制をとろうとしておりますので、その委員の報酬

でございます。１つ飛びまして、ひとり親家庭等の在宅就業支援事業運営会議委員報酬というものが出てまいります。

そのあとにもまた出てまいる、ひとり親家庭のとありますが、この関係につきまして、別紙で今休憩中に資料を配ら

せていただきました。それで、説明につきましては本会議のほうで、何度も質問を受ける形で答弁しておりますが、

その内容、一応文字にしたほうがわかりやすいかなということで出させていただいております。内容につきましては

本会議での答弁内容と変わりませんが、そこにありますとおり、事業につきましては平成２２、２３年の２カ年事業

で、厚生労働省の所管事業として１０分の１０、１００％の補助事業ということで行われます。２年間で３億１，９

００万円余ということになっております。事業目的はこちらにあるとおりです。対象者としましては、共同項になり

ますが、題名のとおりひとり親ということが第一義的な対象者ということになります。これは必須ということになっ

ておりますので、募集の際もまずここへ、この皆さんを募集するということになろうかと思います。一応対象者を２

年間で１２０人という枠で考えておりますので、埋まらない場合は順次障害者、高齢者の皆さんのほうへ対象を広げ

ていくという形で募集をしていくような状況になっております。事業内容につきましては、うら面は厚生労働省から

来ました全体の流れですが、細かな説明ですので、実際に言いますと、この事業そのものがＩＴ事業を中心にした在
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宅就業を、ひとり親等の就業の機会に恵まれない皆さんに機会が与えられるように市町村で手当てをしていきなさい

ということが主旨になっておりますので、その就業先をどこかが開拓しなければならないという、業務の開拓という

のもまず一つ柱でございます。その業務に就くための参加者の能力開発、これは研修等を通じての開発をしていくこ

とが２つ目。そして全体のマネジメントということ。それからさらに付帯事業等がついておりますが、これを全体を

もって一括して行いなさいというのが、本事業の組み立てになっております。本会議のほうとダブりますが、説明さ

せていただきました。 

 ということで予算書のほうに戻りますが、最初のほうの運営会議委員報酬２８万２，０００円につきましては、一

応委託を全体的には考えておりますが、市のほうでそれを適正な事業として進んでいるかという意味での運営会議と

いうものを、市のほうで設置して管理していきたいというふうに考えておりまして、その委員報酬でございます。そ

れから２番目の手当支給等審査員報酬というものが２２万２，０００円を盛り込んでございますが、これにつきまし

ては、先ほどの参加者に対しまして、訓練中収入がなくなりますので、それに対する手当が支給されます。それが適

正に支払われているかという審査を行うことになっておりますので、その審査員さんへの報酬ということになってお

ります。この２項目も全て補助金対応となっております。以降、賃金、謝礼、旅費、消耗品、印刷製本費、電話料等々、

直接通常経費でございます。一応いろいろな計算をしながら計上させていただいておりますが、次年度以降、精査し

ていきたいと思っております。 

内容説明が必要なものだけに限らせていただきますが、下から黒ぽつの８番目。８番目にＩＴ講座運営事業等委託

料７４０万円というものがございます。これにつきましては、ＩＴ部分があるのですが、こちらでの研修費というこ

とで、中身的には情報プラザで今やっております入門編に近い部分をこちらでもってきて、情報プラザのほうは、よ

り玄人向けのものにしていくということで、色分けをしていこうということになっておりますのでその費用。それか

ら交流センター全体で各所に利用者さんが使えるパソコンがございます。こちらへの利用に関するサポートの費用。

こちらを一応委託料ということで盛らせていただいてございます。 

 次の地域情報ネットワーク構築事業委託料。市民提案も以前いただいてございますが、その中のこれは一つでござ

いまして、ホームページやブログ、二次元コード等を使った情報発信がいろいろな形になっておりますが、それを統

合した形での新しい仕組みを作っていく必要がありはしないかという提案を受けまして、交流センターは情報発信の

場だということをうたい文句にしておりますので、その一環として少ないですが計上してあります。 

次の映像作成委託料、これも市民提案の中であったものなのですが、えんぱーくの記録をＤＶＤにあげていったら

ということでの提案でございまして、これについては試作仕様ということでの販売も考えていったらいいかなという

ふうに考えております。１つ飛びまして、ひとり親家庭等の在宅就業支援事業委託料につきましては、今説明したと

おりでございます。 

次の青少年健全育成事業委託料というのが４５万円計上してございますが、これは、名称はこういう名称なのです

が、中身はえんぱーく物語という事業を例年、交流センターのＰＲということでやっておりますが、その事業と考え

ております。ただ、いろいろな財源を確保したいという中で、今年度は自治総合センターのコミュニティ助成事業を

申請をしてみました。それで青少年健全育成助成事業という部門でやりまして、交流センターはなかなか青少年部門

が弱いではないかという市民の声があるものですから、今回はこういう部門でえんぱーく物語をやってみようかとい

う試みを一応考えておりまして、予算上はその委託料を計上したという中身になっております。以上でございます。
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よろしくお願いします。 

○市民活動支援課長 続きまして、予算書１１５ページの下側になりますけれども、市民交流センター費協働のまち

づくり推進事業について御説明をさせていただきたいと思います。予算説明資料でいきますと４６ページになります

ので、ごらんいただきたいと思います。主なものについて御説明申し上げます。ページ１枚めくっていただきまして、

予算書１１７ページ黒ぽつ上から１３番目、市民活動支援業務委託料１５０万円ですけれども、こちらにつきまして

は市内の市民交流活動団体に、行政と市民、あるいは市民と市民の協働を推進するためのコーディネートをお願いす

るという委託料の中身になっております。そのほかにも市民活動団体の相談業務、あるいは市内で活動している団体

の情報を一元化していくという形の委託をお願いしていく予定になっております。 

下にまいりまして、下から２つ目、協働のまちづくり提案公募事業補助金につきましては、これは例年のとおりで

すけれども、市民あるいは企業の皆さんから協働のまちづくり基金に寄附をいただいた基金を活用させていただきま

して、市民の幸せにつながる公益性のある事業に対して、上限２０万円をもって助成する事業であります。今年度、

また２００万円を基金から拠出し、一般会計のほうへ繰り入れまして予算化をしているところでございます。 

最後、一番下ですけれども、（仮称）市民で活かそうえんぱーく実行委員会負担金１００万円ですけれども、こちら

につきましては、市民交流センターえんぱーくが目指す市民の意欲と活動を応援するための協働事業として、市民団

体あるいは市民、あるいは企業の皆さんから実行委員会を募りまして、まず市民交流センターを活用していただいて、

多くの市民に知っていただく機会を提供するとともに、市民の交流を促進して、愛着のある新しい公共施設を目指す

ということで、実行委員会を立ち上げまして、そちらの実行委員会に負担金として１００万円を出すものでございま

す。以上です。 

○委員長 説明を受けましたので、委員の皆さんから質問、御意見等お願いいたします。 

○金子勝寿委員 １１７ページの、先ほど御説明いただいた市民交流センター企画事業の中で、下から２つ目ですか、

協働のまちづくり提案公募事業補助金。これ具体的に基金を取り崩してまでということになると、それなりに目的が

非常に強い、ここ導入しなければいけなかった政策という、その辺の根拠、背景、またどういった事業に対して主に

支出をして、効果をどういうふうに狙っていくのか。さらにそれを誰が評価するのか。一般的な質問で恐縮ですが、

その辺もう一度詳しく説明願いたいと思います。 

○市民活動支援課長 協働のまちづくり基金につきましては、平成１９年度条例施行しておりまして、塩尻市が協働

のまちづくりを推進していくために、市民の皆さんあるいは企業の皆さんから、協働のまちづくりに活用してほしい

ということで寄附金を募っての基金を創設してあります。その目的が、市民の公益的な活動に対して助成をしていく

という目的で寄附された基金でございますので、それを活用するために協働のまちづくり提案公募事業というものを

行っております。それについて目的としましては、先ほど申し上げたとおりですけれども、市民の幸せにつながる公

益性のある事業ということで、上限２０万円です。これは塩尻市始まって以来ですけれども、協働のまちづくり推進

委員の皆さんに選考委員になっていただきまして、公開選考会を開催して、プレゼンテーションをしていただきまし

て、そこで採択されたものを市長のほうにあげていただくと。それをもってうちのほうで検討させていただいて、助

成金の金額を決定していくという形になっております。 

なお、活動内容につきましては多岐にわたっておりまして、平成１７年度からホームページ等で全て公開をしてお

りますけれども、例えば広報等でもこういう形で市民の皆さんに目的、事業の内容等も広報して周知をしているとこ
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ろですけれども、福祉、子育て、あるいはＩＴ、地域おこし、それぞれのテーマの活動団体が提案をいただきまして、

自分たちで企画、運営、実施している事業という形になっております。３月ですけれども、毎年公開での報告会も実

施しておりまして、広報等でも御案内を出しているところですけれども、今年は３月２３日の夕方行いますので、も

しお時間よろしければ議員の皆さんもぜひ御出席いただいて、市民活動について御理解をいただければというふうに

思っておりますので、お願いいたします。以上です。 

○金子勝寿委員 多分県でも同じ、同じという解釈は良くないかもしれないが、いろいろ補助金がある中で、あえて

市でやらなければいけない、寄附ということだったのですが、その辺の差別化とかはどういうふうに考えていますか。 

○市民活動支援課長 県のほうは、ちょうど今、県の元気づくり支援金というのを、地域発県の元気づくり支援金と

いうのを、団体、行政から提案をしたのを、県のほうでは予算化をしまして、それを今ちょうどヒアリングが入って

いる段階だと思います。うちのほうとしましては、県のほうは上限がすごく大きい、高いものですから、うちは先ほ

ど申し上げましたとおり、上限２０万円という金額的には些少なので、まずはじめの一歩を出していただくというこ

とで、実績としましては、例えば平成２０年度、平成１９年度にうちのほうで提案を出していただいた団体が、翌年

度に県の元気づくり支援金のほうで２００万円の助成金をいただいたという経過もありますし、その他の団体でもう

ちのほうをステップにして次に県の元気づくり支援金のほうにトライしていくというような形もありますので、そう

いう部分では関連の助成金ではありますが、市あるいは県、あるいは民間財団さんもいろいろな形で助成事業してお

りますので、そういうところで市内の公益を担う団体を育成していくというサポートをしているところです。以上で

す。 

○永田公由委員 このひとり親家庭の在宅就業支援事業というのですけれど、これは言ってみれば、１２０人の、い

わゆる今までで言えば内職を世話するというような感じだと思うのですよね。振興公社が実施団体ということは、振

興公社が中心になって、いわゆる仕事先を見つけてやると、こういう理解でいいわけですか。 

○総務課長 そのとおりです。 

○永田公由委員 今、民間は景気が悪くて、非常に仕事がなくて、正規の人でさえリストラされるような状況の中で

ということになると、おのずと仕事自体、官公庁、聞こえはいいけれど、市役所の仕事を切り売りするような形態に

なるような気がするのですけれども、当然この文章を読むと、それも含めてやりなさいということが厚労省の方針み

たいですけれども、そうすると現在市役所で臨時なり嘱託なりで働いている方の仕事を奪うような懸念というのはな

いわけですか。 

○総務課長 厚労省のほうの説明で、確かに心配する部分なのです、私どもも。現在の業務を食うことはしてはいけ

ない、ということは一応書いておりますので、あくまで業務を開発するのだということにはなっております。 

○永田公由委員 難しいね。なかなか今、こういう時期で、塩尻市で１２０人からの仕事を見つけてやるということ

は並大抵なことではない。国でやれと言えば、それは補助率も１０分の１０でやらざるを得ないと思うけれども、こ

れを振興公社に任せるという理由はどういうことですか。市で、担当課でやらなくて、振興公社のほうへ任せてしま

うということは。 

○総務課長 今回の業務がなぜ振興公社かという部分を含めてですが、ひとり親あるいは障害者等 の々個人情報の取

り扱いが非常に大きいものですから、公的機関をまず前提に考えていきたいということがまず私どものモットーなの

ですが、厚労省のほうからの委託先の団体想定としましても、ＮＰＯ法人や第三セクター法人等への委託ということ
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をまず第一の例に挙げていまして、自治体が可能と判断すれば民間も可能という言い方で、前提はやはり塩尻市で言

えば塩尻市振興公社のような団体までが可能な範囲であろうということになっております。事実そうだろうというふ

うに思っております。それで塩尻市の振興公社につきましては、当然地域の活性化、塩尻市民のためということを明

確にうたっている団体ですので、その事業の時に行っていただくのは当たり前なのですが、塩尻市の特徴としてＩＴ

関連に非常に強いというのが塩尻市の振興公社の実情でして、現在情報プラザを拠点の一つにして、市内の商工関連

の企業とかＩＴ関連企業とのパイプをつくっておりますし、大学、高専等と事業を進めております。そういう強力な

ネットワークを持っているという特性がまさにあったものですから、塩尻市振興公社がこういうものだけれど、塩尻

市としてこの事業の立ち上げということはいかがなものでしょうかという協議を国としたところ、こういう組み立て

ならばいいではないか。というところで採択されたということになっております。少し言い方を変えれば、塩尻市の

振興公社がなければ、多分塩尻市は手を挙げられなかったかなというところまで考えております。 

○永田公由委員 これは一応２年の期間しか国からの補助がなくて、そのあとは市で当然面倒を見ていくかなという

気はするのですけれども、その辺はまだこれから始まる事業だから、具体的に３年目からということについての取り

組みは考えておられますか。 

○総務課長 うちも、先ほども一番委員さんが心配していただいている、どんな業務がこれから発生してくるかとい

うこともまだ具体的ではございませんので、３年目の問題というのはまさに一番心配するところなのですが、決定し

ているという意味では、２年間で補助金が打ち切られます。それを市が肩代わりして事業継続をするということは基

本的にはしないという考え方でおりますので、手当とかそういうものを盛り込んで、市が事業をそのまま２年も３年

も４年も続けていくということはないというふうに考えています。逆に言えば、２年で業務開拓をやれる範囲でやり、

それからその間に研修のスキルはできあがりますので、手当は出さないにしてもその研修スキルを使っての何らかの

スキルアップ等を組むような講座の設定とか、そういうことは３年以降の事業としては存続できるかなということは

考えておりますが、すぐまだこれ以降は具体的な話になっておりませんので。 

○永田公由委員 そうすると、言ってみれば、２年間は面倒見るけれども、３年目以降の仕事を取るとかそういうこ

とについては個人の責任でやってほしいと、こういうことですか。 

○総務課長 仕事のマネジメント部分は公社のほうで引き続きやっていけたらいいというふうに考えておりますが。 

○中村努委員 関連しますが、今回の１億８，０００万円の予算は、別紙の、裏の（１）（２）（３）とありますが、

この（２）の事業ということでよろしいですか。 

○総務課長 全てです。１番、２番、３番、それから付帯事業というところまで一応考えておりますので、右下の丸

ですね、付帯事業。そこまで含めた一切合財を含めての事業費というふうに見ていただきたいと思います。 

○中村努委員 ２番はわかりやすいのですが、１番と３番の業務というのは振興公社がやるわけですけれども、実際

に振興公社の職員がやるのか、振興公社がどこかへそういった仕事を出すのかと、その辺は。 

○総務課長 今の振興公社の職員ではこの事業はできませんので、一つには職員を専属で雇うということになります

ので、もう少し具体的に言いますと業務の開拓、これは産業関係のことに通じている方でないと、ただいればいいと

いう方ではありませんので、やはりそれなりの知識を持った方、あるいは全体のマネジメントをする方というのもや

はり、マネジメント能力のある方でなければ。ただの書類整理でやっているわけにはいきませんので、そういう方を

雇っていくということで、全体にわたる人件費がございますし、あと金額で言えば機器購入とかそういう部分もまか



 19 

なっていけるものですから、そんなところにも費用を使うということです。 

○中村努委員 そうすると、そういった方の人選と言いますか、交渉というのは始まっているのか。それと２年間と

いう限定したところでそういう人がいるわけですか。 

○総務課長 この話が出て、まだ間もないのですけど、具体的にこの人をという話では私まだ聞いておりません。た

だ、打ち合わせを何度かやってきておりますので、そういう中で腹づもりをしている方はいるのかもしれませんが、

申し訳ありませんが、まだだというふうに思っております。 

 それから済みません。先ほど御質問の中に、ほかへ出すこともあるのかという御質問があって、私、もらしました

が、再委託は認められておりますので。要するにこの事業そのものが非常に多岐にわたる事業で、元々 市がこの事業

をできないということ自体、市の状況を御理解いただければあれだと思いますけど、福祉部門あり、ＩＴ部門あり、

商工部門あり、子育ての部分があり、どこがやってもいいではないかというような問題ではなくて、またがっており

ますので、逆にどこが受けても、どこかに弱点がある。塩尻市の問題ではなくて、どこの都道府県、市町村が受ける

にも。ですから、この部分については再委託可ということになっております。 

○青柳充茂委員 この事業費は、２年で３億１，９００万円余というふうになっているのではないの。１年目は、例

えば委託料だけでも１億８，０００万円、２年目と金額がずいぶん違うみたいなのだけれど、この中身というか、そ

の減った分というのはどこかで一般財源で、補助金ではなくてまかなわなければいけないようなものが出てくるのか

とか、少しその辺を説明していただけますか。 

○総務課長 済みません。とりあえずの話で申し訳ありませんけど、１年目にパソコン関係の機器の整備をします。

要するに、参加してくださる方の研修を行います。そのための環境整備を行いますので、機器の購入あるいはサーバ

の使用料、そういうところの費用が１年目に大きくかかるということで、残りの人件費とか、参加者への手当とか、

それは平準化されておりますので、同じです。差額を市から出すとか、そういうことは一切ありません。 

○青柳充茂委員 ２年目もないということですか。 

○総務課長 はい。 

○塩原政治委員 これ、実際には６０人ということだよね、２年だから。それで第１次対象者、２次対象者、３次対

象者と、これは基本的には６０人は第１次の候補から選んで、そして空きがあった場合に次の第２にいくわけですか。

それともこの中から６０人を選択するわけですか。 

○総務課長 １次、２次、３次の順で募集をします。先ほど申しましたとおり、ひとり親家庭の支援が一番のメイン

になりますので、この部分については必須項目に実はなっておりますので、ひとり親家庭の方が逆に出ないと、次が

発生しにくいという組み立てになっております。 

○塩原政治委員 そういう１次だけでもかなりの数になりますよね。その中から６０人の選抜はくじか何かでやるわ

けですか。 

○総務課長 その表にありますとおり、手当支給者が４７０というような数になっておりますけど、想像の域ですけ

れど、６０という数は相当、多分これに対する６０という数は相当な数で、多分１次の皆さんだけで６０を超えると

いうことはないのではないかなというのが私の見通しです。もし、それで満たしてしまえば、それはそれで全然問題

ないわけですが、一つは受けて本当に大丈夫かという、厳しい言い方ですが、そういう資格審査も行うことになって

おりますので、そんなことも兼ねながら、単純にくじ引きでとかそういう形ではなくて、やっていくことになろうか
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と思っております。 

○金子勝寿委員 ２点お願いします。まず対象者は仕事を持っていないひとり親の方だと思うのですけれど、１次で

すね、１次対象者。ハローワークの給付金とか、いわゆる雇用保険との関係はまずどうなっているのか。制度上、い

わゆる雇用保険機構とかと、この事業との、いわゆる例えば雇用保険機構が認めるような対象事業として失業保険を

給付成立している、早めにもらえるような対象の事業として認定されるような部分の事業なのかどうか。もう一点、

例えばひとり親の方が子供さんを連れてきた場合に、預かっていただく、研修を受けている間のケアはどういうふう

なことを考えているのか。２点お願いします。 

○総務課長 ひとり親家庭なのですが、仕事はしていただいていて構わないという前提です。もちろんいろいろな仕

事がありますので、パートさんから。ただひとり親家庭さんの、県の資料にもありましたとおり、非常に正規職員の

就業率は悪いですので、パートさん中心になろうかと思いますし、場合によっては昼間でない仕事とか、いろいろな

方がありますが、研修は在宅で行えるような環境を整えますので、できる時間に規定の時間数、プログラムをこなし

ていただくと。この辺が在宅の良さでもありますし、ゆくゆく在宅就業が可能になった場合に、自分の空いている時

間でその仕事にすりかわっていけばよろしいことですので、そのような組み立てであると。ただし、今例えば毎日実

は仕事をしているのだけれど、うち２日を研修に充てたいのだと、この仕事にですね。そうするとやはり収入が減る

わけです。そのカバーとして手当を支給していくと、こういう仕掛けになっております。 

済みません。託児は、今回の付帯事業の中で、やっていいメニューの中にありますので、当然そういう皆さんがい

ることを想定しておりますので、託児環境は何らかで形を整えていきたいというふうに思っております。 

○金子勝寿委員 最初の質問をもう一度繰り返しになるが、雇用保険機構なりハローワークなりの部分とも、設定し

ている事業とこの事業が関連があるのかどうなのか。失業者向けに、例えばいろいろな今、職業訓練事業というのが

沢山あるのですが、その事業は認定されると雇用保険機構からお金が来て、いわゆる雇用保険の部分から再就職への

支援で、その代わりそういう訓練費を雇用保険機構がみるという仕組みがあるのですが、この事業はそれに対象にな

るのかならないのかといった視点でどういう助成なのか。 

○総務課長 その事業の対象になっていないと思います。 

○太田茂実委員 一番最初の人権推進費ですけれど、これは犯罪被害者支援センターについては、いつどこで起きる

かわかりませんけれども、そういう事件が起きるかわかりませんが、本市の場合、もし起こった場合には市の対応は

どういう調整になるのでしょうか。 

○人権推進室長 本市で起きた場合に、こういう支援ではなくて、例えば家を放火されてしまって住む家がないとい

うような場合には、市営住宅を優先的に入居していただくとか、旦那さんを殺されてしまって母子になってしまった

とかいうような場合には児童扶養手当、そういうような支援は塩尻市で今の現状のいろいろな助成の中でできると思

います。やはりこういう相談業務につきましては、専門的なことになってきますので、１９市の中でもそういう話し

合いがあったのですけれども、やはり専門的なところにこういうことはお任せしたほうがいいのではないかというよ

うなことになってきますので、塩尻市といたしましても、犯罪被害者支援センターの設置目的それから事業内容を精

査するなかで、支援をしていきたいと思っております。 

○太田茂実委員 そういう事件があってはいけないけれども、あった場合にはやはりセンターとかいろいろあるけれ

ども、市として即対応をしてやらないと、いろいろな精神面だとか、もちろん能力面でもそうですけれども、そうい
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った場合には、センターで対応していることはわかるけれども、それまでの過程がどうなるのかということを知りた

い。 

○人権推進室長 全然市もやらないというわけではなくて、相談があれば、こういう相談窓口がありますというよう

なことで、適切にそういう窓口のほうへ御案内をしております。 

○太田茂実委員 だからそういう窓口をつけなければ。そういう窓口を設けて。 

○人権推進室長 法テラスというものがあるのですけれども、そういうところとか、あと法務局、それから市のほう

に弁護士さんがおりますので、法律相談、そういう方々とか、職員だけでできるようなものは担当課のほうにお願い

したい。ＤＶの関係につきましては福祉課のほうに相談員がおりますので、そういうところへも御案内したいと思っ

ております。 

○委員長 よろしいですか。 

○太田茂実委員 そういうところでやると。 

○副市長 今の御質問ですけれども、そういう事件とかそういうものがあれば、警察のほうと相談しながら、ケアは

例えば福祉関係とかそれぞれの分野で対応できると思います。ただ専門的なそういう精神的なケアとか、どういう場

合が専門的な事項かどうかということになりますと、やはりこういう支援センターを通してやったほうがいいのでは

ないかということで、市がやらないということではなくて、一時的には多分市が窓口になると思いますので、福祉関

係になると思いますけれども、その中で相談の中で、こういう支援センターの専門的な指導を仰ぎたいということで

関連していきたいと、そういうことだと思います。 

○太田茂実委員 センターを設置して、できればいいのだけれども、具体的になった場合には即本市の窓口はどこか

です。それがわかれば別に問題ないと思う。それは福祉だとかいろいろ問題があるけれども、それは自分で選択する

のではなくて、相談窓口があった場合には、それはそこへ行きなさいというようなことを指導してやらなければいけ

ない。そういう場合にはどうするかということを聞いている、具体的に。 

○人権推進室長 一応警察のほうから大抵はこういう相談があったからということで、こちらのほうへ問い合わせが

あるのですけれども、一応人権推進室のほうへ大抵はきます。そこで先ほど申し上げましたけれど、福祉課のほうが

良ければそちらのほうへ行っていただいたり、手に負えないというと、弁護士とかを御紹介したりというようなこと

をやっております。 

○太田茂実委員 わかりました。 

○中村努委員 市民交流センターの関係ですが、市街地のほうで聞けばいいかもしれませんが、市以外の権利者の権

利床でまだ埋まってないところがあったと思いますが、その辺の進捗状況はどうでしょう。 

○市民交流センター長 詳しい内容まで聞いていないのですが、当初の権利変換計画でやった部分につきましては、

特別委員会の中でもお話した部分もございますので、それにつきましては今のところ順調に進んでおります。ただ、

１階のショップの関係につきましては、まだ継続で検討を進めている段階ということで聞いております。 

○中村努委員 もうオープン間近で、いろいろなオープニングのイベントのいろいろなものが、印刷物ができている

と思うのですけれど、オープンまでにそこは間に合うのですか。 

○市民交流センター長 直接私のほうでないものですから、正確な御答弁になるかどうかあれなのですが、再開発組

合を含めて入居予定者の会議というのがございまして、その中ではそういう話で進んでいるという段階まではお聞き
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しているのですが、当然オープン７月末ということで今予定しておりますので、そこら辺は十分承知をいただいて進

めていただいていると、こんな理解をしております。 

○中村努委員 オープン時にどういう風景になるかということは大事なことだと思いますので、組合に任せっぱなし

ではなくて、しっかり市が情報提供をしっかりできるようにお願いしたいと思います。 

○永田公由委員 交流センターの関係ですけれど、これを見ると、職員も結構な数に図書館とあわせると、臨時まで

入れると結構な数になりますけれども、いろいろなえんぱーくらぶだとか、いろんなサポートの皆さんが張り切って

やってらっしゃいます。当然できると、ボランティア活動というような形で中へ入っていろいろやりたいという人も

いると思うのですよ。そのすみわけをうまくしていかないと、一般の人から見るとボランティア活動している人も市

の職員も、皆一緒に見えるから、そういったすみわけとかそういった部分についてどんなふうになっているか。 

○総務課長 一つはえんぱーくらぶですが、具体的には。この皆さんは、建物のないうちから、２年も前からいろい

ろと今現在もやっていただいていますが、その問題をどうするかということを御自身たちの問題としてもありまして、

自分たちのマークと言いますか、えんぱーくらぶの会員なのだということで、名札とか腕章とか、自分たちが何がい

いかなというふうなことで考えていただいて、おおよそ固まったということなのですが、そんなことでやっているの

が一つと。それから、どこでもかしこでもという形には多分なりませんので、その中の例えば図書館の中の本の返却

と、館の全体の案内と、とかという、テーマがやはりはっきり、だんだんとしてきて、活動の場というのが目に見え

ている形になってくるのかなというような状況でございます。 

○永田公由委員 有償。例えばよそへ視察なんかに行くと、交通費相当、１日１，０００円とか１，５００円という

ような支給されている施設もあるのですよね。これについて交流センターはその点はどういう形に。 

○市民活動支援課長 現在えんぱーくらぶは個人が８１人、団体１６団体登録されて活動しています。ここで館内、

先ほど話がありましたような館内ガイドも志すという方々もおられますので、その学習会も始まります。もう１点、

接遇研修も自分たちで来たお客様がやはり職員とボランティアで、ボランティアの対応が悪いだけでも今度はリピー

トに入ってもらえないのではないかという危機感がありまして、自分たちで接遇研修も行う。４月５日ですけれども、

やっていくということで活動をしています。その中で実際建物ができてから、ボランティア活動が、いつもボランテ

ィアに関しては有償ボランティアなのか無償なのかというのは議論になるところなのですけれども、その中身に応じ

て今後検討をしていくという形になっていくかと思います。これは市民と行政の協働で市民交流センターが協働によ

る運営を目指していますので、その協働のあり方自体が今後開館した後は問われていくと思いますので、そこをお互

いに良いパートナーとして、話し合いをする中で決定していくという形になるかと思います。以上です。 

○永田公由委員 そうすると、この予算の中にはいわゆるその費用というのはまだ含まれていないということですか。 

○市民活動支援課長 今現在は、えんぱーくらぶは無償での活動をしておりまして、今えんぱーくらぶとしての規約

を検討しています。それですので、今現在いろいろな活動をしていただいていますけれども、それについては無償で

活動していただいているという状況です。 

○永田公由委員 何人になるかわからないのだけど、その人たちのいわゆる休憩したりとか、飲食をしたりとか、休

むスペースというのはあるわけですか。とってあるわけですか。 

○総務課長 ２階の一角にフリーコミュニティスペースということで、えんぱーくらぶの皆さんのたまり場という位

置づけではなくて、ほかの皆さんがもちろん来ても構わないのですが、基本そちらのほうに貸しロッカーとか、そう
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いうようなものも、団体でも個人でも使えるようなものも備えて、くつろげるようにしてございます。会議等もでき

るように。 

○太田茂実委員 イベントは、開館イベントですね。どんな内容でしょうか。教えてください。 

○総務課長 何度も聞かれてしまうのですが、実は開館日がいつかというところがまだ確定させられない状態が続い

ておりまして、何日に講演をお願いしたい、何をお願いしたいという、日程がまだ実は組めずにおります。けれど、

ここの約４週間にわたって土日中心に図書館であったり、市民活動であったり、お話し会であったり、何であったり

というようないろいろな切り口で、人を呼んでいただいたり、あるいは市民の皆さんの活動の場を提供したいという

ことで、いくつかのイベントをそこへ入れることをしていきたいと。それから８月いっぱいを今の日程で考えていま

すけど、お試しえんぱーくということで市民の皆さんには無料開放という形で使用していただくようなことを考えて

おりますので、その中でまた市民の皆さんの活動もあるかもしれませんし、私どももその中でツアーを組んで中を案

内して回るというようなことは積極的に行って、施設の周知期間というような位置づけで取り組んでいきたいという

ふうに考えております。 

○委員長 よろしいですか。ほかにいかがでしょうか。ありませんか。それでは２款に関しては説明を受けて先へ進

むということでよろしいでしょうか。それではちょうどお昼になりましたので、午後１時５分から再開したいと思い

ます。 

午後０時００分 休憩 

────────── 

午後１時０７分 再開 

○委員長 それでは休憩を解いて再開いたします。続いて３款民生費に関して審査を行いたいと思います。順次説明

を。済みません、すぐ忘れてしまうので。申し訳ありません。教育総務課のほうから資料が出ましたので、説明をお

願いします。 

○教育総務課長 さきほど提出要請のありました歴代教育委員名簿という部分がございまして、最終確認をさせてい

ただく作業があるので訂正があるかと思いますが、一番冒頭、頭にございます小松廉太郎さんになっております。漢

数字の三だという面、御指摘を受けているものですから、また後から太という字を漢数字の三、廉三郎さんというよ

うな今御指摘を受けておりますので、古い、私、顔も知らないものですから大変申し訳ないですから、再度確認をさ

せて修正をさせていただきますが、一応歴代の名簿についてはこのようなことでございますのでよろしくお願いしま

す。 

○委員長 よろしいですね。それでは、失礼しました、３款民生費について審査を始めます。 

○福祉課長 それでは１４１ページの３款民生費からお願いしたいと思います。またあわせまして、さきほど平成２

２年度の社会福祉協議会関係の予算一覧ということで、平成２０年度の決算の時に体育館の関係のものを取りまとめ

たものですから、今回は予算ということでこのようにつくらさせていただきましたので、あわせてお願いしたいと思

います。 

それでは１４１ページの３款民生費１項社会福祉費１目社会福祉総務費からお願いしたいと思います。説明資料で

は２３ページ以降となりますので、あわせてお願いしたいと思います。それでは一番上の委員報酬からお願いしたい

と思います。委員報酬の中の福祉委員報酬ですけれども、これは民生児童委員さんを社会福祉委員としまして委嘱を
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させていただいています。地域福祉の向上のために活動していただいているということでお願いしているのですけれ

ども、民生委員さん１５９人分の報酬ということになります。 

白丸を２つ飛ばしていただきまして、社会福祉事業推進費の主なものですけれども、この６つ目、黒ぽつの６つ目

に民生委員協議会の活動補助金４７８万２，０００円があります。これは、部会だとか地区の活動、あわせて県の民

生児童委員協議会の負担金にかかわる相当額を補助として出しているものです。 

このところから少し下がりまして、民生委員活動費等交付金というのがあります。１，０２５万円。下から２つ目

のぽつですけれども、これは県からの交付金でして、市を通しまして、このまま民生委員さんの活動費ということで

交付されるものです。 

次に１４２、１４３ページをお願いしたいと思います。地域福祉推進事業の中にあります、ちょうど真ん中から少

し下ですけれども、地域ささえあい事業委託料１，６２２万６，０００円ですけれども、これは社会福祉協議会に委

託してありますご近所支えあいマップづくりだとか、地域の自主グループの活動育成事業、それと財産保全、金銭管

理のサービスを行います暮らしの安心サービスというのがあります。そのサービス事業等の委託料でございます。ご

近所支えあいマップづくり事業につきましては、２０区で今取り組んでいるところです。また、暮らしの安心サービ

スの利用登録者は３９人ということであります。金銭の管理等をしているということです。 

その２つ下なのですけれども、社会福祉協議会本来事業推進補助金２，０６７万７，０００円ですけれども、これ

は社会福祉協議会の活動の充実だとか、広報だとか。啓発事業にかかわります総務関係の職員の一部を補助するもの

でございます。 

その下の白丸のところに、第１３回塩尻市戦没者追悼式とあります。これは３年に１回の塩尻市戦没者追悼式を１

１月７日に挙行するのですけれども、それに関しての費用でございます。 

次のふれあいセンター施設維持費ですけれども、これはふれあいセンター洗馬の委託料３，７３８万円余がありま

す。平成２０年度には利用者が５万１，４２４人、１日あたり１７７人でした。平成２１年度になりまして、２月ま

での集計ですけれども、６万３，２７９人ということで、１日平均で２３２人ということで、前年度よりも多くなっ

ているという状況になっております。 

次に１４４、１４５ページの障害者福祉費の中の障害福祉事業をお願いしたいと思います。そこの５つ目ですけれ

ども、障害者福祉センター指定管理委託料、それとその下の精神障害者授産施設指定管理委託料は、社会福祉協議会

に管理を委託しております障害者福祉センターすみれの丘、それと精神障害者授産施設そよ風の家の管理委託料です。 

その下にあります地域活動支援センター事業運営委託料２，４２２万６，０００円。これは市の共同作業所であり

ます宗賀の共同作業所をＮＰＯ法人マシュマロに、また楢川の協働作業所をＮＰＯ法人ビレッジならかわに運営を委

託してありますが、この委託料が主になっております。 

その下の障害者相談支援事業委託料９５９万５，０００円ですけれども、これは松塩安筑と言いますか、松本・塩

尻・安曇野・波田・麻績・生坂・筑北・山形・朝日の９市町村。平成２２年度から波田がなくなるものですから８市

村となりますけれども、この圏域の市町村が構成メンバーとなりまして、松本障害保健福祉圏域自立支援協議会とい

うものを設置しております。自立支援協議会では相談支援事業を圏域内の社会福祉法人に委託しておりまして、生活

に伴います相談支援事業を行います障害者支援センターというものがあるのですけれども、それは今松本、安曇野に

あるのですけれども、平成２２年度からは塩尻に設置されるということになっております。そこではコーディネータ
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ー、プランナーが常駐しまして、初期相談、対応だとかサービス利用計画の策定等を行っていくというものでござい

ます。 

６つくらい下がりまして、グループホームの施設整備補助金というものがございます。説明資料では２３ページの

ところにありますけれども、これはＮＰＯ法人フルサポート塩尻が蛍の家の設置にあたりまして、グループホームで

すけれども、基準額、これが２，０００万円になります。このうちの半額を県が補助しまして、残りの３分の２、全

体でいきますと３分の１になるのですけれども、６６６万６，０００円を市が補助するというものでございます。 

その４つ下がったところに、地域活動支援センター事業運営補助金というものがあります。これは塩尻市の心身障

害者福祉事業補助金交付要綱というのがありまして、これによりましてマシュマロ作業所、それとフルサポート塩尻

が運営します野村作業所というのがあります。そこの運営費の一部ということで、基準によりまして補助をしていく

ということです。繰り返しになりますけれども、先ほどの地域活動支援センターの運営委託料というのは、市の共同

作業所への委託料。それと今の運営補助金というのは、それぞれのＮＰＯ法人がやっています共同作業所への補助と

いうことになります。 

その下にまいりまして、障害者自立支援対策特別対策事業補助金１，１９９万円ですけれども、これは予算書の２

３ページにありますとおり、障害者の自立支援法の施行に伴いまして、事業運営の安定化、新法への移行を円滑に進

めること及び障害者への負担軽減を図ることを目的としまして、県の補助金によりましては、それぞれ４分の３、１

０分の１０とかあるのですけれども、それに伴いまして行う事業でございます。事業内容はそこにありますように、

通所サービスの利用促進事業、それと新事業の移行促進事業、そういうようなものがあるということです。 

その下の福祉・介護人材処遇改善事業助成金５９万４，０００円は、精神障害者授産施設そよ風の家の職員６人分

の処遇改善の助成金ということになります。 

その下の地域生活支援事業給付金４，７４２万６，０００円ですけれども、これは国が２分の１、県が２分の１補

助があるのですけれども、障害者が地域で生活を送るために必要な訪問入浴だとか、介護者の就労支援だとか、一時

的な休息をとるための日中一時支援、それと障害をお持ちの方が円滑に外出できるようにということで移動支援事業

がありますけども、それにかかわる事業ということになります。 

その下のタイムケア事業給付費、これもあわせて、これは２４ページに資料を載せておりますけども、在宅の障害

者の方の介護者が一時的に介護できないような時に、事前登録した隣人だとか知人、または指定した団体により介護

が受けられるというものでございます。 

その下の障害者福祉施設費１億５，２００万円ですけれども、これは障害者が厚生施設、授産施設等へ入所、通所

することによりまして、日中活動の場の確保と機能訓練、作業訓練を行うというものになっております。 

この中の３つ目ですけども、知的障害者の施設訓練等給付費、これが１億４，２５２万６，０００円ですけれども、

これは西駒郷ほか、四賀のアイアイほか１０施設に入所している２９人分、またすみれの丘ほか２施設に通所してい

る３２人の生活訓練及び職業訓練給付費ということでございます。平成２１年度と比べますと、２，６００万円がこ

こで減になっております。これは３施設、これまでは上松とアルプス学園、共立学舎というところがあったのですけ

れども、この３つの施設が新体系に移ったことで減額になりました。この分、次のところにあります障害者の福祉扶

助費。それぞれのパック事業と言いますか、サービス事業があるのですけれども、そちらのほうにお金が回るという

ことになります。 
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 １４６、１４７ページをお願いしたいと思います。そこに障害者援護事業ですけれども、これは特別障害者手当、

それと重度心身障害者福祉年金にかかわるそれぞれの手当の額になります。障害者福祉扶助費、総額では２億４，９

７０万５，０００円となりますけれども、これは障害者に対して、補装具だとか日常生活用品の給付、障害福祉サー

ビスの提供及び各種助成を行うというものです。 

一番下の黒ぽつのところに、障害福祉サービス給付費というのがあります。１億９，１０６万円余ですけれども、

これは障害福祉サービスを給付しまして、障害者の生活を支援するもので、同じくちょうど２４ページに資料として

ありますけれども、家庭などで利用できる訪問系のサービス、それと入所施設などで昼間利用できる日中活動系のサ

ービス、施設に入所して利用できる居住系のサービスにそれぞれ分けられているところです。入所施設に入所してい

る方は、サービスを利用する時に、日中活動系のサービスと居住系のサービスをあわせて組み合わせてサービスを利

用することができるということになっております。平成２１年７月から利用者負担の軽減が行われたことによります

ことと、またあわせまして新体系に移行したことによりまして、平成２２年度よりも８，８００万円増額をさせてい

ただいております。また、国では平成２２年度４月、この４月ですけれども、障害者及びその配偶者、または障害者

の親が市民税非課税の場合は、障害者サービス、それぞれのサービスなのですけれども、あわせて補装具にかかわる

サービスの利用料の一部負担というものが無料となります。またこれによりまして扶助費がふえるかと思われますの

で、この時にはまた恐れ入りますけれども、また補正をお願いするということになろうかと思いますのでお願いいた

します。 

 １４８、１４９ページをお願いいたします。そこの３目老人福祉費の老人福祉施設費ですけれども、これは養護老

人福祉施設組合負担金４５８万１，０００円ですけれども、これは温心寮の施設負担金で、本市からは２２人が入所

しているところです。 

その下の養護老人福祉施設措置費。これは６，２２５万６，０００円ですけれども、２４ページのところにありま

すとおり、本市からは温心寮、松風園、南箕輪荘、それぞれの施設に入所されている方々２８人分の入所の費用とい

うことになっています。温心寮が移転改築によりまして個室化となったことによりまして、大部屋の減額措置がなく

なったことによりまして、措置費が前年度よりも２０４万円の増額となっているものです。とりあえず以上でござい

ます。 

○長寿課長 続きまして３つ目の白丸、老人福祉施設整備維持費の軽費老人ホーム建設借入償還金補助金でございま

すけれども、ケアハウスえんれい建設に対する補助金でございまして、平成２２年度で終了となります。 

次の北小野老人福祉センター運営事業につきましては、北小野老人福祉センター運営にかかわる費用でございます。 

次の老人福祉センター等運営事業でございますが、社会福祉センターからすがのの郷、田川の郷、みどりの郷まで

につきましては指定管理料でございます。指定先は市社会福祉協議会で、指定期間は５年間、平成２２年度までの指

定でございます。次の百寿荘は、塩嶺福祉協会に対する補助。それから老人福祉センター野村につきましては社会福

祉協議会への補助でございます。 

一番下の白丸、高齢者等生活支援事業でございますが、次の１５０、１５１ページをお願いいたします。中段より

下のほう、要介護者家庭介護者慰労金３，２５０万円につきましては、要介護３の方の介護者に対しては５万円、要

介護４、５の方の介護者に対しては１０万円を支払うものでございます。 

次の白丸、認知症高齢者支援事業でございますが、地域における見守りや支援が行われやすくなる環境づくりを目
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的に、認知症サポート養成講座、あるいはやすらぎ支援員にかかわる費用でございます。 

１５３ページをお願いいたします。１つ目の白丸、高齢者生きがいづくり事業につきましては、下から３つ目の黒

ぽつ、ロマン大学運営補助金につきましては、定員を８０人から１００人に増員するとともに、ロマン大学等の卒業

生を対象に、社会貢献を主たる目的として大学院生によるより主体的な運営を目指したロマン大学大学院を開校する

もので、４コース１学年８０人を予定しております。その次の黒ぽつの敬老行事補助金につきましては、市内６６区

における敬老行事に対する補助金でございます。 

次の白丸、介護基盤整備費でございますが、最初の黒ぽつ、地域介護・福祉空間整備補助金は、消防法改正による

認知症グループホームのスプリンクラー設置に対する補助でございます。次の介護基盤整備補助金でございますが、

認知症グループホーム１カ所、小規模多機能型居宅介護施設１カ所等を民間活力により整備することに対する補助金

で、１施設あたり２，６２５万円を予定をしております。こちらの財源につきましては、緊急経済対策による県の補

助金あるいは国の交付金でございます。 

○福祉課長 続きまして４目の福祉医療費でございます。これの福祉医療扶助費をお願いいたします。予算資料では

２４ページになります。この福祉医療扶助費ですけれども、先ほどもお願いいたしましたとおり、給付対象範囲を入

院、通院とも、小学校６年生まで拡大したことによります５，５７４万円を加え、合計４億１，１２６万８，０００

円を計上させていただきました。 

○長寿課長 １５４、１５５ページをお願いいたします。５目介護保険事務費でございますが、２つ目の白丸、社会

福祉事業繰出金、介護保険事業特別会計繰出金６億３２４万円余は、法定の負担割合によって繰り出すもので、詳細

につきましては特別会計で申し上げます。 

○福祉課長 同じくその１つ下ですけれども、６目の保健福祉センター管理費ですけれども、これは通常の維持管理

にかかわるものでございます。 

○こども課長 それではその次の１５８、１５９ページをお願いいたします。２項児童福祉費１目児童福祉総務費２

２億９，８７３万１，０００円でございますが、この中でこども課関係分につきましては嘱託員報酬、それから職員

の給与費が主なものでございます。 

１５９ページの説明欄をごらんください。最初の丸、委員等報酬の２つ目の中点に嘱託員報酬１７６人分がござい

ますが、この内訳は保育士１６６人、栄養士が３人、調理員が６人、心理士が１人ということになります。 

その下の丸、職員給与費１億１，５０９万２，０００円でございますけれども、こども課及び家庭教育室の職員の

給与費です。 

次の丸、児童福祉事務諸経費３０８万６，０００円でございますが、こども課関係の事務経費でございますのでお

願いします。 

その下の丸、児童福祉事務補助金の民間保育事業補助金５３８万９，０００円でございますが、市内の乳幼児を受

け入れている認可外の保育所、こちらを支援することによりまして、児童の処遇向上、保護者の負担の軽減を図ろう

とするものでございます。予算説明資料を見ていただきますが、５１ページをごらんください。５１ページの上段に

概要がございますが、事業内容の対象施設の中で、ミッキーハウス塩尻園、それから最後のキッズダディ、この２つ

が市内の施設でございます。やまの子共同保育園は山形村、キッズワールドは松本市にそれぞれ開設されているとこ

ろです。そちらに市内の乳幼児が通所する場合には、補助対象としているものでございます。児童福祉事務補助金は
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以上でございます。 

○福祉課長 続きまして児童手当扶助費をお願いいたします。これは６月に２月、３月分を支給するというものでご

ざいまして、２カ月分の８，４３２万５，０００円を計上させていただきました。 

次に１６０、１６１ページをお願いしたいと思います。児童扶養手当扶助費２億２，７０６万８，０００円ですけ

れども、これはひとり親家庭で１８歳までの児童を養育している方、延べ５，９００人に給付を予定しているもので

ございます。また来年度から父子家庭も該当になりまして、８月からの支給になりまして、８月から１１月まで、８、

９、１０、１１月の４カ月分を１２月に支給するというものでございます。 

次の白丸、子ども手当扶助費ですけれども、これは支給該当となる中学校卒業までの子供を、現況から１万２３０

人と見込みまして、月額１万３，０００円の１０カ月分、１３億２，９９０万円を支給するというものでございます。

４月、５月分を６月に、６、７、８、９月分を１０月に、１０、１１、１２、１月分を２月に支給しまして、２月、

３月と次年度の４月、５月分をあわせまして６月に支給するというものでございます。次の子ども手当事務諸経費だ

とか児童扶養手当等事務諸経費は、それぞれの手当を給付するにあたっての事務費でございます。 

○こども課長 続いてお願いします。その下、２目の児童運営費でございます。説明欄はじめの丸に保育所運営費が

ございます。９億５，７４２万円でございますが、片丘地区の保育園統合がございまして、新年度では全１６園の運

営経費になります。 

予算説明資料の５１ページを御確認いただきますけれども、事業内容の２段目、そちらにございますが、３つ目の

中点に給食調理業務の民間委託がございます。新たに片丘の統合園を加えまして、新年度は１２園に拡大するもので

ございます。 

そのほか、その下には特別保育事業等記載してございますけれども、そういった事業を通じまして子育てと就労の

両立支援を推進したいと考えております。 

 予算書に戻っていただきますが、１６１ページの下段、最初の中点に一般職員給料１０５人分がございます。これ

は園長１６人、保育士が８６人、調理員が３人という内容でございます。 

４つ目の中点以下に、臨時保育士賃金、臨時調理員賃金、長時間保育賃金がございますが、保育士の休暇や休憩、

そういった場合の代替保育、あるいは早朝、夜間の長時間保育に対応するパートの職員の賃金でございます。それか

ら長時間保育賃金の下３つ目の中点に園医謝礼がございますけれども、この１７９万６，０００円につきましては入

園児童の内科検診、歯科検診を春秋２回実施しているものでございます。 

 次のページ１６２、１６３ページをお願いいたします。同じく説明欄でございますが、５番目の中点の保育費２，

３３３万５，０００円でございますが、保育活動で使用する折り紙、画用紙あるいはクレヨンといった活動用の保育

用品でございます。 

その下の給食費１億２，７８７万円でございますが、年間給食日数では２８４日、これで計上しておりまして、こ

ちらの給食あるいはおやつの材料費でございます。その下の給食用消耗品費５１４万５，０００円ですが、主なもの

は給食食器でございまして、これの更新と、そのほか使い捨て手袋あるいはアルミカップ等の消耗品でございます。 

そこから下へ少し下がりますが、１２番目になりますが、中点で給食調理業務委託料がございますけれども、ただ

いまもお話したとおり１２園分を計上しておりますのでお願いいたします。その下の園児送迎バス運行委託料でござ

いますが、塩尻東保育園の送迎バスにつきまして、新年度の利用希望がないことから、７１万円ほど減額させていた
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だいているところです。さらに４つ下の中点ですが、印刷機等使用料。こちらにつきましては、リース期間の終了に

伴う印刷機、こちらを再リースで継続しようということで減額に計上しております。またその下２つ目に備品購入費

がございますが、こちらにつきましては防炎カーテンの更新を予定しているところでございます。保育所運営費につ

きましては以上です。 

○教育総務課長 それでは続きまして保育所施設改善事業５２０万７，０００円ということでございます。これにつ

きましては、保育所施設の営繕またそれぞれ点検委託にかかわる部分を計上させていただいているものでございます。 

中ほどの施設整備点検委託料等がございます。これにつきましては、遊具等の安全点検、またプールのろ過装置の

点検、吉田ひまわりにはエレベーターがございます。これにかかわる点検委託料でございます。 

またページをおめくりいただきまして１６４、１６５ページ説明欄の一番上段の黒ぽつでございます。仮設保育室

借上料がございます。これにつきましては、平成１５年以来借り上げているものでございまして、平成２０年までは

１４０万円余の借上料を払っていたところでございますけれども、借上期限８年目ということでございまして、お安

くなり、吉田原保育園、吉田児童館分館ということでございますけれども、２３万７，０００円ということでござい

ます。その下につきましては、施設等補修材料費、砂等の部分でございますのでよろしくお願いします。以上です。 

○こども課長 続いてその下の白丸、育児支援推進事業でございますけれども、今年度までは子育て支援センターを

含め計上していたところでございますが、交流センターの所属ということになりましたので、新たに次の丸に支援セ

ンター事業としてセンター分を計上しております。育児支援推進事業といたしましては４，９００万円ほどを減額し

て、８９８万円をお願いしていますのでごらんください。こちらの主な内容につきましては、予算説明資料の５１ペ

ージ下の段にも掲載しておりますが、地域の子育て支援施設としても位置づけられている保育園あるいは児童館にお

ける支援活動のほかに、病児・病後児保育、それから次のページにもありますが、子育て支援ショートステイ事業、

こちらを実施する予定でおりまして、子育て家庭の支援にこたえたいというものでもございます。 

予算書に戻りまして１６５ページの説明欄でございますが、５番目の中点に印刷製本費７４万７，０００円がござ

いますが、これは妊娠女性を受け付ける際に贈呈しております子育て応援ブック、これが主なものでございます。そ

れからその下３番目の中点、病児・病後児保育事業委託料５２５万円でございますが、国の補助金基準の改定に伴い

まして、今年度より３００万円余を増額して計上しているところです。育児支援関係は以上です。 

○子育て支援センター所長 それでは子育て支援センター事業を御説明させていただきたいと思います。それでは予

算説明資料の４６ページとあわせてごらんいただければと思います。昨年１０月、こども教育部から市民交流センタ

ーに組織が移行されたことによりまして、こども課から子育て支援事業の仕分けを行い、予算編成をさせていただい

ております。また来年度は市民交流センターに移るということで、利用者の大幅な増が予想されることから、２カ所

の支援センターもさらに充実をさせてまいりたいと考えております。 

予算説明資料の４６ページなのですが、その１つ目の丸の３つ目の黒ぽつにありますけれども、特に新しい事業と

いたしまして、出前支援事業を行ってまいりたいと考えております。出前型支援とは、アウトリーチとも呼ばれてお

りまして、外に出て手を差し伸べるという部分がある制度でもありまして、交通手段がない、あるいは気持ちが外に

向かないとか、それから検診に一度も来ていないというような保護者のための支援でもあります。特に保育相談や遊

びの援助というような、遊びの提供というようなものを各家庭にまいりましてさせていただこうと思っております。 

次の丸印、協働のまちづくり推進ですが、市民交流センターのサポーター、えんぱーくらぶの皆さんとの協働事業、
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また地域子育てサポーターの養成や、サポーター講習を終了した方々の、よりスキルアップしていただくための研修

といったものの開催、さらには子育てサークルや子育て支援グループなどへの援助を充実することで、活発な支援事

業あるいは協働事業の定着というものを目指していきたいと考えております。賃金的なものですけれども、これは交

流センターが水曜日のみの休業ということになるということで、保育士の代替等を想定して計上させていただいてお

ります。以上です。 

○教育総務課長 それでは１６６ページ、１６７ページの最初の一番上の児童福祉施設防犯対策事業ということでご

ざいます。４６万５，０００円でございまして、２４園、保育園１６園、児童館７館、児童クラブ１館に対する緊急

防犯システム借上料４６万５，０００円でございまして、これについては、それぞれの部屋についておりますスイッ

チを押すと、警察また至急防犯ということでメッセージが鳴るというようなシステムになっておりますのでよろしく

お願いします。 

○こども課長 その下の丸、保育補助員設置事業でございますけれども、新年度では１６園へ１６人、１人ずつ配置

する計画です。お願いします。 

○教育総務課長 それでは広丘東保育園の建設事業ということでございます。予算説明資料の４８ページ一番上段も

一緒にごらんいただけたらと思います。現在、来年度７月末の、中旬くらいの竣工に向けた今順調な取り組みをして、

屋根が乗り、壁が今はられているというような状況で、順調な工事が進んでおります。来年度につきましては最終的

には工事の部分については、２億２，９６８万６，０００円の工事費を盛って来年度工事をして、完成に向けての取

り組みをしていくと。その後、解体緑地整備工事ということでございますけれども、園舎を取り壊して緑地整備を１，

７００万円余をかけて行っていくというような形で今、進めさせていただいております。施設の概要については、予

算説明資料に記載させていただいているとおりでございますのでよろしくお願いいたします。 

また、続きましてその下の白丸ぽつでございます。予算説明資料のやはり４８ページの中段にございますけれども、

楢川保育園の建設事業ということでございます。来年度につきましては、設計また用地測量、地質調査等を行いなが

ら、計画に基づいた今後の建築に向けた取り組みを進めていくということでございまして、９５５万４，０００円の

予算を計上させていただいておりますのでよろしくお願いします。なお、地質調査の部分につきましては１０メート

ルの地質調査を２本行う予定でおります。よろしくお願いします。 

○福祉課長 続きまして３目の母子福祉費をお願いします。これの１６８、１６９ページにあります、上から１つ目

の白丸、自立・就労支援推進事業ですけれども、この中に母子家庭高等職業訓練促進費というものがあります。これ

は看護師、理学療法士等の養成機関において資格の取得を目指しまして、２年以上のカリキュラムを修了、修業する

者に対しまして、養成訓練費としまして１カ月ですけれども、市民税非課税の世帯なのですけれども、最高１４万１，

０００円、また市民税の課税世帯は７万５００円なのですけれども、これを修業の期間中支給するというものでござ

います。以上です。 

○家庭教育室長 続きまして家庭教育支援費をお願いいたします。１つ目の白丸ですが、相談員報酬、家庭児童相談

員の報酬２人分でございます。週３日勤務で従事していただいております。 

２つ目の丸、家庭教育支援事業諸経費でございます。１つ目の黒ぽつ、子育てサポーター賃金ですが、要保護児童

家庭への訪問相談支援等にかかわる賃金でございます。 

２つ目の丸、講師謝礼でございますが、子育て講演会及び早ね早おき等に関する講演会の講師の謝礼になります。 
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それから下のほうにまいりまして、下から５つ目の黒ぽつ、ＣＡＰ研修委託料でございますけれども、子供を暴力

から守る人権教育のプログラム、ワークショップの開催にかかわる委託料でございます。下から３つ目のぽつ、相談

支援員派遣委託料でございますが、シルバー人材センターまたフレンドサポーター事業等の不登校児童を主にする家

庭への相談支援にかかわる委託料でございます。以上です。 

○こども課長 次のページ、１７０、１７１ページをお願いいたします。５目の児童健全育成費１億２，８７５万７，

０００円でございますが、児童館７館、児童クラブ２件の運営費が主なものでございます。 

１７１ページの説明欄最初の丸、委員等報酬４，６６５万６，０００円でございますが、次の丸、職員給与費４，

８０５万１，０００円は、それぞれ館長、児童厚生員等の人件費でございます。 

次の丸に児童館・児童クラブ運営諸経費３，２８０万５，０００円がございますが、最初の中点、臨時職員賃金１，

０５４万９，０００円は、児童厚生員とともに子供の学童保育を担当するパート職員の賃金でございます。下から８

番目まで下がりますが、洗馬児童館指定管理委託料１，４４３万円でございますが、洗馬児童館の指定管理を塩尻市

社会福祉協議会に委託しているものでございます。複合施設ということでございまして、そういった機能を利用した

交流会のほか、地域の諸団体と連携した活動が展開されているところでございます。以上です。 

○教育総務課長 それではページをおめくりいただきまして１７２、１７３ページ児童健全育成費についての部分で

ございます。説明でございますけれども、児童館・児童クラブ施設改善事業ということでございまして、８館に対す

る修繕営繕また点検にかかわる費用でございます。園庭整備という部分で委託料が１４万９，０００円ございます。

これにつきましてはアメシロ等の防除、また庭木のせん定等の予算の計上でございます。あと施設等補修材料費１４

万５，０００円については砂等の補充等々でございますので、よろしくお願いします。以上です。 

○子育て支援センター所長 続きまして下の欄、６目発達支援費になります。白丸、元気っ子応援事業でございます

が、２つ目の黒ぽつ、相談補助員賃金でございますが、保育士がこの事業にかかわることにより他の児童の対応、保

育を行うための保育士賃金となります。 

３つ目の丸、元気っ子相談等謝礼でございますけれども、この事業にかかわる心理発達検査、判定、医療相談、ま

たペアレントサポート事業等にかかわる謝礼になります。下から２つ目の黒ぽつ、元気っ子応援相談指導委託料でご

ざいますが、判定、相談または指導にかかわるコンサルタントへの委託料金となります。以上です。 

○福祉課長 それでは１７４、１７５ページを。３項の生活保護費をお願いしたいと思います。その中の１目生活保

護総務費は、生活保護のケースワーカーだとか、また適正化事業にかかわるものでございます。 

次の１７６、１７７ページの２目の扶助費をお願いしたいと思います。この扶助費の中の、また生活保護扶助費の

中の扶助費ですけれども、今年度は９，１００万円余を増額させていただきまして、４億４，４５０万５，０００円

となりました。生活保護費につきましては、国が４分の３を負担しておりますので、およそ１億１，１００万円が市

費ということになると思います。この４億４，０００万円の主な内訳なのですけれども、やはり一番多いものが医療

扶助費ということで２億７，０００万円。それと次が生活扶助ということで１億９，５００万円を見込んでいるもの

です。他に住宅だとか介護扶助だとか、救護施設への入居費等がありますけれども、今の現状を見ますと、まだまだ

ふえていくのかなということで、場合によればまた年度途中で補正をお願いしなければいけない状態になるのではな

いかということで苦慮しているところでございます。保護の状態ですけれども、平成２２年２月の状況ですけれども、

２０９世帯３０２人。保護率で言いますと４．５パーミル、これは千分率なのですけれども、４．５パーミルという
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ことであります。その中で最も多いのが高齢世帯の６５世帯、次に多いのが傷病世帯ということで４６世帯となって

います。平成２１年の３月、ちょうど１年くらい前は１８１世帯の２６４人と比べますと、１年間で２８世帯３８人

ふえているのですけれども、その前の平成２０年の３月と比べますと、４４世帯７０人ふえていまして、大体１．８

２倍ふえているという状況になっています。このような状況がしばらく続くのではないのかなというふうに考えてお

ります。 

また一番下にあります住宅手当給付費、これは３８１万６，０００円ですけれども、これは国の住宅手当緊急特別

措置というのがありまして、１０分の１０国から来ている事業なのですけれども、これは２年以内に離職しまして、

住むところがなくなったけれども就労意欲があるという人に対しまして、生活保護の中の住宅扶助費に該当する金額、

３万１，８００円相当を６カ月間支給するというものになります。 

一番下にあります災害救助費というものがあります。これは例年計上しているのですけれども、これまで支出した

ことがないという項目ですけれども、災害弔慰金の支給に関する法律によりましては、市町村の行う災害弔慰金の支

給は、亡くなった方１人について５００万円を超えない範囲ということで書かれているものですから、限度内の５０

０万円を計上させていただいているというところでございます。以上です。 

○委員長 以上で説明を受けましたので、３款民生費にかかわるところ、委員の皆さん、御意見、御質問等ありまし

たらお願いします。 

○永田公由委員 委員長、これは分けないと。長いから、全部一括でやるのは大変だから。 

○委員長 では社会福祉費でありますか。 

○永田公由委員 社会福祉と児童福祉で分ければいい。 

○委員長 社会福祉と児童福祉で分けますか。では、説明は続けてやっていただいてしまいましたが、御意見を出し

ていただく、質問を出していただくのは、社会福祉費１項社会福祉費について質問、御意見お願いいたします。 

○塩原政治委員 １４７ページですけれど、重度心身障害者のタクシー費についてですが、同じく１５１ページの高

齢者世帯のほうも同じ趣旨ですけれども、これは平成１８年、１９年、２０年と予算は４５２万７，０００円で３年

間一緒で、そして決算のほうではおよそ１００万円弱の決算になっているのですけれど、この数値を見る限りでは決

算の見込みを全然無視しているというか、はっきり言うと、対予算に対する予算のような気がします。ここでお聞き

したいのですけれど、平成２１年度と２２年度については若干数値が変わってきていますし、また高齢者のほうも変

わっているのですけれど、これは決算をおおむね見越した金額をベースにしてつくった予算ですかどうか、少しお聞

きしたいのですが。 

○福祉課長 これは、うちのほうでは障害者に関しましては1カ月２枚ということで、２４枚をお出ししているので

すけれども、これまでの重度心身障害者といいますか、身障の１級、２級、それと療育のＡ１、Ａ２、それと精神保

護手帳をお持ちの方の人数を加味して計上させていただいているというものでございます。 

○塩原政治委員 こういう予算書は結構あちこちに見られるのですけれど、ただ、ここが一番決算に対して予測しや

すいところだと思って取り上げただけなのですけれど、基本的にはそういうあれに基づいてやっているわりには、約

１００万円というと、こちらは１００万円、それから高齢者のほうは２００万円、２０％を超える金額の差があるわ

けですよね。これはそれをやっているとしたら、少し言い方は悪いのですけど、過大予算と言われても仕方ない。だ

から基本的なこういう予算を立てるときにはそういうことをしっかり見て、あまり議員の皆さんとかほかの皆さんに



 33 

過大予算と言われないようにぜひつくっていただきたい、そんなふうに思います。 

 それからもう１つ、この給付方法については今年度で変わったわけですよね。給付方法ではない。給付方法は一緒

だけれど、使用の仕方が前年度は何枚でもというわけではないですけど、重ねて使えたけれど、今年度からは１回の

乗車につき１回ということですよね。良かれと思ってやったと思うのです、でしょうけれど、これははっきり言いま

すと、この趣旨からいくとできるだけ利便性を図ってやるのが趣旨だと思うのですよね。そういう意味では非常にと

いうか、すこぶる評判が悪い。別に前年度に戻せというわけではないですけれど、そういった形では利便性を図って

やれる方法がどういう方法があるか。さきほど言った話の中では確かに少し目的外に使用されたとか、あるいはタク

シーの精算の問題上とか考えられることはありますけれど、そういうことをクリアしていただいて、できるだけこう

いう利用されている方の便宜性を図ってやるように平成２２年度は検討をしていただきたいと、そんなふうに思いま

す。答弁はいいです。 

○委員長 ほかにありませんか。 

○金子勝寿委員 １４５ページの障害者福祉事業、前年度の予算では精神障害者いこいの家支援事業補助金というの

があったと思うのですけれど、これは事業終了で今年は全部減額してあるわけですか。精神障害者いこいの家支援事

業補助金。ここには載っていない、載っていないです。ここには一切、前年度まではあったのですけれど。 

○福祉課長 それにつきましてはちょうどあそこにありますジョイフルさんに支給していたものなのですけれども、

ここで期限が終わったということで、今年度までの事業ということで、新年度には載せてないです。 

○金子勝寿委員 ではその事業が終わって、それまでやっていた事業というものはこれで打ち切りで、その後のケア

みたいなのはどうするのですか。終わったら、はい、終了なのか。一応効果を見て、もし市単でやってもいいかなと

思うのだったら、載っけてもいいと思うのですよね、予算というのは。その辺の考え方は、どういう担当部で判断を

したのか。 

○福祉課長 これはちょうど受けてやっていますジョイフルさんのほうで、今年でもう事業を打ち切りたいという話

がありました。この中で市はこれからどのようにして引きこもりの方たちだとか、障害をもったお子さんたちに就労

の支援だとか考えるかということで、実は扶助費の中でだんだん多くなってくるのですけれども、ちょうどジョブカ

フェだとか、そちらのほうにこの頃多くなってきた方がいます。扶助費のほうでその分を支給するということで、ち

ょうど施設だとか就労の事業所に通ってもらっているというのがあります。そちらのほうへ徐々にシフトしていきた

いというふうに考えております。 

○金子勝寿委員 ここからは要望というか。たぶんジョブカフェに行ける人は、就労の意欲がある程度あって、ジョ

イフルさんのやっているのはその手前の段階の、いわゆるニートとか、本当に引きこもりの段階をどうするかという。

おっしゃるとおり、ジョブカフェに行った方のケアは、ジョブカフェはどちらかというと経産省関連の政策ですから。

そうではなくて、ここでは民生費のほうに入っていたわけですよね、事業としては。いわゆるその手前の段階のケア

が必要だと言われているところで事業を打ち切って、ジョイフルさんはそういうふうであったかもしれませんが。も

う少し手前ですね、就業に意欲がいく手前の段階のケアを今後していただければなと。これは要望です。答弁はいい

です。 

○中村努委員 １４９ページの田川の郷の関係ですが、これは常々言われているのですが、老人福祉センターの中で

非常に田川の郷というのは交通の便が悪いのですね。バスも使えないということで。中には国道、ＪＲ、国道を横断
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して、歩くなり自転車なりで来られている方もいるようですけれども、この公共交通機関について何か改善策はない

かどうか。 

○長寿課長 直ちに公共交通機関の改善策というのは、あれは場所も非常に、道路の状況も悪いところでございます

ので、今現在難しい現状でございますけれども、便が悪いのは御指摘のとおりでございます。また今後研究をしてま

いりたい。 

○中村努委員 大分検討していただいているのですが、やはり地域振興バスの経路に入れるというのは大変難しいよ

うな気がしています、私も。そういう中で社協の持っているマイクロバスがありますけれども、今現状では講座等の

送迎でもう目いっぱいのような状態で、通所の手段にまでは回す余裕がないというようなお話でしたので、そういっ

たところをうまく工夫して活用できればいいなと思いますので、またご検討いただきたいと思います。 

○永田公由委員 １５３ページの介護基盤整備補助金５，２５０万円。これは駅前のサンビジョンの施設への補助金

ですか。 

○長寿課長 こちらにつきましては、駅前の施設ではございませんで、第四次介護保険事業計画、当初にありました

もので、認知症対応型の、認知症高齢者グループホームにつきましては北部のあたりで予定をしておりまして、今の

ところ今井歯科さんのほうでやるという計画がございます。もう１カ所、小規模多機能型居宅介護につきましては、

塩尻東地区で協立福祉会がそれについて手を挙げております。お話の駅前に関しましては、平成２３年度に完成とい

うことでありますので、平成２３年度予算になる予定でございます。 

○金子勝寿委員 １４９ページの老人福祉センター等運営事業で、一般質問でもしましたが、指定管理者がちょうど

今年で見直しだということで、いろいろお聞きしたいですが、簡単に言います。スケジュール、見直しにかかる、今

年度の見直しだけれども、モニタリングをした後どういう形で次の指定管理者、公募等も含めてやっていくのか。そ

の次の５年の見直しのスケジュール、今年の審査過程について教えていただけますか。 

○長寿課長 老人福祉センターの指定管理につきましてでございますが、平成２２年度で指定管理の期間が終わると

いうことでございまして、前回の時に、モニタリングにつきましては各年度が終わった段階でこの提案のあった事業

者、各年度に事業報告がありますので、その事業報告を見ながら、当初提案のあった事業がどれだけ実現がされてい

るかということで評価をいたします。それからあわせまして、今年度この利用者につきましては、その利用者に対す

るアンケートもそれもまた一つの評価としてまいりたいという考えでございます。その後、公募、非公募につきまし

ては、前回の指定におきましては各々の施設、公募で実施をいたしましたが、各々の施設につきましてもう一度公募、

非公募に関しまして、公募するにあたりましては、そういった事業をやる事業者がほかに、事業者の有無。それから

利用者に対するサービスの継続性の必要性なども含めまして、また総合的に判断をし、公募、非公募について庁内の

決定をした上で、議会にもその旨は報告をしながらしていかなければいけないと思います。指定管理ですから、公募

する場合は公募、立候補になると思います。その決定の時期でございますが、１２月議会の段階には決定をする。そ

の前の段階で公募する場合におきましては、公募をする予定になっております。以上です。 

○金子勝寿委員 管理委託料が５年間で実績が出てきているのですが、一般的な質問で具体性がなくて答えにくいか

もしれないですけど、１人あたりどのくらい時給をみているとか、その辺まで積算の部分ですが、わかれば。いわゆ

る職員の給料の部分ですね。委託料の中で１人あたりどのくらいの時給をみているのかとか、少し目安を教えていた

だければと思うのですが。 
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○長寿課長 今現在ここに1人あたりの単価というのは持っておりませんので、後ほど、何らかのお示しするところ

があれば、あればまた後ほどお示しを。 

○金子勝寿委員 では後ほど、あれば。 

○太田茂実委員 このグループホームの整備補助金で載っていますけれども、最近事故、例えば火災とかそういうこ

とが結構全国では出ているわけですが、市内のものは施設整備の点検等はされておられて万全なのかどうか、お聞き

したいと思います。 

○福祉課長 グループホームに関しましては、新設等のものが近年多く建ってきているのですけれども、それは皆、

火災報知器等の基準に合うように設置されているところです。 

○長寿課長 このたび予算でスプリンクラー整備をグループホームさとびでございますが、これは片丘にあるもので

ございまして、平成２２年度に整備をする。そのほかの施設におきましては基準を満たしている、グループホームに

つきましては基準を満たしております。以上でございます。 

○福祉課長 点検の状況なのですけれども、やはりうちのほうも実は消防の塩尻署、広丘署から相談が来たと。こう

いうふうな施設はどこに該当するのかといったことがよく問い合わせがあるものですから、一緒にこのような施設が

消防法の規定に従って点検をしていただく施設ということで、消防法のほうから、消防署でそれぞれ定期点検という

ものをしていただいています。 

○太田茂実委員 実際問題、県内ではないだろうけれど、認知症の方が出歩いてはいけないと鍵をかけてしまったと

ころが火災になったら、非常口から出られなかったというようなケースもなきにしもあらずで、その辺のところをど

うするかということが、やはり管理者の大きな課題だと思うのですね。そういった点もよく指導してもらって、市内

から出ないように。もっとも事故がないほうがいいわけですけれど。 

 もう１点いいですか。ボランティアセンター事業に１，４００万円というのがあるけれど、内容を少し。もう一度

お願いしたい。 

○福祉課長 ボランティアセンター事業補助金１，４２８万１，０００円ですけれど、これはボランティア活動の充

実に向けまして、養成研修の開催だとか、ボランティア体験を通じました福祉教育の講師謝礼とか、ボランティアセ

ンター、ちょうど保健福祉センター２階にあるのですけれども、その職員の２人分の人件費ということです。 

○太田茂実委員 老人福祉やら障害福祉やら児童福祉やら、どうもボランティアがかなり多岐にわたっていると思う

のですよね。だからそういった点を一堂に集めてやるということが果たしてどうなのか知らないけれども、それぞれ

対応が難しいと思うのですよね。だからその辺のところをどのように仕分けしてやっているのかなと、それをお聞き

したいと思う。いっしょくたでやってしまっているわけですか。 

○福祉課長 いっしょくたにという話があるのですけれども、今のボランティアセンターで協力していただいていま

す災害のボランティア、何かあった時のお助けをするボランティアも含めまして、今１４７団体で４，１４０人が登

録をいただいているというところが今の状況です。ですので、今後どのようなボランティアが必要なのか、例えば福

祉方面のボランティア、災害の方面のボランティア、それとまた読み聞かせだとか、そういうものがボランティア活

動と呼ばれてくると思うのですけれど、その元締めと言いますか、一つの根源となるところはボランティアセンター

でそれぞれの関係の方面と相談させてもらった中で、養成研修等をしていくのではないだろうかなと思うところです。 

○太田茂実委員 一所懸命やってもらっていると思うのですけれども、それぞれ支えあいの中では、口だけでは言う
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けれどボランティアの力というのはやはり私は大きいと思うのですよ。そういった点を十分見極めて、そして別に我々

のせいという意味ではないけれども、十分な研修とそしてそれに対する裏づけができるような、そんなことをしてほ

しいなということを願っているわけです。ボランティアがいないと今、どんな事業にしてもほとんど成り立っていか

ないと思うのですよ。そういった点をボランティアだからということではなくて、十分目を見開いて、行政でも対応

してほしいなというふうに思いますので、お願いいたします。 

○委員長 ほかにありませんか。それでは、１項社会福祉費については以上で説明を受け、意見を述べていただいた

ということでよろしいでしょうか。それではここで休憩をとりたいと思います。今から１０分間。では午後２時半ま

で休憩しますので。 

午後２時１９分 休憩 

―――――――――― 

午後２時３１分 再開 

○委員長 それでは休憩を解いて再開いたします。２項の児童福祉費から説明を受けた最後のところまで、災害救助

費まで含めてやりたいと思いますので、お願いいたします。委員の皆さん、御質問、御意見等ございましたらお願い

いたします。 

○中村努委員 子ども手当の関係ですが、今市内いろいろなところを回って、いろいろな声をお聞きしている中で、

ここにきて急に扶養控除廃止による負担増になる部分で心配の声がものすごくあがってきたのですが、今日でなくて

もいいのですけれども、扶養控除廃止によってどんなところに負担増の影響が出てくるかという一覧がほしいのです

が、可能ですか。金額まではいらないが。 

○福祉課長 ではできる限りということでお願いしたいと思います。例えば扶養控除と言いますか、を廃止したおか

げで、例えば市民税の非課税世帯が市民税の課税世帯になった場合に、どのような恩恵がなくなるとか、そういうよ

うな相対的なお話しか多分書けないのかな、それがいくらかなということは多分無理かと思いますけれども、どうい

うようなものが出るか、そういうことは調べさせていただいて、資料を提出させていただきます。 

○中村努委員 はい、お願いします。 

○永田公由委員 １６７ページの楢川保育園建設事業ですけれども、これは現地改築ということですか。 

○教育総務課長 地元の保護者、また審議会等でまとめていただく中では、今の現地でそのまま運営というか、グラ

ウンドを少し小さくしながらやっていったらどうかということで、一応現在意思疎通が図られ、その部分で計画を進

めているということであります。 

○永田公由委員 これを見ると定員４０人ということですが、現在は何人ですか。 

○こども課長 現在の定員は６０人でございます。 

○永田公由委員 それを４０人というと、もう減るということが、ガクッと減るということですね。 

○こども課長 説明が足りませんで済みません。４０人の根拠は、現在の０歳児から子供の数はわかっておりますの

で、その数を見て、いわゆる３、４、５歳という年齢で保育に来たときに何人になるかというような予測をしていま

す。現在その４０人ということで推定しているところでございまして、定員４０人にしますと、国の入所の弾力化に

関連させますと５０人近くまでは入れることになるものですから、その推計が若干ずれても入所の対応はできるとい

う考え方でございます。 
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○永田公由委員 前に視察に行った時に、あの横の保健センターだったかな、非常にいい木造の建物があって、児童

館とそれからＮＰＯの方が障害者の何かをやっていて、結構広く空いていて、話の中でここを保育園にすれば、少し

建て増しして保育園にすればいいではないか、というような話も出たのだけれどね。あれを利用して、あそこは続い

ているので、幾らか建て増ししたりして保育園にするという考え方はいかがですか。 

○こども課長 おっしゃるとおり大変木造で立派な建物でございまして、実際保育園に転用するというようなことも

実は積算といいますか、見積りの経過がございます。その結果から申しますと、１億円先かかる改修費が生じます。

最低限の改修でいこうということをやるのですけれども、結局グレードが良すぎてしまって、床暖が入っているとか、

そういう設備系の機器までとてもお金がかかるということがわかりまして、それだけかけるのであれば、小さな保育

園を新たに建てたほうが金額的には安いのではないかということで、計画したところです。 

○永田公由委員 ここは過疎地域というか、過疎債が使えるのだけれど、財源についてはどんなものを検討されてい

ますか。 

○こども課長 ここで設計詳細にさせていただくものですから、新年度の予算までに一番有利なもの、今のお話の過

疎債も含めて一番有利なところで検討したいというところでございます。 

○委員長 ほかにはいかがですか。では私のほうから質問させていただきますが、説明資料のほうの４６ページの子

育て支援センターの関係で、出前支援事業のお話がありました。とても大切なことだなというふうに思うのですが、

例えばいろいろな検診にも来ないとか、そういうような実態についてどのような掌握をされて、今、いますか。 

○子育て支援センター所長 平成２０年度の分なのですけれども、実際に未受診の方というのは５９件ございまして、

そのうちに保健福祉センターのほうでお誘いを申し上げて、電話相談でもさせていただいて、最終的には３４件のお

宅が未受診だということでありました。そういった中で、それでも保健センターのほうでもアプローチをされている

ようですが、なかなか来られないという方とか、既に保育所などに入ってしまって、お母様お忙しくて来れないとい

うようなきちんとした理由があるという方もいらっしゃいますけれども、まるっきり連絡が取れないとか、なかなか

来ていただけないという方も何人かおありになるようで、その方たちを中心にして保健師の皆さん方と支援センター

が共同でやっていこうということでいたしております。 

○委員長 とても今、ネグレクトというか、いろいろな心配もあったりするので、そういうふうに新年度のところで

事業をやっていただくことはいいのですけれども、もっと言えば緊急に対応も図らないといけない部分もあろうかと

思うのですけれど、そこら辺については何かされておりますでしょうか。 

○家庭教育室長 済みません。今、新聞等をにぎわしていることもございまして、家庭教育室のほうと健康づくり課、

未受診のお子さんの拾い出しをさせていただきましたところ、今のところ保育園にも入っていないし、受診も一切さ

れていないという方は把握できませんでした。ただこれは住民票により見ていったものですから、住民の異動届等を

塩尻にしていなかったり、まれに出生届等をしていない場合には、こちらでは把握しきれない部分もあるかとは思い

ます。 

○中村努委員 １６５ページの子育て支援ショートステイと病児・病後児保育、これの利用実績はどのようになって

いますでしょうか。 

○こども課長 係長のほうからお答えします。 

○こども応援係長 子育て支援ショートステイ事業の今年度の利用実績は９件、それから病児・病後児保育のほうは
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１０９件になっております。 

○中村努委員 平成２２年度予算は、これは前年並みくらいの利用を見込んでということでよろしいですか。 

○こども応援係長 前年度予算では、ショートステイにつきましては当初１１２泊を予定しておりましたけれど、実

績ですと、約１０でした。それは受け入れの松本の児童園のほうが改修工事をやっていたということと、需要がなか

ったということでかなり少なかったので、来年度につきましては減の半分の５０件相当を想定しております。松本の

児童園の改修が終わっていますので、ショートステイ棟がこれで３月完成しますので、かなり需要はふえてくると思

われます。病児・病後児保育につきましては、委託料を加えて、利用人数割で委託料になっているものですから、そ

れにあわせた形で計上させていただきました。以上です。 

○副委員長 生活保護扶助費ですけれども、景気の低迷ということでふえているということなのですけれども、平成

２１年度に受給資格を取られた方で、それから抜け出したと言いますか、脱却された方というのは何人かおられます

か。 

○福祉課長 その年度に開始してその年度に廃止、それとも今まであげていて。 

○副委員長 ええ。平成２１年度のうちに、それまで何年かやっていた方でも途中でもいいのですけれども。 

○福祉課長 廃止になった人ということですね。では担当の係長から。 

○障害福祉係長 平成２１年度中に廃止になったケースにつきましては、現在のところ３４ケースでございます。 

○副委員長 ということですと、数字の上からいくと１８４が２０９ということで、実数よりも新たにふえた方が多

いということですかね、平成２１年度においては。 

○障害福祉係長 平成２１年度におきましては、現在のところ申請件数は７５件で、開始が６２件ということになっ

ておりますので、廃止が３４件ということでありますので、微増としているところでございます。 

○副委員長 それで、受給の対象者になった方に対しては、いろいろと市のほうでも面倒をみてくれて、就職とか何

とかやっておられると思うのだけれど、そういったケアはやっておられるわけですか。 

○福祉課長 ケースになりますと、ケースワーカーがＡ、Ｂ、Ｃという、うちのほうで、所でランク付けをさせても

らいます。その中でＡケースは２カ月に１度通う、またＢ、Ｃそれぞれあるのですけれども、その中で健常者といい

ますか、お体が調子のいい人については、ハローワークだとか、それぞれの施設での就労に結びつくように指導をし

ているという状況です。国のほうからは就労支援員というものを設置するようにという話があります。その就労支援

員というのは、例えば今どうしても仕事がなくてたまたま生活保護になっている人がいるかと思います。その人をど

のようにして職に就いていただいて、自立をしていただくか、そのような支援を手厚くするようにということで、次

年度からなのですけれども、そのような支援員を配置するようにということで国のほうから言われているものですか

ら、なるべく早い時期に設置をしたいというふうに考えています。 

○永田公由委員 １６１ページの子ども手当の関係ですけれど、先ほど対象者約１万５００人という話ですけれども、

例えば外国人の方の子供さんにも支給するということですよね。現実に住民登録をきちんとされている方はいいのだ

けれど、されていない人もいるわけでしょう、塩尻市の中に何人かね。そういう人たちが、俺ももらえるのではない

かと申請に来た場合、その対応というのは大変だと思うのだよね。おそらくそれは国のほうからそういう者には支給

しなくていいというふうにくると思うのだけれども、そういったトラブルなんかの想定とか、そういったことはされ

て、検討されているわけですか。 
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○福祉課長 それぞれＱアンドＡということで、今徐々に国のほうからも整えられて、それは大体２日に１回とか３

日に１回なのですけれども、こういう時にはどういうふうにしてくださいよとか、今おっしゃったように住民登録な

されていない方はどうするのか、ＤＶで住所を伏せている家庭にはどういうふうにするのか、そのようなそれぞれで

今基準が示されているところです。多分外国人の方でそういうような方があった場合には、外国人登録をそもそもど

ういうふうにするのか、そこからになると思うのですけれども、それは手順を踏んで、なるべく支給できるような方

には支給をしていきたいというふうに考えています。 

○永田公由委員 それと、これは基本的には口座振り込み、現金給付もあるわけですか。 

○福祉課長 原則的には口座振り込みになります。 

○こども応援係長 さきほど中村委員さんの質問のほうで間違いがありましたので訂正させていただきます。ショー

トステイ事業の今年度の委託料ですが、平成２０年度の実績と今年度、工事が完了したということで、新年度につき

ましても今年度と同じ金額で予算を計上させていただきました。訂正いたします。 

○太田茂実委員 市外の保育所入所児童はどのくらいおられるわけですか。 

○こども課長 塩尻の子供が市外でお世話になっているという数でよろしいですか。 

○太田茂実委員 両方。 

○こども課長 今は手元に資料がございませんので、後ほど御連絡します。 

○こども応援係長 市外広域、外に預けている子供が現在３人おります。それから塩尻市内でお預かりしている子は、

現在はゼロです。以上です。 

○太田茂実委員 ３人で１，９００万円もかかるわけですか。１９０万円か。そういうことだね。そういう計算でい

いのだね。 

○こども課長 予算の積算とは違っておりまして、今は今現在子供がお世話になっている数を申し上げたところでご

ざいます。積算上は大体実績の数字を見ながら委託料を計上しているところでございまして、新年度では、年齢によ

って違いますけれども、全体で、そうですね、市外へは３人掛ける６カ月とかいうふうな根拠で計上しているところ

です。未満児の単価が大変高いものですから、金額としては伸してくるというふうに御理解いただければよろしいか

と思います。 

○委員長 それに関連してですけれど、市内対象施設としてあげられたところか何件か、説明資料のほうの５１ペー

ジですけれども載っていますが、こういったところに補助金を出すということは、施設の実態調査などもやった上で

出しているということでよろしいですか。 

○こども課長 認可外の施設の意味でよろしいでしょうか。そちらには、年に１回県の指導監査が入るものですから、

私どもも同行させていただきまして、いわゆる監査基準に基づいて、施設あるいは人的な対応は充足しているかどう

かは点検させていただいております。 

○金子勝寿委員 説明資料の４６ページの下から２つ目ですね。子育て支援センター事業関係で、ファミリーサポー

ト事業の充実とサポーターのスキルアップ研修の充実とありますが、サポーターは今何人ぐらいいて、あとサポータ

ーのスキルアップ研修の充実の内容についてお願いします。２点。 

○子育て支援センター所長 サポーターさんですね、ファミリーサポート事業というのは子供を預かってほしいとい

う依頼会員さんと、預かってもいいよという提供会員さん、その提供会員さんの間を取りもって支援センターが行う
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というのは、お互いの互助事業でありまして、現在サポーターさんは１２８人おります。今まで子育て支援センター

がサポーター研修ということで、１クール１０回の講座を開きまして、松本短期大学の教授の先生のお話とか、救急

法のお話とか、そういった内容のものを１０回講座を設けまして、それをいわゆるサポーターさんになっていただく

という仮の会員証のような形なのですけれども、出させていただいて、それを依頼の会員さんに御承諾いただいた上

でサポート事業をさせていただいております。スキルアップといいまして、今まで何年か前から続けてまいりました

サポーター事業なのですが、会員さんが、やはり依頼をされていない会員さんもいらっしゃいますので、一回ここで

集まっていただいて、より研修を多く積んでいただくことでスキルアップを目指していきたいと。それで豊かな会員

さんになっていただきたいと考えております。以上です。 

○中村努委員 １６９ページの母子福祉費の中の自立・就労支援推進事業ですけれど、先ほどの交流センターの事業

と似ているのですけれども違いは何なのか、この財源はどうなっているのか、教えてください。 

○福祉課長 この中の自立・就労支援推進事業なのですけれども、この自立支援教育訓練給付金というのが、ちょう

ど医療事務だとかヘルパーの２級を取るのに講座、大体９万円くらいはかかるのですけれども、その１０分の４を補

助するというもので、県費から出ています。その下の母子家庭高等職業訓練というのは先ほども御説明しましたが、

看護師だとか作業療法士になるのに学校へ通うとか、それぞれあるものですからその時の生活費をそれぞれ支給する

もので、これも県から４分の３の補助になっています。 

○中村努委員 目的は一緒だけれど、どこが違うのですか。あとでお聞きします。 

○委員長 ほかにいかがですか。済みません、私から。１７３ページの元気っ子応援事業の関係ですけれども、心理

発達相談員ということを言われたと思うのですけれども、こちらは塩尻市として、何というか、こども課に在籍して

いただいて見ていただいているのか、どこかの先生をその時お願いしてきて判定をするとか、その辺はどんなふうに。 

○家庭教育室長 心理発達に伴う検査及び判定なのですけれども、家庭教育室に臨床心理士が１人おりますので、そ

の方で対応できる時には対応いたします。ただ数が多くなりますととても対応しきれない部分がありますので、外部

へ委託というか、個人の方なのですが、同様の資格、経験のある方にお願いしている場合もございます。 

○委員長 実際にはどんなようなふうに仕事をされるというか。子供さんを自然な状態で見ていくのか、どこかの施

設で見るのかという、その辺を済みませんが。 

○家庭教育室長 一応心理発達検査をさせていただく場合には、通常の保育を見ていただくのが１つあります。それ

とプラスいろいろな検査がございます。Ｋ－ＡＢＣですとか、ウイスクですとか、そういう検査をしていただいて、

その検査から判定までしていただくというようになっております。 

○副委員長 １６９ページの、これは予算には直接関係ないのですけれども、今大変問題になっているＤＶなのです

けれども、私も少し近いところにこういう相談を私も受けたのですけれども、なかなか本人にしてみると相談してい

ってもなかなか相談に乗ってもらえない、特に警察が動いてくれないということを聞きました。警察のほうの言い分

としては、具体的な被害がない限り動けないと。結局そういう状態で常に恐怖心を抱いているような状況で、こうい

ったＤＶに、児童虐待についてもそうだと思うのですけれども、なかなか行政が家庭に、私の知っているＤＶは結婚

している２人ではなかったのですけれども、同棲している間にＤＶが発生したということであったのですけれども、

そういったところでなかなか行政がこういった問題に踏み入るのは難しいと思うし、そこへいってまた法律でしばる

ということもなかなか難しい問題だと思うのですけれども、当人にしてみれば本当に恐怖を抱いていて、あまり人に
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も相談ができないような状況もあるし、そういったところというのをこれから行政にも本当に、こういった対策事業

はやっているのだけれど、やっているけれども実際にためになっているのかなというのをすごく疑問に思うのですけ

れども、もう少し何とかできないかというような。何かが起こる前にきちんと手立てが打てないかなと。非常に難し

いと思うのですけれども、最悪の場合、この間もありましたけれども、死んでしまうというような、殺人というよう

な、発展する可能性もありますので。 

○福祉課長 ＤＶの関係なのですけど、実は４月から、これまでに大体三十二、三件、延べにしますと大体６０件く

らい御相談を受けているということがあります。中には、本当に切羽詰まって警察とともにその人を保護して、一時

保護、そのあと長野にある女性センターとかかわりを持って今保護しているという方もいます。またどういうわけか、

年末の１２月の２８日だとか、週の金曜日だとかそういう時に多く起こりまして、一緒にお話をすると大体帰りが、

警察へ行って帰ってくると次の日だとか、そういうようなことがあるのですけれども、今相談者がうちの課のほうへ

移りまして、一緒に相談に乗って、またこの方が最後納得のいくまで相談に乗って、場合によっては措置をしてとい

うふうな状況で今やらせてもらっているところです。警察のほうもこの頃やはり、今おっしゃったような声があるも

のですから、警察のほうもずいぶん以前に比べると積極的にかかわってくれているというのがあります。でも結構警

察から今こういう人がいるので来てくださいというようなことで、相談員と私と、また指導員等が行ったケースとい

うのが多くあります。そういうようなことで人の命にかかわること、また人権にかかわることでありますので、なる

べくその人の身になってこれからも相談に乗っていきたいというふうに考えています。 

○副委員長 お願いします。 

○太田茂実委員 今と関連しますけれど、今年度の家庭教育室というのは全然見ていないのだけれど、子供の虐待と

いうのはどのくらい今件数があるかわからないけれど、何て言うのかな、この間ある医療機関で私も出くわしたのは、

子供が小児科へ来て、非常に泣き止まないのですよ。そして見たら、子供を張り倒しているわけだ。これではまるっ

きり泣くのを止めるのではなくて、親まで血が上ってしまっている状態なのだけれど。そういう家庭教育というのは

予算を見れば０になっている、ほとんど見ていないのですが。そういうことはこれ、市とすれば進めていかないと。 

○家庭教育室長 済みません。平成２１年度につきましては２月までの家庭教育室、家庭児童相談員も含めた相談件

数が６３８件ございます。そのうち１人に対して１０回とか、かかわる場合もありますが、延べで児童虐待と思われ

る相談は３０１件扱っております。それで予算上出てこない部分は、私ども、ほとんど人件費でございますので、特

にこういうものが必要だということで予算上は出てきておりませんが、家庭児童相談員さんのお二人の報酬、また私

たちの給与、また教育相談員も２人おりますので、そちらの人件費等であてがわさせていただいております。それで

やはり泣き声通報等ございます。先週は夜中にございました。やはり私ども行ってお子さんを確認させていただくと

いうことが一番ですけれども、その後はまた場合によっては継続の支援、また児童相談所等への通報等を行っており

ます。 

○太田茂実委員 言いづらいけれども、親になれない親がふえているのだよね、言いづらいけれども。その辺のとこ

ろは行政の力で根気強く進めてもらうしかないかなというふうに思うのだけど。この間のありさまを見て、本当に子

供をこっちへ取りたかったけれども、私の子供ではないのでどうにもないけれど。本当にそういう状況が各地に今見

られている状態でありますので。ただそのうちはいいけれど、そのうちに食事も与えないというようなことがふえて

くる、各地にあるようですけれど、そういうふうにならないようにぜひ一つ御努力をお願いしたいと思います。 
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○委員長 ほかはいかがですか。私のほうから済みません。１６３ページで、保育園の園児の送迎バスの運行にかか

わって、塩尻東保育園、今回は対象者がないので廃止というようなことを言われておりましたが、１人もいないとい

うことですか。例えば１人いたら、送迎はあるのでしょうか。 

○こども課長 実際に１人で送迎した期間もございました。新年度につきましては、要望が１人もないという状況で、

予算のほうは計上しなかったということです。 

○委員長 それと保育園にかかわって、もう１点。直接予算とは関係ないかもしれないのですけれども、例えば保育

費やなんかで折り紙とか画用紙とかというそういうものが手当されるわけですけれども、例えば補正予算で組んで各

園に配置したと思うのですけれど、例えば加湿器なんかを配置したではないですか。ああいうような物品を選定して、

この予算でこういうふうにしようという、それはやはり現地の要望、現地というか保育園自体のこういうものが必要

なのだという声に基づいて行われているのか、こういうものが必要だということで、こども課のほうとして手当をす

るのか、そこら辺は両方あるかもしれないのですけれども、加湿器についてはどうなのですか。 

○こども課長 おっしゃるとおり、補正で空気清浄機を対応させていただきました。これは御案内のとおり、インフ

ルエンザ新型で大部拡大したということがございまして、従前、冬場の季節型のインフルエンザ等の対応は、室内の

湿度を上げるということを優先していまして、実際にタオル等を室内にかけて湿度を上げるというようなことをずっ

と各園やっていたところです。今回補正でそういった空気清浄機の機器が、いわゆるインフルエンザに対して有効性

が確認されているという点と、それからちょうど国の景気対策等もありまして、１０分の１０で一斉に配備できる。

要はどちらの保育園に行っても同じ機種を保育士が使えるというふうな利点もありまして、そこら辺も考慮して配置

をしたところです。保育園からもそういった部分では、予防対策でどんなことができるかという部分では心配する声

はあがっておりましたけれども、具体的な方法としては、こども課として空気清浄機を選定したというものでござい

ます。 

○委員長 何と言うか。保育園でお昼寝なんかしたりするのに、布団を敷き詰めるではないですか。実際に子供たち

は、ぎっしり布団が敷かれて、そういうものの機器を設置する場所が非常にかさばるというか、そこを確保するのに、

布団を敷くのに苦慮するというような、一方では声もお聞きしたのですけれども、そこら辺の実態についてはまたい

ろいろあるかと思うので、園のほうと連絡をとっていただいて、そういうものの設置は非常に有効だということでや

っているとは思うのですけれども、実情と合わせてみた時に難しい点も出てくるのではないかということもあります

ので、１０分の１０と言われれば設置したくなる気持ちも分からないでもないですけれど、ただやはり現場がそんな

に手狭でいるというような実態についても、よく把握をしておいていただきたいなというふうに思いますので、よろ

しくお願いします。 

 それでは、ほかの委員さん、よろしいですか。生活保護費含めて、民生費のところ。それでは以上、民生費に関し

ては説明をいただいたり、質問、意見等を述べさせていただいたということで、先に進みたいと思います。 

 それでは１０款教育費について。ではない。済みません。５款労働費についてお願いしたいと思います。 

○男女共同参画課長 それではお手元の予算書の２０６ページから２０９ページになります。予算説明資料につきま

しては５９ページです。まず予算書の２０７ページをごらんいただきたいと思います。説明欄の一番下でございます

が、白丸印、ふれあいプラザ運営諸経費のうち主なものを申し上げます。黒ぽつの講座託児保育士賃金でございます

が、講座の受講者で託児を希望する方の託児を行うための保育士賃金でございます。 
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次のサポート謝礼でございますが、パソコン講座の受講者のためのサポートを行う方への謝礼です。 

次の各種講座講師謝礼につきましては、この講座の中でファイナンシャルプランナー３級講座とか、秘書検定３級、

硬筆書写検定３、４級等の資格取得講座とか、それからウォーキングや料理、筆ペンなどの各種教養講座に要する講

師への謝礼でございます。 

 次、予算書の２０９ページをごらんいただきたいと思います。下から３番目の黒ぽつ、パソコン講座委託料につき

ましてですが、子育てなどで退職したあと、また再就職を希望する方などが、仕事に役立つパソコン技術を習得して

いただくためのパソコン講座に要する委託料でございます。 

その下のふれあいプラザまつり事業補助金につきましては、ふれあいプラザで講座を受講したあと、自主グループ

をつくっていただいておりますが、その活躍されている皆さんが学習成果を発表するためのふれあいプラザまつりの

助成金でございます。以上でございます。 

○委員長 それでは委員の皆さん、御質問等ありましたらお願いします。 

 では済みません、私から。こういった講座等の講師の方をお願いしていると思うのですけれど、そういう講師の選

定については何か基準とかあってされているのか、どういうふうにお願いするのか。 

○男女共同参画課長 原則的には前年と同じ内容でやっていますけれども、ただその都度私ども受講者の皆さんにア

ンケートをとっております。アンケートの中で、ことしはこういう講座だけれども、次年度はこういう新たな講座を

設けてもらいたいとか、そういった受講者の方の意見を参考にしながら、それに対応できる講師の方をお願いしてい

るというような状況です。 

○委員長 ほかには。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 それでは５款労働費について説明を受け、審査を行ったということで先に進みたいと思いますが、よろし

いでしょうか。 

 それでは１０款教育費に入りたいと思います。説明を、全部。 

○永田公由委員 分けましょう。小学校と中学校と社会教育と。 

○委員長 では分けて説明をしていただきますか。では１項教育総務から小、中、幼稚園まで。社会教育費の前まで

でいいのではないですかね。 

○永田公由委員 教育総務費と学校関係と分けたほうが。 

○委員長 あと幼稚園だけ。学校関係、小、中やって、あと幼稚園費。社会教育は別で。 

○永田公由委員 それでいいではないですか。 

○委員長 では幼稚園費まで説明をお願いいたします。 

○教育総務課長 説明の前にお願いしたいと思います。先ほどお配りしました歴代市教育委員の名簿の中の中間くら

いに矢ヶ崎敬一郎さんという方がおいでになるわけですけれども、けいの字が拝啓の啓で、間違っております。何し

ろ少しでも早くということでつくったものですから大変申し訳ございません。よろしくお願いします。またもしある

ようでしたら御指摘いただいて、よろしくお願いします。 

 それでは御説明に入らせていただきたいと思います。それではまず予算書２７２ページ、２７３ページ、１目の教

育委員会費から御説明を申し上げます。内容については、説明欄を中心に御説明をさせていただきたいと思いますの
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でよろしくお願いします。一番最初の委員報酬でございます。教育委員会の委員報酬４人分でございます。３６２万

円余でございます。 

また、下の次の部分でございますけれども、教育委員会諸経費ということでございまして、転退職員記念品代、ま

た交際費、また車借上料というところまでそれぞれの項目がございます。トータル３５万７，０００円ございますけ

れども、一番最後の黒ぽつ、自動車等借上料については校長等の着任式のそれぞれの学校へ行かれる方のタクシー代

４万５，０００円ということになります。 

また、前後して申し訳ございません。費用弁償につきまして、上から２つ目のぽつでございますけれども、教育委

員の視察の費用弁償、また女性教育委員会教育委員の研修費の部分等々含めて１２万１，０００円の計上をさせてい

ただいているところでございます。 

また教育委員会の負担金ということでございます。２６万２，０００円でございまして、会議出席負担金また上部

団体への負担金でございます。上部団体につきましては、県、市町村教育委員会連絡協議会、また県の都市教育長会

議だとか、そういう部分も計上させていただいておりますのでよろしくお願いします。 

続きまして教育委員会補助交付金ということでございます。それぞれ私学学校、高等学校に対する補助でございま

す。４５０万円１，０００円を予算計上させていただいたところでございます。内訳といたしましては、一番上の黒

ぽつ、私立高等学校運営費補助金ということでございまして、２４４万円。これにつきましては都市大学塩尻高等学

校に対する１００万円、また生徒割で一人あたり３，０００円の４８０人ということでございます。これについては

松本市内、また私立高等学校全ての塩尻市内から通う生徒を対象とさせていただいております。 

また２つ目のぽつ、私立高等学校設備費補助金でございます。これにつきましては、大規模の施設改修の補助金と

しまして、都市大学塩尻高等学校ということで２００万円を予定しております。 

また各種学校の運営費補助交付金ということでございますけれども、これについては笠原学園に対する６万１，０

００円ということでございまして、これは固定資産税及び都市計画税の税額の合計の２分の１ということでございま

して、６万１，０００円を計上しております。 

 また、事務局費についてでございますけれど、事務局費で教育長給与費１，２７１万２，０００円でございます。

そこに記載させていただいているとおりでございますのでよろしくお願いしたいと思います。 

また職員給与費につきましては、一般職員また一般職員の手当含めての部分でございまして、この中で生徒指導コ

ーディネーター、ことし新たに設置するという部分の臨時職員給与費も、この中で賄わせていただくということでご

ざいますのでよろしくお願いします。 

一番最後の教育委員会事務局諸経費についてでございまして、４６０万円余でございます。この中の学校評議員謝

礼ということでございまして、一番上の黒ぽつでございます。一応、１校１２人以内ということで、平均８人くらい

ということでございますけれども、これに対する部分で６１万６，０００円を計上させていただいております。 

ページをおめくりいただきまして事務局費の中でございますけれども、下がって９番目くらいになりますけれども、

傷害保険料２１万４，０００円という項目があるわけでございます。これについては、学校支援ボランティア傷害保

険としまして３５０円の単価のものを、学校支援ボランティアの皆さん５８０人の基本料をもって計算をさせていた

だいております。 

またその下に生徒健康管理検査委託料というものがございます。これにつきましては、以前に西小学校においてハ
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ウスシックと言いますか、その部分で傷害というか受けた方が今まだ通っておる方が、東京まで行って通っておる方

がおりまして、これにかかわる医療費部分ということで、症状的にはお医者さんの診断書を私どもも見させていただ

いておりますけれども、継続検査が必要という部分で、どこがどうだという部分が具体的なものは書かれておりませ

んけれども、今高校生になってだいぶ良くなっておられるということでございますけれど、その部分に対する２万円

でございますのでよろしくお願いします。自動車等借上料、２つ下がりましてございますけれども、５０万２，００

０円。これは教育長車のリース代でございます。 

また白丸の教育委員会事務局負担金でございます。４５万円ということでございますけれども、会議出席負担金、

それぞれ関東地区の都市教育長会議等々の会議負担金２万７，０００円ということでございますし、続きまして２つ

目のぽつでは、公立学校施設整備期成会負担金ということでございます。これにつきましては、平成２１年度広丘小

学校の耐震、また西小の太陽光の部分等々で、事業費に対して負担割合が千分の０．４５ということで定められてき

ている部分でございます。これについて１４万円の計上をさせていただいております。また給食運営委員会負担金等

については、これは給食展等で計上されている経費でございます。 

 １つ下がりまして教育相談研究事業ということでございまして、これにつきましては、教育センターにおいての学

校また学校運営にかかわる諸施策また指導等を行う部分でございまして、中間教室の職員を含めてそれぞれ人件費を

計上させていただいているところでございます。またちょうど中程に黒ぽつで講師謝礼という部分がございますけれ

ども、ポルトガル語等の日本語学習を行うための講師謝礼ということで３５万円を計上させていただいております。 

ページおめくりいただきまして２７６、２７７ページ、やはり事務局費の中でございます、スクールバス運行費と

いうことでございます。３，４８０万円余の支出をいたしております。現在市内ではシルバー人材センターに委託し

ている両小野関係のスクールバス、また民間にお願いしている、松電にお願いしている、現在お願いしておりますス

クールバス、また楢川地区で運行しております大新東にお願いしている、３本の運行形態がございます。これにかか

わりまして下から３つ目でございますけれども、運行委託料としまして３，２５８万円余ということでございます。 

運行委託料のすぐ下にございます自動車等借上料につきましては、楢川地区のスクールバスの借上料で、昨年でご

ざいましたか、１台、子供たちが乗れないということで乗せさせていただいている部分のリース料、借上料でござい

ます。 

続きまして結核対策事業ということでございます。結核は大部減っておるわけでございますけれども、症状のある

子供等々も出ておりまして、１００万円余の支出をさせていただき、結核対策委員さんの報酬また医師報酬、またお

いでいただく時の費用弁償等々を計上させていただいております。この中でも下から２つ目の消耗品でございます。

ツベルクリン３０人分ということで計上させていただきまして、精密検査料ということで使わせていただいています。

また、その下には精密検査料ということでございまして、３０万７，０００円でございまして、再診料またＸ線の検

査料、血液検査等の部分で５０人弱の人数を積算させていただいております。 

続きまして教育センター情報教育推進費ということでございまして、９９０万円余でございます。この中でパソコ

ン保守点検委託料ということでございまして、教育センターにパソコンまたサーバー、市内１４校の機器類とつない

でいる部分がございます。これにかかわるネットワークの保守管理についての委託料でございまして、２８３万５，

０００円ということでございます。また１つ飛びまして、パソコン等使用料ということでございまして、教育センタ

ー内で使われているＣＩＡの研究室、またパソコンがございます。そちらでの研修用のパソコン使用料等含めての６
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３２万７，０００円ということでございます。 

○子育て支援センター所長 済みません。続きましてまなびサポート事業３，６２２万５，０００円でございます。

特別支援教育の充実を図るため、生活支援及び学習支援を実施することによって、学習環境づくりを進めることを主

としております。主なものとしましては、特別支援講師の報酬１１人分、教育相談員報酬の２人分、それに伴う社会

保険料等になります。以上です。 

○教育総務課長 ページおめくりいただきまして２７８、２７９ページでございます。教員住宅管理諸経費でござい

ます。１，０００万円余の計上をさせていただいているところでございます。現在公営の教員住宅につきましては５

９戸がございます。これの維持管理にかかわる部分と、下から２つ目の黒ぽつでございます、教職員住宅借上料とい

うことで、民間の住宅もお借りしながらということでございまして、９９０万円余の支出をさせていただいていると

ころでございます。 

○人権推進室長 続きまして４目の人権教育費でございます。２つ目の白丸、社会人権教育推進事業でございますが、

人権教育講師謝礼２６万６，０００円。これは主に各地区の分館での人権学習会の講師謝礼でございます。それから

真ん中ほどから電話料、消防設備点検委託料、施設整備点検委託料、集会所管理委託料、これらにつきましては原口

集会所のそれぞれの諸経費でございます。下から２つ目の黒ぽつ、分館人権学習会・地区推進会議補助金につきまし

ては、各地区での分館人権学習会また各地区での人権教育の推進会議への補助金１０地区分でございます。 

一番下、企業人権教育推進連絡協議会負担金４万円でございますけれども、現在９８社が加入しております塩尻市

企業人権教育推進連絡協議会の活動のための負担金でございます。以上です。 

○教育総務課長 それでは２８０、２８１ページをごらんください。学校施設集中管理費ということでございまして、

今５人の集中管理、学校の用務員さんがいなくなったという時期から集中管理方式に変更して現在に至っているとい

う部分でございまして、その皆さん５人分の人件費１，２００万円余の計上をさせていただいたところでございます。 

またその下の白丸でございますけれども、学校施設集中管理事業といたしまして、それぞれこの集中管理事業を運

営するにあたっての事業費でございます。１，３８０万円余でございます。ちょうど中程に学校管理委託料１，０３

０万円余というような金額がございます。こちらにつきましてはシルバー人材センターへ委託している部分でござい

ます。１日４時間ということでございまして、早朝子供たちが午前６時台の時間、７時に近い時間ですね、早くに行

く。また、先生方まだ来ていない、外で待っていなければいけないという部分がございます。かぎ開け、また外の門

扉等がある場合にはその開ける等、草刈り等々、雪かき等々をお願いする部分でございまして、各学校へ１人ずつ配

置をさせていただいている部分の委託料でございます。 

 続きまして一番下にございます丸、（仮称）校外学習センター整備運営事業ということで、２，１５３万円の計上を

させていただいております。まず人件費といたしまして２１７万７，０００円。３人分の臨時職員ということで、今

現在計上させていただいております。おおむね今予算をお認めいただいた中で、もし順調に進ませていただくことに

なれば、７月ぐらいにはオープンをさせていただけるところでございますので、それからの運営にかかわる人件費と

いうことでございます。また講師謝礼については大学教授等にお願いいたしまして、子供たちへのプログラムを、科

学体験プログラム等を実施したいというもので１５万円。また打ち合わせ等にかかわる職員旅費６万８，０００円。

また、お近くの大学教授をお願いするということになりますと、車代ということで５万９，０００円の費用弁償とい

うような部分で計算をさせていただいております。また消耗品につきましては、事務的な消耗品、また施設のトイレ
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ットペーパー、また営業許可等にかかわる印紙代等を計上させていただいておるところでございます。 

ページをおめくりいただきまして、印刷製本費で２０万円ということでございまして、プログラム実施にあたるた

めのチラシ、また施設にかかわるチラシ等の制作代等でございます。電気料につきましては、この施設を運用してい

くにあたっての電気料、また上下水道料についても同様でございます。営繕修繕料につきましては蛍光灯、それぞれ

調理器具等が、もし壊れれば、壊れていればということで計上を５０万円を見込ませていただいてございます。また

施設の中にピアノがございまして、ご自由にお使いいただきたいという部分でございまして、このピアノ調律手数料

としまして１万６，０００円を計上させていただいております。また消防施設点検委託料ということで２２万円とい

うことで、不特定多数が泊まる施設ということで想定を今、させていただいておりますので、旅館業法ということも

含めて２２万円の計上をさせていただいております。自動車等借上料につきましては、通学合宿等 に々使うというこ

と、当面９回くらいの通学合宿を行うためのバス代１回６，３００円ということで計上をさせていただいております。 

また工事の改修費につきましては１，４００万円余の計上をさせていただいておりまして、おおむねできるだけ圧

縮した形で、目に見えない部分もございますので１，４００万円余を計上させていただきました。また施設等の補修

材料費については採石等、また一部塗料等を計上して、購入していくというような部分で考えております。また備品

購入費につきましては、プリンタだとかファックス等々の備品購入費ということでございます。また防火管理者講習

会１万５，０００円、また旅館組合へ加入するというような部分で負担金として３万２，０００円。下水道の使用等

負担金ということで２１万円を計上させていただいているところでございます。 

 続きまして２８３ページの一番下段でございます。小学校費の中で学校医等報酬ということでございまして、子供

多ちの健康診断を行っていただく先生方、薬剤師等々の皆さんに対する報酬部分でございまして、６１１万円余でご

ざいます。また続きまして次の黒ぽつでございます。嘱託員の報酬８人計上してございます。２，２００万円余の計

上でございますけれども、各学校への臨時、また市で抱える職員の人件費を計上させていただいております。 

白丸の小学校管理諸経費は、これについては９校分の臨時職員ということで、学校事務の職員３人、また学校図書

館の事務職員ということで８人を臨時職員として計上させていただいております。 

ページおめくりいただきまして２８４、２８５ページでございます。２つ目の黒ぽつでございます。就学時健康診

断謝礼ということでございまして、８２万８，０００円の計上でございます。１万８，０００円の単価でお医者様に

対して４６人の方にお願いして、就学、入学前の健康診断をお願いしているところでございます。本年度につきまし

てはインフルエンザ等で子供がお休みとか、いろいろな問題が起きる中で、何とか就学前の受診が終わったというこ

とでございます。また入学・卒業記念品代としまして、入学につきましては６３０人、また卒業については６７０人

を予定しているということでございます。転入関係も想定しておりまして、６３万円余の計上をさせていただいてい

るところでございます。消耗品につきましては、小学校の各校にかかわる消耗品１，５００万円余の計上をさせてい

ただいております。食糧費につきましても同様に９校の部分で１７万１，０００円を計上させていただいております。

印刷製本費につきましては２２０万円余の計上をさせていただいておりまして、社会科の読本、また学校保健室にか

かわる諸帳簿部分の印刷製本でございます。学校それぞれの電力料また上下水道料３，０００万、また下水道につい

ては５，５００万円を計上をさせていただいておりますのでよろしくお願いします。備品についても９校分の備品修

繕料でございます。また１つ飛びまして電話料がございます。その中にはそれぞれ被災時緊急用の携帯分の電話料と

固定電話料の固定電話、それぞれを含めての９校分３４５万円ということでございます。またクリーニングにつきま
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しては、各学校のカーテン等をクリーニングする部分、基本的に執行させていただいているものでございますし、次

の汚物汲取料については、野外にある便所またはグリストラップ、給食室から出るグリストラップ等の汚物の汲取料

でございます。検査手数料といたしまして計上させていただいている８４万２，０００円でございますけれども、簡

易水道の検査料また水質検査等の部分でございますし、それぞれ健康にかかわる部分の検査手数料ということでござ

います。また児童健康管理検査料ということで、これは本当の子供たちの体の部分でございまして、ギョウ虫検査、

また尿検査、心電図、血液検査等含めての４８０万円余の計上をさせていただいております。 

その下には教職員の健康管理費としまして、結核の検診のレントゲン、また心電図、血液検査、最近はやりの胸囲

測定、また尿検査等々含めて１２０万円余の計上でございます。また１つ飛びまして、管理責任賠償保険料がござい

ます。これについて全国市長会の災害賠償保険に加入しているということでございまして、単価１００．８円の３，

８００人余を計上させていただいているものでございます。１つ飛びまして、清掃委託料でございます。これについ

ては高窓等の清掃委託をお願いするものでございます。２００万円余の計上を、それぞれ小学校９校分をお願いする

ものでございますし、２つ飛びまして環境整備委託料がございます。２２７万３，０００円がございますけれども、

これについては樹木の消毒。最近温暖化の中、だいぶアメシロもふえてきているという中での、できる限り手取り、

または枝切りばさみでのせん定をお願いしているところでございますが、なかなか難しい部分がございまして、２２

０万円余の計上をさせていただいております。その次の薬品等処理委託料についてでございますけれども、理科室等

で使われる劇薬または塩酸だとか、それぞれございます。これにかかわる処分費、各校ごとの部分で１５万円を計上

させていただいております。また、自動車等借上料が３つほど下にございますけれども、２１万６，０００円でござ

います。子供たちが、小学生でございますけれども、学校でのけが等ございまして、医者に対する搬送をするための

タクシー代ということで計上をさせていただくものでございます。 

また１つ飛びましてパソコン等使用料がございます。事務室にかかわる１８台のパソコン使用料ということで４０

万４，０００円。保守管理を含めてということであります。また下から３つ目でございます。ＡＥＤ使用料というこ

とでございまして、平成２１年に小学校に全て配置済みになりました。３９万７，０００円ということで、１１月リ

ースで今現在おかげさまで使わないでいるという状況でございますけれども、あって安心という趣旨でございます。 

また備品購入費につきましては、校用備品ということで３９０万円余の計上をさせていただいているところでござ

いますし、一番下につきましては、机・椅子の新規購入費ということで８６万１，０００円を計上させていただいて

ございます。 

 また２８６、２８７ページの説明欄でございます。上段でございますけれども、小学校の施設営繕費でございます。

９校分にかかわる部分でございます。これについて６７０万円余の計上をさせていただいております。 

小学校の負担金についてでございますけれども、これにつきましてはそれぞれ負担金がございます。２，３８４万

２，０００円ということでございまして、中でも一番大きなものは辰野町塩尻市小学校組合負担金ということで１，

８００万円余の計上をさせていただいております。また小学校の補助交付金ということでございます。特別行事等補

助金として２３０万円余。以下ここに記載のとおりの部分でございますけれども、下から２つ目のぽつに総合的学習

補助金がございます。総合的学習として２９万４，０００円を９校に対して、またユーザーづくり、ユーザー視点に

基づいたものづくりということで、昨年広陵中学でモデル校としてやりました。今回小学校に１校ふやしていきたい

という部分でございます。子供たちが何をどうしよう、あなたがほしいということでつくってあげようという話し合



 49 

いを持ちながら、今後の焦点を定めながら行っていくということでございまして、トータルの部分の補助金額で３２

５万３，０００円ということでございます。 

また続きまして、学校安全支援事業ということでございまして、予算説明資料４９ページの上段になりますけれど

も、消耗品としてのブザー、また各校に設置されてあります防犯カメラの修繕関係の部分を含めて、物品の関係含め

てございます。それぞれ地域見守りシステム運用委託料につきまして業務委託をしまして、中継器６２５台というこ

とで現在あります。子機も、現在おおむね５００台というような部分で、新１年生もお申し込みいただいているとい

うことでございます。緊急防犯システム借上料については先ほど保育園のほうでも御説明させていただいたとおりで

ございまして、９校に対して警察等の直接連絡という部分で計上させてございます。 

小学校英語活動サポート事業ということでございまして２，１００万円余の事業費を計上させていただきます。内

訳といたしましては、嘱託員報酬５人分ということで国際理解講師１，４００万円余の給与をお支払いさせていただ

くという部分でございます。また消耗品費につきましては８万６，０００円でございますけれども、英語を指導する

にあたっての補助教材の部分でございます。また外国語指導助手配置事業委託料ということでございまして、これに

つきまして４９０万円余、お一人でございますけれども、外国の英語指導助手派遣経費としまして、今現在平成２１

年度につきましてはアクティブから一人派遣をいただいて４９０万円ということでございます。また異文化交流体験

事業委託料ということでございまして、これは新たな名称になっております。今までワークキャンプという名称の中

で行っていた２５万円の部分でございます。 

○こども課長 一番下の放課後児童教室運営諸経費につきましては、臨時職員賃金が主なものでございます。以上で

す。 

○教育総務課長 ２８８、２８９ページをごらんください。教育振興費、教育振興諸経費でございます。２，０００

万円余の支出をさせていただくというものでございます。これにつきまして、２つ目の自動車等借上料につきまして

はサイトウキネンフェスティバル等へのバスの運行関係でございますし、幼保小連絡会にかかわるバス代も含めて借

上料を計上させていただいております。また、図書購入費につきましては児童図書、また教員図書含めての４００万

円ということでございますし、教材備品購入費については９校分についての教材部分ということでございます。 

 また教育振興扶助費につきましてでございますけれども、先ほど生活保護の関係でも御論議いただいたところでご

ざいますけれども、年々増加傾向という部分でございまして、就学援助費としまして、小学校部分におきましては特

別支援含めて１，９００万円余の計上をさせていただいているところでございますのでよろしくお願いします。 

また小学校の情報教育推進費でございまして、７，６００万円余の支出でございまして、電算機器使用料で、パソ

コンが４９４台、周辺ソフトまた周辺機器含めての部分でございまして７，５００万円余の支出ということでござい

ます。新学習指導要領の対応事業ということでございまして、消耗品につきましては理科教材等の購入費、また教材

備品の購入費含めて４７０万円余ということでございます。 

 続きまして給食施設費ということでございます。これにつきましては、嘱託員報酬、調理員等の人件費でございま

す。また職員給与につきましても各学校に配置されておる職員、給食関係職員についての人件費を計上させていただ

いております。給食運営事業諸経費についてでございますけれども、一番最初の黒ぽつにつきましては臨時調理員賃

金ということでございまして、代替パート勤務含めてアレルギーパートの金額、それぞれ小学校４校分の部分を計上

させていただいている部分でございます。また消耗品につきましては、給食食器の購入等々、ボールだとか、これに
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ついての計上をさせていただいております。６００万円余でございます。燃料費につきましては給食にかかわる燃料

費を計上、１，２００万円余ということでございます。 

また、２つほど下がりまして運搬料がございます。これにつきましては、パンの運搬またソフト麺の運搬等の各校

の経費として６４万１，０００円を計上させていただきました。また給食調理室の清掃委託料でございます。１７０

万円余でございますけれども、これにつきましては給食室のバーナー等の上にあるダクト等の清掃、天井裏配管等の

清掃についてのものでございます。また黒ぽつの下から２つ目、職員検便委託料ということでございまして、健康管

理また細菌検査等含めての検便の部分でございまして、６７万９，０００円ということでございます。６９人分を計

上させていただいております。また食品検査委託料につきましては、食品またテーブル等の調理検査等を含めての９

校に対して１０回分ということで計上をさせていただいております。 

ページおめくりいただきまして２９０、２９１ページでございます。２つ目の備品の購入費につきまして、各学校

の給食調理備品の購入にかかわる部分でございます。 

 また続きまして広丘小学校の建設費でございます。これにつきましては広丘小学校屋内運動場の改築事業というこ

とでございまして、昭和４７年築ということでございまして、予算説明資料４９ページの中段に記載させていただい

ておりますけれども、それぞれ今年度、失礼しました、来年度着工して、平成２２年度末の小学校の卒業式には間に

合わせたいという計画の中で、４億２，９００万円の建設工事費をもって行っていきたいということでございます。

また旧体育館については、平成２３年度取り壊していくというような計画を進めているところでございます。 

 また、５目の宗賀小学校建設費ということでございます。宗賀小学校の大規模改修事業ということで４３７万円の

計上をさせていただいております。これにつきましては来年度設計委託を行いながら、大規模改修に向けた、老朽化

した部分またトイレ改修、太陽光等の実施設計を行っていく部分でございますので、よろしくお願いします。 

それでは続きまして中学校費になります。２９２、２９３ページでございます。予算構成につきましては、小学校

費とほぼ同様の構成になっております。学校医等の報酬につきましては、先ほども御説明させていただきましたけれ

ども、学校医また学校薬剤師等を含めて１，８００万円余の支出をさせていただくことになりますけれども、先ほど

もお話させていただいたとおり、嘱託員報酬につきましてはこれは養護また加配の講師の関係の２人分の部分でござ

いますし、３つ目のぽつでは外国語指導助手、ＪＥＴからの２人分の７００万円余の支出をさせていただく部分でご

ざいます。 

また白丸の中学校管理諸経費についてでございます。臨時職員賃金、一番上の黒ぽつでございますけれども、学校

事務職員２人、また学校図書館職員をそれぞれ５人配置する部分の人件費等々８２０万円余でございます。 

また２つ目の臨時職員作業賃金につきましては、雑益関係の作業また営繕関係の作業、庭師関係というような部分

で計上をさせていただいております。 

また１つ飛びまして外国語指導助手謝礼ということでございますが、退職記念品ということで１万円を計上させて

いただいてございます。ＪＥＴ職員がことしの７月末で退職するということでございます。 

また消耗品、２つほど下がりまして消耗品でございますけれども、８８３万３，０００円ということでございます。

これにつきましては、教室内の化学物質の濃度検査表、また学校保健にかかわる部分等々の、また消化器、消火栓ホ

ース等々の消耗品等を買いかえるための経費になって、計上させていただいてございます。 

大分下がってまいりまして、先ほど傷害保険料、失礼しました、生徒管理の関係でございまして、ちょうど３分の
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２ほど下になりますけれども、生徒健康管理検査料４３５万円がございます。これにつきましては、中学生の健康管

理を行っていくための経費でございまして、尿と心電図、血液検査というような部分でございますし、教職員の部分

については、先ほど申し上げましたとおりでございます。 

また３つ下がりまして、管理責任賠償保険料ということでございまして、これについて１９万７，０００円でござ

いまして、先ほど小学校でも同様でございますけれども、１，９５０人分の保険料ということでございまして、１人

１億円また１事故１０億円、財物につき２，０００万円という賠償限度の中で入らせていただいている部分でござい

ます。また消防設備点検委託料につきましては、消防にかかわる検査委託を民間業者にしていく部分でございまして、

１７３万円余でございます。 

ページおめくりいただきまして一番最初のぽつでございます。２９５ページの一番上のぽつ、外国語指導助手配置

事業委託料ということでございまして、３人の英語の指導助手をアクティブから派遣、市のほうに派遣していただく

ための部分でございまして１，４００万円余の計上をさせていただいております。４つほど下がりまして放送機器使

用料という部分でございます。これについて１９４万８，０００円がございますけれども、これにつきましては、そ

れぞれの中学校にある放送機器、体育館また校内放送設備関係の借上分の使用料という部分でございます。先ほども

ございましたがＡＥＤについては５台でございまして、３８万２，０００円ということでございまして中学校に配置

されているものでございます。 

また机・椅子等の購入については体型にあわせた机、いす、また壊れた部分の補修ということで６２万１，０００円

の計上をさせていただいております。また学校の施設の営繕費でございますけれども、３７３万２，０００円の計上

をさせていただいておりまして、おおむね営繕修繕料７０万円の５校というような部分で３３２万５，０００円とい

う部分で予算化をさせていただきました。あと補修材料費ということで４０万７，０００円を予算化してございます。 

中学校の負担金についてでございますけれども、研究協議会負担金の１２４万円余ということでございます。東筑

摩校長会だとか、それぞれ教頭会、また特別支援に関係する連盟の負担金、学校保健会等々の負担金を盛って１２０

万円余でございます。また塩尻市辰野町中学校組合負担金としまして、４，２４９万９，０００円の計上をさせてい

ただいている部分でございますし、学校災害共済給付掛金負担金ということで９４５円、１，９００人分、１８４万

円余を計上させていただいております。 

また一番下の黒ぽつでございます。自治体国際化協会負担金、通称ＪＥＴといわれる部分でございまして、外国人

の英語指導助手を派遣いただいている団体でございます。これに対しての都道府県、政令指定都市が正会員として負

担金をいただき、市町村につきましては特別会員といたしまして一人７万２，０００円の、今現在負担している部分

でございまして、この中学校２人ということでございまして、１４万円余、またそれと渡航費用ということでござい

まして、２０万円の２人分ということで５４万４，０００円という計上になっております。 

 中学校補助交付金ということでございまして、それぞれ特別行事から総合学習までございます。４８０万円余の支

出をさせていただいております。特別行事等の補助金につきましては、校外活動の引率また下見等にかかわる経費、

また特別支援の学級キャンプ、社会見学等の経費等々を計上させていただいているところでございますし、先ほども

御説明いたしましたけれども、総合学習のものづくりということでユーザー視点のものづくり１８万円、中学校昨年

は１校ございましたけれども、来年度は２校行っていきたいということで、１８万円掛ける２校を計上させていただ

き、トータルで１０８万円余の支出をさせていただいいるところでございます。 
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 続いて学校安全支援事業ということでございまして、緊急防犯システム借上料という部分でございます。これは１

００万円余の支出でございまして、これにつきましては先ほど来、御説明しております、教室で何か暴漢者等が入っ

た場合に、スイッチを押せば警察等に直行でつながるというような部分でございます。 

 また教育振興諸経費についてでございます。予算説明資料５０ページの上段にございます。ごらんいただきたいと

思いますけれども、本会議の中でも御説明させていただきましたように、消耗品としてＱ－Ｕアンケートを初めて取

り入れていきたいというものでございます。楽しい学校生活を送るためのアンケートというふうに申しているもので

ございまして、これについて予算計上をさせてもらうところでございます。また自動車等借上料につきましては、サ

イトウキネンフェスティバルのバスの参加等、小学校と同様でございます。 

申し訳ございません。消耗品についてのＱ－Ｕアンケートについての部分でございますけれども、アンケートにつ

いては、診断料含めて約３３０円ということで、６６０人分を計上させていただいております。 

ページをおめくりいただきまして、２９６、２９７ページでございます。教育振興扶助費ということでございまし

て、就学援助費にかかわるもの１，４００万円余。また特別支援にかかわる部分で１５３万円余の計上で、トータル

で１，５００万円余を計上させていただいているところでございます。昨年につきましては、本年度末で今予想がご

ざいますが、現在は１８８人が今該当になっているということでございます。また特別支援にかかわる部分で、金額

では平成２１年度末２１人というふうな状況でございます。まだ若干日にちがあるものですから、飛び込みはまずあ

り得ないかと思いますけれども、まだ変動する要素はございますのでよろしくお願いします。 

中学校の情報教育推進費についてでございます。電算機器使用料としまして３，９００万円余の計上をさせていた

だいたところでございます。これにつきましては、やはりパソコン２６７台、周辺機器またプログラム等の部分を含

めて３，９００万円余、保守点検含めての部分でございますのでよろしくお願いいたします。 

また新学習指導要領対応事業としまして２３４万円余の計上をさせていただいているところでございまして、消耗

品については小学校と同様、理科の教材等を計上させていただいている部分でございまして１３４万円余。また教材

備品購入費としまして、やはり理科の関係で１００万円を計上させていただいております。 

中学校費の給食施設費についてでございます。給食に関しましては嘱託員報酬としまして７人分、職員給与費とし

まして１１人分を計上させていただいているところでございます。また給食運営事業諸経費について２，５００万円

余の計上をさせていただいているところでございますけれども、一番上の黒ぽつ臨時職員賃金につきましては代替え、

またパート職員の給与でございます。消耗品につきましても、小学校同様お皿等の買いかえで計上させていただいて

いるところでございますし、備品修繕料につきましては、それぞれの備品関係の修繕関係を計上させていただいてお

ります。また給食調理室清掃委託料についてはやはり先ほど同様、天井裏のダクト、換気フード等 の々清掃というこ

とでございますし、一番下の備品購入についても老朽化している備品が大変ふえてきておりまして、計画的な購入を

していくということでございまして、６００万円余を計上させていただいているところでございます。以上です。 

○こども課長 次のページ、２９８、２９９ページをお願いします。４項１目の幼稚園費２，５７８万７，０００円

でございますけれども、私立幼稚園の円滑な運営を促進するとともに保護者負担の軽減を図るため、市内の児童が通

園する市外の幼稚園を含めて補助するというものでございます。 

最初の点でございますが、私立幼稚園運営費補助金６１８万円は市内の幼稚園３園に、定額補助に加えて園児割で

ございます。また市外の幼稚園７園に園児割のみの補助をするものでございまして、児童数では４２０人を見込んで
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いるところでございます。 

次の中点、私立幼稚園就園奨励費補助金１，９３０万７，０００円でございますけれども、保護者の所得状況また

通園児童数に応じて補助をするものでございます。対象となります児童数は２４５人を見込んでおります。以上です。 

○委員長 説明を受けたところで、今午後４時少し前ですが、午後４時１０分まで休憩といたします。 

午後３時５８分 休憩 

――――――――――― 

午後４時０９分 再開 

○委員長 それでは休憩を解いて再開いたします。質疑を行いますが、１項教育総務費から行いたいと思いますので

お願いします。委員の皆さん、質問ありましたらお願いいたします。 

○金子勝寿委員 ２７７ページのスクールバスの運行について、予算と関連がないのですが、ちょうど私どもの東地

区で、東山、みどり湖関連で、朝、バス２便出していただいて誠にありがとうございます。午前７時台の一番早いの

で降りていって、２番目のバスが定刻よりも早く行くことが最近多いというふうに言われまして、その辺確認等を含

め、定時運行をお願いしたいと思います。 

○教育総務課長 せっかく学校に行くつもりになっている子供を待たずにバスが行ってしまったと、それは大変申し

訳ない話になってしまいますので、松電のほうとも時間厳守でいきたいということで、再度徹底させていただきます

のでよろしくお願いします。 

○副委員長 ２７９ページの社会人権教育費の、毎年購入されている人権教育ビデオというところでありますけれど

も、デジタル化されているわけでして、ビデオで購入ということですか。媒体は何ですか。 

○人権推進室長 ＶＨＳのビデオテープです。今はもう、ＣＤとかＤＶＤとかそういうのも主流になってきています

ので、そろそろそういうものに変更していこうかなと思っています。 

○副委員長 ビデオのライブラリもかなりふえていると思うのですけれども、来年度には地デジ化ということで、機

材のモニターのほうはデジタル化されてしまうので、ＤＶＤかブルーレイかに変えなくてはいけないと思うのですけ

れども、以前あるものもそういったデジタル化していただいておく必要もあると思うのですけれども、そういったと

ころは対応する予定ですか。新たにやるとか。 

○人権推進室長 うちのほうはビデオテープだけを購入いたしまして、あとは貸し出しをしまして、各分館でその機

械のほうを対応していただいておりますけれども、ないところはこちらの総合文化センターのほうにあるテレビデオ

ですかね、そういうものをお貸ししているのですが。それだとずっと今のところ見られるのですけれども、そういう

ことも考えられますので研究してまいります。 

○副委員長 おそらくビデオというものは、これからはほとんどの家庭でも使えなくなるということだし、モニター

もデジタル化ということで、ビデオから普通の、アナログのテレビは使えるけれども、その間に交換の機械を入れな

いと見えないという状況になりますので、そういったことも注意をしながら、こういった大切な資料ですので、無駄

にならないような形で先に手を打ったほうがいいと思うのですけれども。実際にビデオとかの収録したのもあるわけ

ですよね、これ。購入予定のものについて、ことし。ビデオのもあるし、ＤＶＤのもあるし、ブルーレイもあるわけ

でしょう。 

○人権推進室長 ＤＶＤはまだ全然ありません。 
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○副委員長 元から出ていないということですか。 

○人権推進室長 出ておりますが、うちのほうで購入したものはないということです。 

○副委員長 だからことし、平成２２年度に購入しようとするものに対して、ＤＶＤに変えていこうという考えはな

いのですか。 

○人権推進室長 それも今考えておりますので。 

○生涯学習部長 来年度からは、うちは資料を収集ということでございますので、来年度からはＤＶＤということで、

そろえていきたいというふうに考えております。 

○副委員長 なるべく、大切な資料だと思いますので、今後も使えるような形で、以前のものはビデオで、もう使え

ないからということで放っておくのではなくて、デジタル化ということもできると思いますので、その点もまた検討

してみてもらいたいと思います。 

○永田公由委員 ２７３ページの教育委員会の諸経費の中で、自動車等借上料、これ金額的には非常に少ないのです

けれども、監査委員の中からも何回か指摘をさせていただく中で、いわゆる校長先生の送り迎えというか、就任式で

すか、着任ですか、その時に使うタクシー云々の費用という説明を受けた時に、今までの流れの中でずっとやってき

ているのだけれども、こういったことは本当に必要かどうかということを再度議論してもらいたいというようなこと

も指摘をしたことが、監査委員会の中であったと思うのですけれど、その辺についてはどんな検討をされたのですか。 

○教育総務課長 まず私ども、確かに指摘を受けております。以前に受けさせていただいたのは、黒塗りがズンズン

並んで大変何か異様な雰囲気ではないかというような御指摘をまず受けて、昨年からは通常タクシー、配車が黒しか

ないような場合には別ですけれども、通常のタクシーで配車をさせていただいて、学校へお送りするという今方式を

とらせていただいております。それで何しろ、あの日の朝というのは大変スケジュールが混んでおりまして、本来、

校長先生自分で運転していけばいいではないかという気持ちにはなるのですけれども、それぞれ赴任なされた先生は

教育委員が随行して、御紹介をしながら学校へ入っていただくという今までのしきたり、習わしの中で動かせていた

だいております。校長先生が直接運転しても、気が焦って事故等につながるという部分もございますし、その辺を含

めて一応今、タクシーをそのまま今現在も使わさせていただいているのが現状でございますので、よろしく御理解を

いただきたいと思います。 

○永田公由委員 それはあれですか、これからも多少その部分については継続していくと、していきたいという考え

ですか。 

○中村努委員 時代錯誤も甚だしいようなことですよね。民間感覚から全くずれていますよね。そういったしきたり

を破ることに反発しているのは誰なのですか。 

○こども教育部長 前にも御指摘もあろうかと思いますし、ただこれまで慣習と言いますか、そういった形の中でや

られてきている部分がありまして、一つの区切りというようなこともありますし、そうはいっても学校長という部分

もあったりしまして、そういった慣習として行われてきた部分はあろうかと思いますけれども、おっしゃるとおりで

ですね、今の時代の中でのあり方というものもあろうかと思いますので、そこら辺の部分はまた教育委員会の中、あ

るいはいろいろな御意見をいただきながら検討していきたいと思います。 

○副委員長 ２８１ページ、校外学習センターの整備運営事業ですけれども、校外学習活動に使用するということで、

借りるということなのですけれども、施設を。校外学習施設ということで私も実現すれば実現してもらって、利用が
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きちんとしてもらえれば、大変学習の面において、社会整備の面においても非常にいいことだと思っているのですけ

れども、現状を私の見る限りですけれども、見る限りというか、今学校側からこういった校外活動をしたいとか、具

体的な事例というものはあがっているわけですか。具体的なものがあったら出してもらいたいと思いますけれども。 

○教育総務課長 実は校長会を通じて、近隣また地球の宝石箱を含めて視察をしていただいた経過がございます。ま

ずこの施設、具体的には両小野中学ではクラスづくりのために、できれば使っていきたいという意思表示はいただき

ました。地球の宝石箱がチロル等を見る中で、地球の宝石箱は今星空の形ですね。地質だとか地学というのが教科の

中だいぶ減ってしまっているものですから、こんないい施設があるのならぜひ子供たちに見せてあげたいというよう

な校長も現実にあり、また土と空という地球の起源、宇宙という部分も、教科では触れられないのだけれども、現場

で触れられるような機会とすれば大変、宿泊でやりたいというようなお話も現在いただいております。そういう中で

具体的には、科学体験のプログラム的なものをやれればなというような、先生方も希望している部分もありますし、

今後、教育課程の中でも具体的な使用方法については研究いただきながら、あわせて以前から空いていたという部分

があったり、不動産屋さんのほうへ出回ったという経過の中で、ＮＰＯ法人の学習をするようなそういう団体からも

使わせていただけないかとかですね、またはそういうプログラムをうちにノウハウがあるからぜひ協力したいとか、

いろいろ今アプローチが来ているというような状況でございます。具体的には学校関係では、今まで遠くまで行った

ものを近くでできるとかですね、林業センター等ございますけれども、また違った形で活用があるというお話は校長

等からもお聞きしております。 

○副委員長 そういった希望があるということなのですけれども、実際私の見る限りにおいて、校長からはそういっ

た希望があるということなのですけれども、以前はそういった形で学校の先生方も積極的にそういった校外事業とい

うことにも参加、参加と言うか、先生が自ら先頭に立ってやっていたというようなことがあったかと思うのですけれ

ども、私の見る限りですよ、今の学校の先生で、それだけ意欲のある先生が果たしているかどうか。やってもらいた

いことはやってもらいたいのですが、現実を見ていて、担任のほうから抵抗があるのではないかと私は思うのですけ

れども、その点は大丈夫でしょうか。 

○こども教育部長 いろいろな学校のほうで、まだ今大変忙しくなってきている部分はありますし、そういう意味で

先生方に対する負担というのは、総じて言う中ではふえてきているかもしれません。しかしながら、全くそういうこ

とばかりに屈している先生ばかりではなくて、非常に意欲を持っていろいろなことに取り組んでいきたいという先生

ももちろんいらっしゃいます。ですから、そういった形がどこかからぽっと芽生えて、それが連動していい形になっ

ていけばいいのかなというふうに思っています。こういう合宿形態の集団生活を通じてのいろいろな規律の習得です

とか、思いやる心の醸成ということにつきましては事例がありまして、そういった報告集もあります。そういった形

の中では、できれば少し長い間、長い間といっても１０日も２０日もというわけにはいかないでしょうけど、１泊２

日より、できれば２泊３日、３泊４日というようなことのほうが、そういったことの集団生活の中で習得することは

多いし、また効果も顕著に現れているという事例も文科省の報告でもございますし、そういったものを踏まえてで、

学校でもぜひ取り組んでいっていただければありがたいというふうに思っていますので、ぜひそういう、やる気のあ

るないではなくて、やる気のある先生はいらっしゃいますので、ぜひそういったことを突破口にして、ぜひ進めてい

ければいいのかなというふうに思っています。 

○副委員長 今でも小学校、中学校、高学年においては泊まりをする修学旅行、あるいは中学では北信旅行とか、小
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学校では乗鞍登山とか、そういった宿泊を使ったものがあるのですけれども、これはカリキュラムの中に構成されて

いるわけなのですけれども、この施設を塩尻市で今回やるということになれば、教育委員会としては各小中学校に対

して、例えば中学１年生、あるいは小学校４年生で最低１泊の予定を組めとか、そういったようなことを出す予定は

あるのですか。 

○こども教育部長 実際の学校の運営に関しては、カリキュラムの作成も含めて学校長の権限だというふうに思いま

す。その中で教育委員会としては、それは強制するとかいうものではありませんけれども、そういう効果も先ほど申

し上げましたように出されていることですし、これは先生方も十分にもう承知はされていることだと思いますので、

既に私どもも校長会にも投げかけてございますけれども、そういう方向で取り組んでいただきたいという要請はして

いきたいというふうに考えています。 

○副委員長 それからもう１点、学校の先生が中心になって、学校のクラス単位、学年単位で使うということが想定

されます。この施設はそういった面では、学年単位で使う分には多分使える施設だと思うのですけれども、例えば部

活なんかで使うという場合において、どんな部活が使えますかね。 

○こども教育部長 部活的にはですね、グラウンドあるいは体育館等といった施設との関係もあろうかと思いますけ

れども、そういったことの都合がつけば当然運動部は可能であろうかと思いますし、またああいう山の中であります

から、騒いでも、うんと騒げということを奨励するわけではないですけれども、少し大きな声を出したり、あるいは

楽器による演奏等があっても、そんなに騒音としての影響のある場所でもないかと思いますので、そういう意味では

吹奏楽とか合唱とか、そういった文化系の部活についても活用については十分ではないかというふうに考えておりま

す。 

○副委員長 私の娘も中学で吹奏楽をやっていて、合宿があったのですけれども、外へ出て行ってやったのですけれ

ども、先日１０日に施設を見せてもらったのですけれども、広い部屋がない。このくらいの部屋でも多分吹奏楽の練

習をやるといえばできないと思うのですけれども、そういったいろいろな意味で会議をやるとか、講演をやるとか、

そういったスペースがとれないということは非常にデメリットだと思うのですけれども。だから使用においては制限

がされているような気がするのですけれども、その点はどのように。 

○こども教育部長 無制限に何にでも利用できるというふうには考えては、もちろんおりません。ただある程度の人

数が、例えば今の吹奏楽のお話ですけれども、そういったことについては新館の向かいのほうに、プレハブになりま

すけれども、教室の２教室分くらいのプレハブがございます。ですからそこも有効活用はできると思いますし、人数

によっての研修会なり講習会については鉱研さんの地球の宝石箱の階段教室等もございますので、そういったところ

の利用も協力していただけるというようなお話もいただいていますから、ある程度のものは消化ができるのかなとい

うふうに考えています。 

○永田公由委員 地元の北小野地区の考えというか、話の中では修繕して使えるようになればいくらでも私たちも一

緒に協力させてもらって、管理もしていきましょうと。ただこういうふうに校外学習センターというような位置づけ

をされてしまうと、なかなか一般の人が使いにくくなるような気がするのですよね。北小野の人たちにしてみれば、

やはり都会との交流、例えば横浜市との交流とかいろいろやっていて、その人たちが来た時に格安に泊まれるような

施設があればというような考えも持っていて、それが学校に限定されるような形になってしまうと、なかなか言いだ

しにくいとかそういう部分もあるものだから、１年目は学校に限定しているようなのだけれども、早い段階で一般に
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も公開できるような施設の名称とか使用規則とか、そういったものをつくってやっていったほうがいいと思うのです

よね。特に北小野の人たちは結構やる気にはなっているのですね。せっかく乗ってきて、あそこは乗りだすと結構お

金もあるところだし、いろいろやってくれるところだものだから、その辺をうまくお互いに利用と言えば変だけれど

も、協力してもらえるところはしてもらってやっていったほうがいいと思うのですけれども。この当初からこういう

ガタッとはめてしまうと、なかなかあと他の人たちが使いにくいところがあると思うのだよね。その辺についてはど

んなふうに。 

○こども教育部長 本会議でも申し上げましたけれども、またこの経過の中で、とっかかりがそういう子供たちに合

宿なんかで使えればいいというような形の中で、私どもが最初担当させていただくような形になりましたけれども、

しかも名称も仮称でありますけれども、校外学習センターと少し堅い名前になってしまっていまして、小中高生しか

使えないのかなというイメージは少しあるかもしれませんけれども、施設の有効活用の観点から言いましても、全部

が小中学生で１年目から埋まるというふうにも、正直言って考えていない部分もありますから、そういう中では、使

えるところは一般の方がもちろん使っていただいても結構ですし、そういう地元でも大変協力いただけるというよう

な力強い言葉いただいていますけれども、そちらもまた進めていただいても結構だと思っています。いずれにしまし

ても、こういう形に決めてしまうわけではなくて、将来的には小中学生も使いますし、地元の交流にも使いますし、

都市間交流、あるいはシニア世代の方々が交流する、あるいは滞在型農業、北小野もそういう畑ですとか田んぼがあ

りますから、そういったものの活用もできるような、少し夢と言ってはあれですけど、最終形の使用の形というのは

もっと広がっていくものだというふうに、またそうしたいというふうに思っています。まだ正直言って、緒についた

ところで今年、認めていただければ、一番まだ前段だということで御理解をいただいて、運営形態も含めて一番いい

形がどういうものかというのを、やりながら探っていく部分はありますけれども、とりあえずはそういう形でスター

トをさせていただければありがたいなというふうに考えています。 

○永田公由委員 それともう一つは、柏茂会館という、あるわけですよね。この使用についてもいろいろな議論があ

って、区のほうから今、市が直接管理するようになっているのですよね。やはりあわせて、柏茂会館も老朽化も進ん

でいるという話もあるし、使える面積的にも使いにくいというようないろいろ聞くのですけれども、やはりその辺も

一緒に部長は本会議で答弁していたけれども、相乗効果があるというふうに答弁されていたけども、やはりその辺も

含めて研究していかないと、片方せっかく既存のものがあるのにもう一つやるということになれば、よほどその利用

がないと、なんだというまた批判も出てくると思うので、その辺もしっかりやってもらいたいと思います。それとこ

こに、その施設の賃借料が出てこないのですけれど、これは総務か何かの費用ということですか。 

○教育総務課長 賃借料については管財の一括の中で入っているものでございます。 

○青柳充茂委員 管財に入っているのか。 

○こども教育部長 一点よろしいですか。たしかに柏茂の課題もあることも十分承知しています。したがって、鉱研

のほうを始めていくにあたっては当然パンフレット的なものも必要になってきますから、その中に盛り込んだり入れ

させていただいたりとか、もう一回ＰＲを一回やってみたいと思っています。確かに毎年毎年利用者が減ってきてい

ますけれども、本会議でも申し上げましたが、そうは言っても、リピーターではないですけれども、定時的でもない

かもしれませんけれど、同じ方が使っているような傾向もございますので、そういったところを大事にしていきたい

と思いますし、もう一つ少し踏み込まさせて言わさせていただければ、本当にあと地元として、地域振興ですとか地
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元自体の活用でそういった使う予定はないのかという意見も、もう一回お聞きをしたり、それとあと民間の方で本当

にああいう宿泊というかそういう形態ではなくて、ある意味店舗的というか、そういった事業用の使い道があるのか

どうか、そういうことはホームページなりで掲載するなりして、そういう利用の希望があるかというのをとっていき

たいというふうに考えています。その先には当然のことながら、存廃と言いますか、残すのかあるいは廃止をしてい

くのかという課題もあろうかと思いますので、いったんはＰＲをもう一回させていただいて、できればそこでもう一

回活用が図れることが一番望ましいわけですけれども、現状もありますから、そういった方向で検討させていただき

たいというふうに思っています。 

○青柳充茂委員 今の話で、今の話を聞いていると、柏茂会館なのか新しいものの話なのかと思うくらいなのだけれ

ど、そういうことをこの建物を活かして使うことについて、事前にどのくらいの研究をしたのかなという感じはする

のですよ。今の部長の答弁を聞いていると、もう苦しさばかり伝わってきてしまって、私は気持ちの上ではああ苦し

い答弁しているな、かわいそうだなと思うのだけどもね、でももう少し言いたいという感じはします。一つはそんな

に本当にあそこを改修してまでやる価値のあるものだと見ているなら、なぜ借りてやるのかというところをもう一回

説明してくれませんかね。要するに、寄附をしてほしいというようなことはお願いしなかったのかね。それから寄附

がどうしてもだめだというならできるだけ安く買いましょうというような話とか、そういうことをなぜ、と言うか、

したのかしないのか、よく分からないのだけれど、先ほどのこれを活かして使うのにはどういうことがあるかという

ことを、市全体として経済事業部も含めてですけれどももちろん、ほかの部も含めて、どれだけ、どういう研究をし

たのかというこのが、どうも何かこう生煮えというか、あまりしっかりでき上がってない料理を食べさせられている

ような感じがするんだよな。 

○こども教育部長 答弁は別に苦しくもなくてのびやかにお答えをさせていただきましたけれども。どうするのかと

いうことにつきましては、経過でも申し上げましたように、ソフト事業について言えば、順を追って新年度について

はそういう合宿形態の利用を取り入れていきたいというのは検討を重ねてきたものです。施設についても、たまたま

そこは以前も市で買えない、買ってもらえないかみたいな話があったのですが、その時は具体的なものがなかったも

のですから、市としても。一たんお断りして白紙に戻った状況があります。今回につきましてもおっしゃるとおり、

どうせ、言葉は悪いですけれど、遊んでいるものならただで貸せれないのか、あるいは安く売却、どのくらいででき

るのかということは当然検討はさせていただいたり、向こうとの交渉もさせていただいてきております。その中で、

たまたま向こうの、相手方の会社の経営状況等もございまして、特別に私どもが必要以上の借用料を払うわけでもご

ざいませんし、さりとて向こうでは固定資産税的なものは払っていますから、そこら辺が行って来いというか、そう

いう形になれば、向こうとしてもありがたいぐらいの話まで詰めさせていただいた。詰めさせていただいたと言うか、

そういう話に落ち着いてきたと、こういう経過でございまして、これまでに時間的なこと等の中で、そんなに検討し

てないではないかということではなくて、事業の内容もそうですし、借りるにあたってのことについても十分検討は

させていただいたというふうに思います。 

○青柳充茂委員 そうすると今の借りてやるということがよくわからないのだけれど、未来永劫借りてやっていくの

ですかね。 

○こども教育部長 失礼しました。それで、買い取りの話になりますが、処分としてはどのくらいのことを考えてい

るかという話も当然出まして、それは簿価等の関係もあるでしょうけれども、向こうの真っ先の言い分では９，００
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０万円ぐらいですか。９，０００万円。そこまではいかないでしょうけれどね。ですから、とてもそこでその安くし

ろの云々の交渉はしても、そんなに急激に安くなるものでもないという形の中で、今売ろうとする気持ちもそんなに

強いわけではなくて、したがって、借りてやるのが一番良かろうということでありますし、借りる期間も向こうとし

てはいったんは５年ぐらいの期間の中で考えてみてもらえないか、あとは引き続いてやるのなら、そこではさらに更

新をしていくのか、また事業的に順調にいってうまくいったりすれば、当然そこの中では取得をする、向こうも売却

するというような考え方はその時点では出てこようかと思いますけれども、現時点の中では向こうも貸したいという

意向でございますし、うちも買い取りはできないので、今の段階では借りてやりたいという考えです。 

○青柳充茂委員 もし仮にこれが通ってやっていくとしたら、売却みたいな話になったら家賃分を引かなければなら

ないくらいの話なのだけれど、それはともかくとして、では今うまくいくようになったらという話だけれど、これを

運営していくのはどうも市が直営でやるのか、それとも先ほどの地区の人がとか。そうすると、その場合に一体いく

ら毎年かかるというふうにみているのですか。多少利用料が取れても、多分ずっと持ち出しだよね、一生。だから、

今のところどういう一体資金計画というか、事業計画をしているのか。 

○こども教育部長 先ほども申し上げましたが、今年と言いますか新年度については、当面私どもが主体になりまし

て運営にあたっていきたいと思いますけれども、その段階の中でも、地元の地区ですとか、あるいは地元の企業さん

が協力していただけるような申し出をいただいておりますので、実際の運営にあたっては、そこで運営協議会的なも

のもできればつくって、どこまで協力をしていただけるのか、そういうのをこれから詰めながら運営方法を考えてい

きたいと思います。将来的には、もちろん私どもがやるよりは、ある意味専門的なり地域の方々がやっていただける

ような部分はあるかもしれませんので、あるいは指定管理とかいろんな方向性があろうかと思います。ですから、そ

こら辺は今後やりながらで恐縮ですけれども、検討させていただきたいというふうに考えております。 

 あと経費は、今回は２，１００万円余の計上をさせていただきましたけれども、そのうち約１，５００万円ぐらい

が改修費でございますので、これを除きますと五、六百万円ですか。それは営繕修繕を含んでですから、そういった

ものがなければ５００万円くらいかなというふうにみています。 

○青柳充茂委員 年間で。 

○こども教育部長 ええ。あと収入のほうは、まだ具体的に幾らというのは定めておりませんので、それが幾らにな

るかということはあれですけれども、本年度については５００人くらいの利用を見込んでおりまして、そうすると平

均をどうとるかですけれども、２，０００円で取れば１００万円ぐらいになろうかと思いますし、さらに最盛期には

１，５００人ぐらいが使われたということですから、そういう意味で言えば、これは５００万円程度、まったくカバ

ーできたり、それを上回るということは言えないかもしれませんけれども、ある程度の収入は見込めるのかなという

ふうに考えています。 

○青柳充茂委員 先ほど柏茂会館でもっといろいろな民間での活用の仕方とか、いろいろなことがあり得るというお

話をされていましたけれど、そういうものこそ今回のような案件を始める前に、検討段階でやるべきだなというふう

に私は思っているわけです。もっと有効ないい活用の仕方というものがなかったのか。そういう中には、先ほどあっ

たように、教育関係だけではなくて、もっと幅広い用途で使えるようなものにして、そこにその教育的にも有効に使

えると。全体として採算性がとれるというようなところまでみて、運営主体をどこがやるかということ、収入をどう

やって得て、どのぐらいかかるものについては大体こういう料金収入をいただくことで採算性がとれるとか、そうい
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うのをみて、そういう事業計画をきちんと練った上で、それで買ったほうがいいのかどうなのか。その９，０００万

円なんていう話はちょっと論外であれですけれど、相手と本当に交渉すればもっと私は方法があると思う。それは、

地球の宝石箱との絡みも含めて。それから周辺にいろんな観光的な頼るいろいろなものもあるから。だからそういう

意味で、せっかくあるものを活かしきれていないなという感じがするのですよ。何かこう思いつきで、こういう言い

方は失礼になってはいけないのだけれども、なんとなく練れてない。半煮えの料理をいただいているというか。それ

はものすごく。今は質問の段階ですから、あまりこれ以上言いませんけれど、私は全く納得できない。以上です。 

○副市長 練れてないということではなくて、ことしあたりも北小野地区の皆さんが地域の振興をどうしようかとい

うことを非常に練っておりまして、都市間交流みたいなことを積極的にやっておられます。都会の子供たちが来てや

っているような状況もあります。学校の教育のほうで、読書を中心としたそういう教育活動をやりたいというような

ことの中で、今非常にその生活規律と言いますか、そういうことも大事ではないかということで、そういうところで、

やはりそういう宿泊というようなことが非常に効果があるのだというようなことも先進の事例でもありますので、そ

ういうことから、では当面教育委員会のほうで主体になってやっていこうと。ただ先ほど委員さん方から御指摘があ

るように、子供たちだけのそういうことに限定するのではなくて、幅広く活用させてもらえたらどうかなという意味

合いで今回予算計上をお願いしたわけですので、今部長のほうから答弁しましたように、実際の運営形態をではどう

いう具合にしていくか、市が直営でずっと未来永劫にやるかどうかということは考えていなくて、なるべく先ほど言

いましたように、どういう方法がいいか検討しながら運営形態を確立していきたい。そういうぐあいに考えておりま

す。非常にそういう教育的な、私が言うのはおかしいですけれども、教育的な効果が大きいということの中で、活か

していきたい。それと同時に、地域の皆さんのそういう協力体制というものが非常に整いつつあるということで、そ

ういうような面も非常に地域ぐるみの盛り上がりもあるということも一つの、この施設を運営していくという、何て

言いますか、動機づけにもなるのではないかというぐあいに考えております。以上でございます。 

○永田公由委員 これは５年契約ですよね、初年度は、初年度というか当初。 

○副市長 とりあえず向こうの会社と話をする中では５年くらいで、とりあえず。でもうちは金をかけますから、５

年で元をというわけにはいきませんから、もちろん継続させてもらえるのですけれども、向こうの会社としても長期

にどうぞということではなくて、やはり区切っていきたいということで、一応は５年という期間をとらせていただき

ます。 

○永田公由委員 というのは、やはりある程度利用があって効果が出てくれば当然いいのだけれど、そうではなくて

行政というのは一回そういうふうになってしまうと、もう前年踏襲、前年踏襲で行く危険性があるので、やはりどこ

かで、もしあまり利用がなかったり、地元も大変だという話になれば、そこで打ち切る。いくら投資してあっても打

ち切っていかないと、後のほうの費用がまた負担が大きくなってしまうからね。その辺のところで今契約を聞いたの

だけれど。 

○委員長 私からも質問したいのですけれど、借りるということはたな子になるということだから、改修について大

家が直してくれるというのがいいのではないかと、普通は思うのですけれど、どうなのでしょうか。 

○こども教育部長 そういうこともあろうかと思いますが、結局それは、大家さんが直せばそれは普通に言えば家賃

に跳ね返るというのが当たり前の話でして、そういうことの中で鉱研さんも言っておりますけれども、鉱研さんがで

すよ。自分たちで直して貸すのならそれなりの責任があるので、きちんとした保証をしなければいけない。そうする
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ともっと高くなるのですね。その場合に、では私どもは現状と言いますか、今傷んでいる部分を元の形へ直すだけで

す。ですから必要最低限の補修をさせてもらうので、それは私どもがやると、やらせてもらうという考え方でありま

すので、それはおっしゃられるように大家が直して当然ではないかと、たな子はあと入るだけだと、そういうのはあ

るかもしれませんけれども、今回の場合はそういった形の中で、できるだけ必要最低限の形の中で安くあげたいとい

うのがありますから、たな子がそこでやらせていただきたいと、そういうことでよろしくお願いします。 

○委員長 実際には最小限の改修にとどめて安く借りるというか、そういうふうにしたいということであれば、改修

はそのようにするから、例えば折半にするとか、まだ粘ってもいいのではないかと思うのですけれど。 

〔「わかりました」の声あり〕 

○中村努委員 契約はいつになるのですか。 

○こども教育部長 この予算を認めていただいた後になろうかと思います。具体的なまだそういう前ですから、細部

まではいっておりませんので、先ほどの５年の話もまだそういうふうに決定したわけではございませんけれども、そ

ういう方向でというあたりの話ですから、終わりましたら細かい部分まで詰めていきたいというふうに考えています

のでお願いします。 

○中村努委員 確認ですが、契約が終わるまでこの予算の執行というのはゼロでいいのですね。 

○こども教育部長 具体的な貸借の正式な契約は、借りる時に行います。詰めてできるだけ早く行いますけれども、

これをやるには、済みません、説明が足りませんでしたが、仮契約と言いますか、覚書きというか、そういうものは

最初の段階で結ばさせていただかいないと、この工事には手がつけられないと思いますので、そういった簡便なもの

は結ばさせていただいて、精緻なものについては、あとを詰める中で最終的に借りる前に締結させていただきたいと

いうことになります。 

○中村努委員 少しその辺心配なのは、要するに仮契約というものが法律的にどういう位置づけになるのか、よくわ

からないのですが、仮に契約前にこういう改修をするというと、人の持ち物のところに手をつけるという話になるの

で、あり得ないと思うのですよね。その契約で、契約内容がどうでということはしっかり示していただかないと、予

算の執行は認められないのではないかなというふうに、一つは思います。 

 それから、借りた公共施設、借りて公共施設にした場合の損害保険というのはどうなりますか。 

○こども教育部長 これは借用あるいは自前のものにかかわらず公的に使う部分については、市有物件共済会の保険

が適用になります。 

○中村努委員 前に消防署にあった防災無線が、あれは借りているところだから対象にならなかったのではなかった

でしたか。 

○こども教育部長 あれは備品なのですね。ですから躯体として、最初からの作り付けのものである部分までは対象

になりますけれども、備品まではその保険の掛金の関係で対象になっていなかったと、こういうことです。 

○中村努委員 県の補助金ですか、これはこういった、要するに教育に使うということが前提の補助金ですか。 

○教育総務課長 補助金については今、申し訳ございません。今資料が、あとでお答えさせていただきます。 

 申し訳ございません。今、元気づくりの支援金を、先般ヒアリングを受けてまいりまして、まだ結論は出ておりま

せんけれど、これを財源にして考えていきたいという部分であります。 

○中村努委員 その補助金のしばりというのはどのくらいですか。期間的には。 
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○教育総務課長 補助率がまだ確定はしておりませんけど、補助対象事業費で今１，４００万円余を要求させていた

だいております。それでソフトの部分も含めて。ハードが半額ということでございますけれども、今数字的にまだ固

まっていないという段階で、今２７０部分を計上させていただいてあるということです。 

○中村努委員 しばりの期間は。 

○教育総務課長 最大が１，０００万円でございます。 

○中村努委員 期間、補助期間。 

○教育総務課長 ３年でございます。 

○中村努委員 わかりやすく聞くと、要は、先ほどから出ているように、もう少し利用の仕方の枠も考えて有効利用

したほうがいいのではないかということで、そういうことも検討したいという答弁があったのだけれど、その補助金

が入っていることによって、目的外使用した場合にどうなのかということをお聞きしたい。 

○教育総務課長 ヒアリングの中で、子供たちと地域、また地域振興という中で外からお客様も入れますという部分

は、計画書の中で明確に出させていただきました。これについては、地域の中が振興していくということは大変いい

ことだから、この事業目的にはあっているというヒアリングの中ではお話をいただいてございます。ですから、目的

外使用という部分は当たらないという判断はさせていただいております。 

○青柳充茂委員 確認。先ほど賃料のことで、ここに事業の中に入っていないのだけれど、どこかに含まれているよ

うなことを言ったけれども、それは本当ですか。まだいくらで借りるというのも決まっていないのではないのか。ど

こに入っているのか。それを詳しく出して。どこかに入っているのなら幾らで入っているのか。いつからの契約の予

定で入っているのか。今出なければ。 

○こども教育部長 予算書の８７ページになりますけれども、８７ページ中程になります。財産管理事務諸経費の中

の土地等賃借料４，２３８万４，０００円がございますけれども、これが市が土地や建物等をお借りする全体の額を、

財産管理係のほうで扱いますので、それについてはここへ計上させていただいたということで、額的には１３０万円

ということです。 

○青柳充茂委員 ありがとうございました。その資料をあとで出してください。明細を全部ね。 

○金子勝寿委員 改修費は、先ほど委員長が言ったとおり、市でもつという考え方もあるでしょうが、もう少し交渉

はきちんとした経過なりそういうところが見えてこないとやはり説明ができない。しかもこれはほとんど市の単費で

やるわけですから。 

あともう１点、永田委員もおっしゃっていますが、５年契約で利用率、利用数が目標より下回った場合は見直すと

いう形の答弁をいただきたいと思いますが、副市長いかがでしょうか。 

○副市長 当然どんな事業でもそういうことでやっておりますので、そういう視点で事業評価もやっておりますから、

当然やるべきであろうかなと思います。今回は取得ではございませんので、当然せっかくやるのですから達成の努力

はしますけれども、誤解のないようにお願いします。事業の評価が出ない時には、やはり見直すべきものは見直す。

これは、この事業に限らず全体通してなのですけれど。 

○太田茂実委員 これは、保証金は差し入れるわけですか。 

○教育総務課長 保証金の差し入れはございません。 

○委員長 これだけは、決着、質問だけ決着したいですが、あしたの朝また続きからやりますか。あしたの朝ではな
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い、来週の月曜日。 

○教育長 質問があるわけではないのですけれども、もうじき終わりそうなので。校外学習センターのことですね、

教育のほうからというようなことで一言だけ言わせていただければありがたいのですが、よろしいですかね。おとと

いですか、北小野地区ですか、停電があって２時間ほど真っ暗になって暗闇になったのですね。そしたらある家庭の

子供が結果として大変喜んだと。暗闇の中でろうそくが見つからないとか、懐中電灯がすぐ出てこないというような

ことで、そういう話を聞きました。子供たちというのは、環境が今のように、鉱研と全くダブるわけではないのです

けれども、変わった時に非常にまた違った面が発揮されたり、意欲が、違う意味での意欲が湧いくるという面が非常

にあるように私は思います。前にある時に、やはり子供たちが腰が重ければ重いほど環境を変えてやる努力が周りで

必要ではないかなと。子供たちが表へ出ない、あるいは違った環境へ入ることを望まない、あるいは最近のベネッセ

の調査などで、小さくグループに固まっていてそこから出たくないということの調査が出てましたけれども、それに

あえてくさびを入れるということが、ここにあるのではないかなというふうに私は思っています。お金のことはあま

り言えないので、精神論で話をしているわけですけれども、コミュニケーションがうまく取れないとか、あるいは人

間関係づくりがうまくいかないということに対して環境を変えてやっていくというのが、非常に今問われている時で

はないかなということで、不自由な生活をしながら、私自身も中学校の時に、あれはキャンプだったのですけれども、

一人の先生が不自由の一晩を暮らすのだという話が今でも印象に残っているので、あえてそういうところに入れて、

子供たちの生活を見てみる。あるいは考え方を見ていくということが、非常に求められているのかなと思います。 

 つけ足しですが、全然鉱研と違いまして、先ほど出ましたけれども、旧態依然とした時代錯誤だという話も出たの

ですけれども、一つ、車の件についても考えていかなければならないというふうに私は考えていますが、大変小さな

一歩かもしれないのですが、卒業式、入学式等に学校ではまだお茶菓子を出す風習がございますね。食べる人もいれ

ば、食べない人もいるのですが、まんじゅうを紅白まんじゅうで出すと。お祝い事ですからそれはそれでいいのです

けれども、学校のほうからの話、あるいはこちらの事務局での話で、いわゆる簡素化していくのがいいのではないか

ということで、この卒業式から第一歩を踏み出したというような。小さな一歩かもしれないのですが、できることか

らしていこうと、そのように考えております。その辺もくみ取っていただければと思いました。済みません、余分な

時間を。 

○委員長 それでは、この続きは月曜日の朝からということで、本日はここまでといたします。大変御苦労さまでし

た。 

午後５時０７分 閉会 
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